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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜空に向かってピアノの音が流れていく。

　時とき折おり砂混まじりの風が哭なき、うらぶれた酒場のドアに当たってにわか雨のような音を立てては消えていくのを聞きながら、神か我が巳みは目を上げる。

　砂嵐のおかげでいつもざらざらしている窓まど枠わくの向こうには、遠く宇宙港のタワーが見えるのだが、今見えるのは一定の間かん隔かくで点てん滅めつを繰くり返している警けい告こく灯とうだけだ。

　船が来るのは一カ月先になるだろう。

　それまではこの酒場に同じ客が揃そろい、同じ砂嵐が哭き、同じ話が繰り返されるわけだ。

　そして僕ぼくも、同じ服を着てうつむきながらこのピアノを弾ひくことになるだろう。

　ピアノ……便べん宜ぎ上じようこう呼んでおくが、とにかくこの店ではショットグラスと同じぐらいありふれた存在だ。

　そしてこれが僕の唯ゆい一いつの財産でもある。

　十二にならぬうちに別れた父が僕にくれた、たったひとつの贈おくり物なのだ。

　僕がピアノのキィに触れると、彼女は震ふるえ、ため息をつく。

　性しよう悪わる女おんなのように叫び、足を踏ふみ鳴らし、かと思えば甘い愛の歌を囁ささやきもする。

　僕がこんな手て練れん手て管くだを身につけたのは、父の船を追い出されてからだ。

　それまでは見習い僧そうのごとく、鞭むちと叱しつ責せきをもって正確なリズムと指ゆび遣づかいをたたき込まれ、典てん例れい文を暗あん唱しようするように一字一句間違えずに弾ひくことが要求されたのだった。

　そう、父の船の中では僕は哀あわれな影かげに過ぎなかったのである。

　然しかるべき理想のごとくそそり立つ偉大な父の足元で、不ぶ器き用ようにうろつく出で来き損そこないの影、それが僕というわけだ。

　父はピアノのレッスン以外、殆ほとんど僕と顔を合わせることはなかった。

　広こう大だいな船の中で、僕はいつもひとりぼっちだった。

　通路は薄暗く、様さま々ざまな生物の標ひよう本ほんや遺い跡せきの一部が収おさめられた数百のライブラリーは悠ゆう久きゆうの歴史を飲み込んで佇たたずみ、僕の存在などはまるで目を向けるにも値あたいしないという風ふ情ぜいで押おし黙だまっていた。

　圧あつ倒とう的てきな沈ちん黙もくの中、まるで迷めい宮きゆうのような船をうろつきまわっていた僕は、宇宙を漂ただよう塵ちりより価か値ちのない存在であり、太って青白い顔をした子どもに過ぎなかった。

　他に楽しみもなかったので、食事プログラムをごまかすことを覚おぼえ、余よ分ぶんに供きよう給きゆうさせてはベッドの上に座すわり込んで頭を空からっぽにしたまま口に詰つめ込んでいたせいである。

　自分を影のように感じなくてすむ場所は、ベッドの上と汚きたない話だがトイレだけだった。

　僕は生きている、呼こ吸きゆうしている、ものを味わう、飲み込む、排はい泄せつする。

　その間だけ自分の温ぬくもりを感じる。

　おなかがいっぱいになると、自分の匂においにくるまれて眠る。

　食べ物とベッドはこの遺い跡せきのような船の中で唯ゆい一いつ、僕の存在を無条件で許ゆるしてくれる母なのだ。

　本物の母の顔は覚えていない。

　母は生まれたばかりの僕を捨ててどこかに行ってしまったそうだ。

　だから僕は、これまで出会った女の人たちから切り張りして理想のイメージを作るしかなかった。

　そんなわけで僕の母は顔がルシエ、ボディがメラーノ、声は僕の面めん倒どうを見てくれた酒場のカリスなのだった。

　僕と同じ頃に銀河ネットワークのドラマを見ていたひとたちには聞き覚えのある名前だろう、だが、それだけだ。

　彼らにとってルシエやメラーノはタレントに過ぎない。

　だが僕にとっては母なのだ。

　僕はこうして長い間自分の中に母を育ててきたのである。

　そして、同じくらい長い間、僕に父はいなかった。

　父というものがどういうものなのか、僕には想像もつかなかった。

　だが、赤ん坊だって時満みてばこの世にデビューするように、閉じた世界もいつかは開かれる。

　僕の世界に父という怪かい物ぶつが現れたのはちょうど七歳の誕生日だった。

　その日、銀髪を後うしろでひとつに束たばね、長いローブを着た男が開店前の酒場を尋たずねてきた。

　僕は客が置いていったクリスタルハープで遊んでいた。

　どこを押さえ、どこを弾くかで微妙に音色の変わる楽器だ。

　男はカリスと話をしていたが、急に話をやめると首を傾かしげて僕の方を見た。

　端たん正せいな容よう貌ぼうと冷たい瞳ひとみが僕を捕とらえた。

　僕は急に怖こわくなって手を止め、脅おびえた顔で男を見上げた。

「続けて」と、男は言った。「誰だれに習った？」

　僕は首を振ふり、そろそろと後ずさりし始めた。

　男は興味深そうにじっと僕を見つめていた。

　カリスが、この子を哀あわれと思うなら……とか何とか言いかけたのが聞こえた。

「わたしの船に来るか？」

　男はカリスの言葉を無視して大おお股またに近づいてきた。

　僕は恐ろしさに体が震ふるえるのを感じたが、冷たい瞳に見み据すえられて動けなくなってしまった。

「ライアの息むす子こか……？　わたしはおまえの父だ」

　その瞬間僕は、母ライアや砂嵐やカリスの小言や酔よっ払ぱらいの給きゆう仕じなどから成り立っていた楽園を永久に追放されたことを悟さとった。

　父と名乗った男はカリスにかなりの額がくを渡わたし、先に立って歩きだした。

　振り返りもせず、僕がついてくるかどうか確かめることもしなかった。

　僕は見えない鎖くさりで繫つながれているかのように、小こ走ばしりに男の後を追った。

　カリスの元に戻れないことは分かっていた。

　カリスが僕を抱だき締しめて、さよならを言ったからだ。

　他にもなにか言っていたような気がするのだが覚えていない。

　宇宙港には見み慣なれぬ型の小こ型がた艇ていが停とまっていた。

　僕は男に促うながされるままに乗り込み、ぼんやりと広い宇宙港を眺ながめていた。

　男が何か呟つぶやくと、小型艇は発進した。

　高度が上がり、生まれ育った惑わく星せいを離れると、見たこともないような巨大な船が軌き道どう上に停てい泊はくしているのが目に入った。

「あれがわたしの船だ。大きすぎて港には入れられない」

　それが男の船、双そう蛇じやとの出会いだった。

「おまえに音楽を教えてやろう。わたしは今のところ、退たい屈くつしているのでな」

　男は初めて微ほほ笑えんだ。

　突然、強烈な光が差し込んできたかのようなめまいを覚おぼえ、僕は口を開けたまま座ざ席せさに背を押し付けた。

　父は美しく、冷たく冴さえた瞳ひとみは底そこ知しれぬ力と知識をたたえていた。

　遥はるか昔、僕の母を虜とりこにした神の如ごとき微笑み。

　僕はまだ七歳で、母よりずっと無力だった。

「お父さん……？」

「プロフェッサーと呼びなさい」

　男はおごそかに僕の頭に手を置いた。

「おまえはわたしに似ているな」

「……はい、プロフェッサー」

　父と呼んだのはそれが最初で最後だった。

　男の手が動き、祝しゆく福ふくするように僕の銀髪を梳すいた。

　僕は恍こう惚こつとなり、口がきけなくなってしまった。

「我が息子よ、これからは神我巳と名乗るが良い」




　その名が父の名から取られたのだと知ったのは、双蛇で暮らすようになって字を覚えてからだった。

　父の名は神か我が人とという。








第一章　柾まさ木き家けではちょっとした……









　柾木家ではちょっとした事件が持ち上がっていた。

　天才科学者鷲羽わしゆうの忠実なるしもべにして柾木家の執しつ事じであるジョージが恐ろしい予言を下したのである。

「天てん地ちさん、ちょっと……」

　ジョージは廊ろう下かの真ん中で天地を呼び止め、声をひそめた。

「今からちょうど一カ月後の水曜日、空からひとつの星が落ちて来るそうです。その星は悪魔のような力で周囲を巻き込み、恐怖の大王の如くこの地上に君くん臨りんすることでしょう。もちろん柾木家、我々の家もその恐ろしい星に取り込まれてしまうのです」

「そ……そうなのか？」

　天地は取とり敢あえず聞き返した。

「そりゃ大変……て言うか」

「大変なのです」
















　ジョージは真ま顔がおで頷うなずいた。

「どのくらい大変かと言うと、食事時に魎りよう呼こさんのお皿さらだけ空からっぽだったと思って下さい」

「なにィ？」

　壁の向こうから声がした、と思ったとたん、魎呼の顔が現れた。

　居間と廊下を隔へだてる壁から頭と肩が生はえている様子はまるで剝はく製せいである。

「あたしの分がないって、そりゃどういうことだよ？」

「魎呼、そりゃもののたとえってやつで……」

「あたしのことバカだと思ってるな？」

　魎呼は壁かべを抜けると天地に詰つめ寄よった。

「そんなこと思ってないよ」

　天地は本能的に後あとずさり、礼れい儀ぎ正しく待っているジョージの方を見やった。

「あたしはバカで大おお食ぐらいで乱暴でケンカっぱやい最低女って今、思っただろ？」

「魎呼、よしてくれよ」

　天地はまた一歩下がり、魎呼がこれ以上因いん縁ねんつけて来ないことを祈いのった。

「思っただろ？」

「思ってないってば」

　天地には魎呼の真しん意いが分からなかった。

　魎呼はまた一歩近づくと、天地の鼻先で愛の告白のように囁ささやいた。

「正しよう直じきに思ったって言いな」

「…………」

「言えってば！　言わないとくすぐるぞ」

「……思った」

　言ったとたん、天地は魎呼の術じゆつ中ちゆうにはまったことを悟さとった。

　これは新しい遊びなのだ。

「でも愛してるだろ？」

　魎呼はにんまり笑って天地の首に腕うでを回した。

「キス一回で特別に許してやらあ」

「魎呼!!」

　魎呼は天地の頰ほおに情熱的なキスをくれると上じよう機き嫌げんで壁を抜け、姿を消した。

　天地はどぎまぎしながら居い間まの方を窺うかがった。

　怒り狂った阿あ重え霞かが出て来ないところをみると、どうやら聞こえなかったらしい。

「それでですね、その悪魔のような星というのはどうやら天地さんに関係あるようなのです。何か心当たりはございませんか？」

「え？　何だって？」

　ジョージが何事もなかったように話を続けたので、天地は思わず聞き返した。

「心当たり……って、占うらないだろ？」

「鷲羽さんが古こ今こん東とう西ざいの占いを総合して作り上げた超ちようスーパートルネード占いです」

「と、砂さ沙さ美みちゃんが言ってたっていうんじゃないだろうな？」

「と、砂沙美姫がおっしゃってました」

「……そうなのか」

　天地は最も早はや聞くべきことは全部聞いてしまった、と思った。

「考えとくよ。鷲羽さんにそう伝えてくれ。何なら俺おれのかわりにその運命を引き受けてくれるともっと有あり難がたいな」

「伝えておきましょう。ですが、運命というものはご自分で引き受けない限り、解決しないものですよ」

　ジョージは誠せい意い溢あふれる笑顔を向けると、一いち礼れいして鷲羽の研究室に引ひっ込こんだ。

　廊ろう下かに取り残された天地はたった今告つげられた運命についてぼんやり考えていた。

　運命は突とつ如じよ扉とびらを叩たたきに訪おとずれる。

　かの楽がく聖せいベートーヴェンもそう言っていたではないか？

　運命のノックは短く三回、そして駄だ目め押おしの一回。

　指し揮き者しやはまるで馬に鞭むちをくれるようにオーケストラから不ふ吉きつな和わ音おんを叩き出すのだ。

　耳を傾かたむける者は運命の予感に脅おびえ、燃え上がる悪魔の星が扉の外で待っていることに気づく。

　ベートーヴェンの第五交こう響きよう曲きよく「運命」は冒ぼう頭とう部分で種たね切ぎれになってしまった。

　我に返った天地は、一カ月後に来るか来ないか分からない運命より今日一日を無事に過ごす方が大事だということに思い当たり、ため息をついた。

「ジョージさんもいい加か減げんにしてほしいよなあ」

　悪いひとじゃないんだけど……天地は独ひとりごち、急に喉のどが渇かわいたような気がして台所に入った。

　よく考えて見れば、ほこらの鬼に追い回されたり、亜あ空くう間かんからいきなり星のつく女の子が降ふってきたり、宇宙一の天才科学者の実験材料に使われたりする方がよっぽど恐ろしい運命ではないか。

　しかも、そういう運命たちは訪れた後この家に居い座すわって、いっかな出て行こうとはしないのだ。

　運命に居座られた男というのは地球広しと言えども俺ぐらいじゃないか、と天地は思い、冷れい蔵ぞう庫こからミネラルウォーターのボトルを出した。

「あっゴメン。天地兄ちゃんのコップ、今け朝さ割わっちゃったんだ」

　テーブルの下から朗らかな声がしたと思うと、水色の頭が現れた。

「砂沙美ちゃん？　どうしたの、そんなところで」

「わたくしのをお使い下さっても結構ですわよ」

　いかなる時でも品の良さを失わない樹じゆ雷らい皇おう家けの姫君がテーブルの下から這はい出してきた。

「お水を飲む時間ぐらいありますわ。大だい丈じよう夫ぶ、ゆっくりお飲み下さいな」

　阿あ重え霞かは自分のコップを取ると、手ずからミネラルウォーターを注つぎ、天地に手渡した。

「あ……どうも」

　阿重霞が期待に満ちた顔で自分とコップを見つめているのに気づき、天地は水と一いつ緒しよに然しかるべき質問を飲み込んだ。

「そのコップはお預あずかりしますわ。割れるといけませんもの」

　阿重霞は嬉うれしそうに空のコップを取ると、またテーブルの下に這い込んだ。

「天地様もいらっしゃいな」

「あのー……どうして」

「天地兄ちゃん、もうすぐだよ」

　砂沙美が姉の隣となりから手て招まねきした。

「三時三十三分三十三秒にちょっとした地震が起こるんだって。それでね、天地兄ちゃんが台所に水飲みに来るだろうから、一いつ緒しよに隠かくれることになってるの」

「地じ震しん!?」

　天地は思わず壁の時計を見た。

　針は三時三十三分三十秒を指している。

「わっ……」

　天地がテーブルの下に這はい込んだとたん、結けつ構こう大きな揺ゆれが柾木家を襲おそった。

　地震はかっきり三十秒間続いて（天地は時計から目を離さなかったのである）、三時三十四分四秒になった瞬間、ぴたりと収まった。

「地震だ……。震度４ぐらいかな」

「ピンポーン」

　砂沙美が嬉うれしそうに囁ささやいた。

「バッチリ当たったでしょ？　信じた？」

「何を……？」

「予言」

　天地は普ふ段だんと全く変わりないように見える砂沙美の顔を見つめ、まだ視界が揺れているような気がして首を振った。

　これは偶ぐう然ぜんなのか、新しい遊びなのか。

　それとも運命とやらが信号を送っているのか。

　と、何の前まえ触ぶれもなく体中の神しん経けいが感かん電でんしたかのように逆さか立だった。

　ほんの一瞬でそれは跡あと形かたもなく消え、天地は疑問に思う間もなく目の前の現実に引き戻された。

「砂沙美ちゃん……」

　言いかけた途と端たん、自分が何を聞こうとしているのか分からなくなった。

　例たとえばこうだ。

　この予言ごっこに参加しているうちの誰だれかがふと呟つぶやく。

　夕方四時五十七分に夕立が来るから洗せん濯たく物ものを取り込んでおいた方がいいわ、と。

　四時五十七分になると本当に夕立が降って来る。

　予言を信じずに洗濯物をほったらかしにしていた人間は、びしょびしょになった洗濯物という報むくいを受ける。

　こういうことが積つみ重かさなっていくと（その第一回目は今の地震で証明された）、柾木家の現実はどんどんまっとうな世界からずれて行き、呪じゆ術じゆつや予言に仕し切きられたオカルト空間となってしまうわけだ。

「誰だれがこの遊びを始めたんだ？　鷲羽さん？」

　天地は矛ほこ先さきを変えてみた。

「うん……て言うか、遊びじゃないんだって。天地兄ちゃんのとこホントに誰か来るんだよ。それは運命で、鷲羽ちゃんは運命からのメッセージを読み取ってるだけなんだって」

「どうやって??」

　天地は思わず聞き返した後あとで、これでもう棺かん桶おけに片足突っ込んだも同然だ、と思った。

　即すなわち常じよう識しきの敗はい北ぼく、オカルトの勝利である。

「何が来こようと天地様なら大丈夫ですわよね？」

　阿重霞がピントのずれた期待を口にした。

「我が樹雷星にも古来より伝わる占せん星せい術じゆつがあるんですのよ。そういうものをバカにする人たちもおりますけれど、わたくし、先せん人じんの知恵には常つねならぬものがあると信じておりますの。ほら、テレビや雑誌でやってる今週の占うらないなんかもけっこう当たったりしますでしょ？　鷲羽さんは天才だけあってそのへんの真実はよくご存じなんですわ」

「砂沙美、ホントはよく分かんないんだけど」

　遊びでも本気でも砂沙美にとっては大たいした違いはないらしい。

「鷲羽ちゃんがね、工こう具ぐ箱ばこ取って来てって言ったの。あともうちょっとしたら、テレビが故こ障しようするからって。そしたらホントに故障して映うつらなくなっちゃったんだよ！　あっと言う間に直なおしちゃったけど。それで砂沙美が聞いたわけ。どうして分かったの、分かってたんなら故障するまで待ってないで、早く直せば良よかったのに、って」

「うん」

「そしたらね、あるひとつの結果から延えん々えんと特とく異い点を溯さかのぼって追って来てる最さい中ちゆうだから、特異点そのものをなくすわけには行かないって言うの。ツリーを逆ぎやつ行こうしてるんだって。砂沙美ねえ、全然分かんないんだけど、すごいなあって思ったんだよ」

「うー……ん」

　天地は聞かない方が良かったと思ったが、砂沙美があんまり熱心なので分かった、というふうに頷うなずいた。

「だけど天地兄ちゃん、一いつ体たい誰が来るの？　もしかして誰か泣かせたりしなかった？　ほら、天地兄ちゃんはそんなじゃなくても、相手はけっこう思い詰つめてたりとか……」

　この年にしては恐ろしいことをさらりと言う。

「……んなことないか。だから天地兄ちゃんなんだもんね」

　砂沙美は自じ問もん自じ答とうしたついでにぽつりと呟つぶやいた。

「また女のひととか尋たずねてきてややこしくなるとやだなー」

「うん」

　天地は全面的に同意したが、感かん触しよくとしてはもうひとつしっくりこなかった。

「天地兄ちゃん、運命って何なの？」

　それが分かればこんなに苦労してないよ、そう言い返そうとした時。

「おめーら、机つくえの下でなにやってんだ？」

　今までどこか別のところにいたらしい魎呼が覗のぞき込んだ。

「あたしの悪口言ってたんだろ？」

「ち、違うよ」

「いや、言ってた！　魎呼はナイスバディで宇宙最強でマルチアイドルで無む敵てきだ、って」

「魎呼さん、どこが悪口なんですの!?」

　阿重霞が嚙かみ付いたので天地は新しい遊びの標ひよう的てきから解かい放ほうされた。

「言っただろ？」

「誰がそんなこと言うもんですか！」

　天地はそろそろと反対側に這はい出した。

「じゃ、砂沙美ちゃん後でね」

　小声で囁ささやく。

「言ったって言えば許ゆるしてやらあ」

「言ってませんてば！」

　天地は後も見ずに逃げ出した。

「あっ、天地！」

「天地様!?」

　その瞬間天地の脳のう裏りに去きよ来らいしたのは、これより恐ろしい運命とは如い何かに？　という疑問である。

「おかしいわね……。これだけ特異点がはっきりしてるのに、肝かん心じんの運命の正体が見えないなんて」

　研究室の鷲羽はコンマ一秒の誤ご差さもなく特異点を算出したプログラムを前に首を傾かしげていた。

「誰かが落っこちて来るのは分かってるのよね。その誰かが分かんないんだからやんなっちゃうわ。まさかどっかの間ま抜ぬけな犯はん罪ざい者が落っこちて来たりして」

　と、ノックの音がした。

「どうぞー。開いてるわよ」

「鷲羽さん、お邪じや魔ましてすみません」

「おや、天地殿？」

　鷲羽はようやく振ふり向いた。

「まあ、未来に属する事柄は可か変へん要素が多すぎるからね。今んとこ分かるのはそこまでなの。期待させて悪かったわね」

「別に期待してませんけど……」

　天地は出で端ばなを挫くじかれて口ごもった。

「できればオカルトはやめてほしいんですけど」

「オカルト？　うん、そういう言い方もあるわね。でも天地殿、あんたたち地球人から見れば、この宇宙はオカルトと共時性で成り立ってるようなもんよ。二つの出来事を比べてみて初めて、ああ、そうだったのかって奴ね。まあ、別に同意しろとか言わないから安心なさいな」

　鷲羽は席を立つとスクリーンを指で軽く弾はじいた。

　と、天地の見たこともない星せい雲うんが映うつし出された。

「この星雲は生まれたばかりなの。で、こっちは研究室で飼ってる植物ね」

　画面が二分割され、薔ば薇ら色いろの綿わた菓が子しみたいな冠かんむりを戴いただいた白っぽい植物が映し出された。

「この二つは同時に生まれたのよ。こっちは何百億おく年、こっちは一週間ぐらいの命だけど、それぞれ内的な時間から言えば、同じだけの時を生きるわけ。宇宙はそういう見えないネットワークで緊きん密みつにつながってるのよ」

　鷲羽がもう一度指を弾はじくとスクリーンが消えた。

「ま、楽しみに待ってたら？　天地殿、君は色いろんな運命を引き寄せるひとなのよ。考えようによっちゃ、自分で歩いて探しに行かなくてもわざわざ運命の方から訪たずねてきてくれるんだから、恵まれてるわけよ。密度の濃こい人生と言うべきかしらね？　ほら、この星にも似たようなものがあるじゃない。夏の夜、一ひと晩ばん中つけておくと次から次へと……」

「誘ゆう蛾が灯とうですか!?」

　天地はこの一時間の間に三本は白しら髪がが増えた、と思った。

「そう、それそれ。天地殿、君のことは人生の誘蛾灯と呼んであげよう」

　鷲羽は底そこ知しれない緑の瞳ひとみを楽しげに細めた。

「たくさんのひとが君の光を一ひと目め見ようとやってくる。空を逝いく星さえもが君の光に魅せられて落ちてくる……らら、鷲羽ちゃんてば、詩人だわ」

　鷲羽は両手で頰ほおを挟はさみ、首を傾かしげた。

「あー、ちょっと恥はずかしかったかも」

「げに美しきは昇のぼる太陽、両のかいなに光を抱いだきて。夜に美しきは月の微ほほ笑えみ、まして美しきは君の……失礼、これは女人に捧ささぐ歌でした」

　いつの間に入ってきたのか、ジョージは天地を見つけると静かに会え釈しやくした。

「俺、ちょっと用事を思い出したんで」

　天地はそろそろと後あとずさると、後ろ手にドアを探った。

　これ以上ここにいると、どんな講こう釈しやくを聞かされるはめになるか分かったものではない。

「それじゃ、鷲羽さん」

　天地は素す早ばやくドアを擦すり抜けると、研究室から逃げ出した。

　それから一週間というもの、天地は研究室に近づきもしなかった。

　が、その間にも運命の輪はゆっくりと回り続け、人生の誘蛾灯に得え体たいの知れない電波を送り続けていたのである。








第二章　神か我が巳みは貨物船の……









　神我巳は貨物船の台所でじゃがいもを剝むいていた。

　なぜじゃがいもが宇宙の定期貨物船の中にあるのかという疑問だが、あるものはあるのだ。

　昔から運よくサメの餌えさにされなかった密みつ航こう者しやは船せん倉そうで下働きと相そう場ばが決まっているのである。

　そして船倉にネズミとじゃがいもを積つんでいない船はない。

　そういうわけで神我巳は繊せん細さいな指に切り傷を作りながら山のようなじゃがいもと格かく闘とうしているのであった。

「おい、若わか造ぞう」

　料理長が怒鳴った。

「何で今頃そんな辺へん境きようの星へ行きたいんだね？」

「何度もお話ししたと思いますが」

　神我巳は手を止めて銀髪を搔かき上げ、自分の二倍はありそうな男を見返した。

「地球に父ちゃんのカタキがいるってか？　こう言っちゃ何だけどよ、おまえとても敵かたき討うちなんてできそうには見えないぜ。大だい体たい、神か我が人と事件ってもうずいぶん前の話じゃないか。今頃親父おやじの敵が討ちたいってったって、なあ？」

「金がなかったんです」

　神我巳は他ひ人と事ごとのように淡たん々たんと呟つぶやいた。

「何とか金を貯ためて船を買おうと思ったんですが、信用ないんでローンも組めないんですよ。宝くじも買ったし、懸けん賞しようも試してみましたけど、ダメでした。まっとうに働いてたら一生外に出ることもできないと思いましてね、一か八かおたくの貨物船に滑すべり込んだんです」

「ったくいい迷めい惑わくだよなあ」

　料理長はじゃがいもをナベに放り込んだ。

「普通、密航者は外にポイなんだぜ。うちの船長、優やさしいから良かったけど、そうじゃなかったらどうするつもりだったんだよ？　おまえの人生そこで終わってたぜ。大体、敵討ちしようてえ人間が金貯めたりローンの心配したりするか？　そういう奴はさっさとクルーザーでもかっぱらって今頃とっくにパトロール圏けん外がいなんじゃねえの？」

「僕、メカ関係は全くダメなんです。免めん許きよもないし」

　神我巳は芸術的に積み上げたじゃがいものピラミッドに剝むき終わった一個を追加した。

「今時情けねえ奴だな。力もねえ、金もねえ、銃も使えねえ、じゃがいももロクに剝けねえ。おまえ、他に何ができるか言ってみろ」

「ピアノが弾ひけます」

　神我巳はやはり他人事のように答えた。

「歌の伴ばん奏そうからソロまで一通りはこなします。僕は元々ピアノ弾きなんですよ」

「おお？　ピアノ弾き？」

　料理長は振ふり向いた。

「ピアノ弾きってえと、アレか？　ミュージシャンか？」

「ミュージシャンて程ほどでもないですけど」

「ふーん……」

　料理長は眉まゆを寄せてしげしげと神我巳を見ていたが、神我巳の手からやおら包丁を取り上げた。

「ダメだ、ダメだ！　そんなことしてちゃ商売道具に傷がつくだろ？　うちの船長は歌が大好きなんだ。とっとと手洗って着き替がえて来い！　船倉暮らしから解かい放ほうしてもらえるぞ」

「え？」

　神我巳の端たん正せいな美び貌ぼうに銀の後おくれ毛げがふわりと揺ゆれた。

「早くしろ!!　そういうことはさっさと売り込め！」

　神我巳はあたふたと台所を出て行き、その日のうちに個室を与えられる身分になった。

　それから一カ月というもの、夜な夜な船長のカラオケ代わりに重ちよう宝ほうされ、寄き港こう地ちではタダ酒飲ませてもらい、三食昼寝つきの優ゆう雅がな船旅を過すごした上に、餞せん別べつまでもらって神我巳は貨物船を後にしたのだった。

「敵かたき討うちなんてやめてずっと船に居ていいんだぜ」

　別れ際ぎわに船長は涙ぐんだ。

「なんて美しいんだ、おまえのピアノは！」

「こんなに親切にして頂いて、お礼の言葉もありません」

　神我巳は礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「でも僕、もう心に誓ちかいましたから」

「いつでも戻って来いよ。またじゃがいもスープ食わしてやるぜ」

　根が善人の料理長はなかなか神我巳の手を離そうとしなかった。

「ありがとうございます。料理長さんがいなかったら僕はダメになってたでしょう」

「俺がセットしたオートパイロットいじるんじゃねえぞ」

　この旅の間に親しくなったメカニックが怒ど鳴なった。

「黙って乗ってりゃそのオカヤマとかいうところに着くはずだからな。戻ってきたら本格的に教えてやらあ」

「何から何までありがとうございます」

　神我巳は深々と頭を下げた。

「じゃ、僕、行ってきます」

　貨物船の一同に見送られ、神我巳は小さなクルーザーに乗り込んだ。

　船長からの餞別の品である。

　火星付近のポイントから発進したクルーザーは、青い惑星に向かってあっと言う間に小さくなった。

「きれーなあんちゃんだったよなあ」

　船長がため息をついた。

「手ごめにしときゃ良かったなあ」

「あいつ、どマジメだからそんなことしたら廃はい人じんになっちゃいますよ」

　料理長もため息をついた。

「伝説の凶きよう悪あく犯はんの息むす子ことはとても思えないッスね。性格良すぎて」

　メカニックもため息をついた。

「なんであんなピアノがうまくてきれーな兄ちゃんが敵討ちなんでしょうね」

「そういう星の下に生まれたんだよ。俺ァ、船乗りだから星のお告げは良く知ってらあ」

「どの星が悪さをしたんでしょうねえ……」

　三人は揃そろってため息をついた。

「すべての船乗りを守りたもう津つ名な魅み様、どうかあのあんちゃんを守ってやっておくんなさい」

　船長と料理長とメカニックは揃って宇そ宙らを仰あおぎ、祈いのりを捧ささげた。

　青い惑星は三人の祈りを受けて、目め覚ざめたように瞬またたいた。




　さて、クルーザーの中の神我巳は、微ほほ笑えむように瞬く宝石のような青い惑星を見つめていた。

「ついにここまで来たか……」

　神我巳の脳裏にちょうど一年前に見たネットワーク・ニュースの映像がカットバックした。

　砂すな嵐あらしの為ために映像は途と切ぎれ途切れで、音声まで波のようにうねっていたが、一瞬映うつったその顔を神我巳はくっきりと覚えていた。

　今まで何度も何度もカットバックしたので、多少は擦すり切れたかも知れない。

『神我人死す!!』

　画面いっぱいのテロップの後、神のごとき父、神我人の映像。

　懐なつかしい双そう蛇じやの威い容よう。

　そして間ま抜ぬけ面づらとしか言いようのない丸顔の少年の顔。

「天地……とやら」

　その映像は神我人事件の少し前、地球は日本国岡山よりアンシブルを通じてギャラクシーポリスに送られたものだったが、もちろん神我巳は知る由もない。

「僕の父をこんな少年が倒たおしたはずがない！」

　神我巳は初めてそれを見た夜のことを思い出した。

　相変わらず砂嵐が哭なき、同じ顔触れが同じ酒を吞のみ、同じ冗談を言い合っていた。

　店の隅すみでつけっ放しになっていた受像機を通して、ニュース速報が流れた。

　普段は気にも止めないニュースの、だがアナウンサーによって告げられた名が神我巳を振ふり向かせたのだった。




　神我人死す！　神我人死す！　神我人死す!!




　はっと気づいた時にはカリスがそばにいて、黙ってニュースを見ていた。

「……やあねえ」

　カリスはチャンネルを切り替かえようとして、ふと手を引っ込めた。

「生きてるわよ。大騒ぎなんだから、ったく。逃げたに決まってるじゃない」

　あいにく僕の耳には何も聞こえなかった。

　聞いても意味が取れなかったのかも知れない。

「チャンネル変えるわよ。聞こえた？　チャンネル変えるわよ」

　僕が返事もしないうちにカリスはさっさとチャンネルを変えてしまった。

「ほら、サボってないで仕事仕事！」

　言葉とは裏腹にカリスは優しく僕の肩を抱くとピアノに向き直らせ、僕の手を取って鍵けん盤ばんの上に置いた。

　僕は定てい番ばんのラヴ・バラードを弾ひき始めた。

　客たちはほっとしたように話し始めた。

　僕はもう一曲バラードを弾き、アップ・テンポの曲を弾き、ワルツを弾いた。

　客たちはもう僕などに目もくれずに騒ぎ始めた。

「ウソだ……」

　僕は嵐のようなエチュードを弾き、水底にたゆたうようなノクターンを弾いた。

　僕の指は勝手に鍵盤の上を走り回り、愛の歌をがなり立てた。

　不意に二声のインヴェンションが僕の脳のう裏りに蘇よみがえり、指先を通じて酒場に滑すべり出した。

　二声は三声になり、四声、五声と続いて六声の複雑な対位法を紡つむぎ出した。

　鋼こう鉄てつのワイヤーのように絡からみ合う和声、代かわる代がわる呼び合う主題、変へん奏そう、そして細密画のような音のタペストリーの隅すみ々ずみまで制せい御ぎよする、数式のような美しい法則。

　最後に七声のフーガを弾ひき終えた時、酒場の中はしーんとしていた。

　客たちは口を開けたまま僕を見ており、僕の指には汗が滴したたり落ちていた。

「今日はもう看かん板ばんよ」

　カリスの声は一気に年老いてしまった老ろう婆ばのようだった。

「さ、帰って。明日またいらっしゃい」

　またね。気をつけて。また明日お待ちしてるわ。

　カリスは無理に愛あい想そを振ふり撒まき、客たちを送りだし、手を振った。

　最後の客が出て行った時、カリスは泣いた。

「いいのよ、神我巳。もう弾ひかないで」

　僕は立ち上がり、カリスに詫わびようと足を踏ふみ出した。

　と、視界が揺れ、乱暴に傾かたむいた。

　気が付くとソファの上だった。

　夜が明ける少し前、僕は眠っているカリスを置いて店を出た。

　それっきり店には戻っていない。

　僕は、僕自身の少年時代とピアノを墓の下に葬ほうむったのだった。




　それからというもの、僕に居い場ば所しよはなくなってしまった。

　僕は死んだかどうかも分からない父の、幻まぼろしの遺い影えいを抱かかえて町をうろつき、およそ手に入る仕事なら何でもやった。

　自分が何をしているのか、何をしようとしているのか考える気も起こらなかった。

　酒場を出て三カ月が経たったある日、僕は別の町の別の酒場にいた。

　僕に良く似たようなピアノ弾きが店の奥から出てきた時、僕はよっぽど席を蹴けって出て行こうかと思った。

　ここでピアノの音を聞くのは耐たえられそうもないと思ったからだ。

　一瞬躊ちゆう躇ちよしている間にピアノ弾きの指からメロディーが滑すべり出した。

　何度も何度も弾いたことのある、要するに定てい番ばんのラブ・バラードだった。

　ピアノの音は暖かく優しく酒場に流れ、僕は彼が全然自分に似ていないことに気づいた。

　彼には何かがある。

　この酒場がある、町がある、惑ほ星しがある、そして僕の知らない何かを持っている。

　僕には何もない。

　手も足も指も揃そろっているが中に何もない。

　何の目的もなく生きている。

　僕の中には新しく土を盛もった墓はかがひとつあるだけだ、そしてそこに刻きざまれるべき碑ひ銘めいはない。

　いや……。

「……違う」

　僕は思わず呟つぶやいた。

　僕はまだ父の弔とむらいさえやっていなかった。

　心の中に遺い影えいを抱えて歩いていながら何一つ考えまいとしていたのだ。

　父はさぞ僕を軽けい蔑べつするだろう。

　七年も修しゆ行ぎようしながら結局父のような天才にはなれなかったのと同じように、僕は何一つ成なし遂とげていない。

　僕は墓の塵ちりにも値あたいしない存在だ。

　僕のやるべきことはここにこうして座っていることではない。

　僕のやるべきことは……。




　神我巳はふと我に返った。

　青い惑星の大きさはさっきとさほど変わったように見えない。

「僕は父を弔とむらう為にあそこに行く」

　そう呟つぶやくと自分と父の距離が少し縮ちぢんだような気がした。

「父を倒したという少年をこの手で倒す」

　胸の内に抱えた父の遺影がわずかに微ほほ笑えんだような気がした。

　ほう……神我巳よ、おまえにできるかな、とその微笑みは問いかけていた。

「できるさ、プロフェッサー」

　神我巳は自分を励はげますように呟いた。

「僕がこれを成し遂げたら、こう言ってくれるかい？」

　良くやった、我が息子よ。

　わたしはおまえを誇ほこりに思う。

　おまえもわたしの血を誇りに思うが良い。

　おまえは父、神我人の名を受け継つぐ唯ゆい一いつの息子なのだ……。

「ふふ……」

　神我巳は初めて微笑んだ。

　本当に？　本当だね、プロフェッサー。

　僕を愛してくれるんだね？

　胸の内の遺影は微笑んだまま何も答えなかった。








第三章　予よ言げんから一カ月









　予言から一カ月、カウントダウンがゼロになったその日。

　柾木家は異様な静けさに包まれていた。

　台所の時計はもう十一時を回ろうというのに、誰だれも起きて来ないのだ。

　いくら日曜だとはいえ、これはいささか遅すぎる。

　恐ろしい災わざわいが降ってくるという運命の日だ、もしかしたらみんな温泉にでも避ひ難なんしてしまったのではないか。

　と、台所の床をわずかに引っ搔かくような音がした。

「みゃあん？」

　足音の主は遥はるか頭上の流し台を見上げ、勢いをつけるとすばらしいバネでジャンプした。

「みゃん??」

　流し台の上では捜さがし物が見つからなかったらしい。

　小さな生き物は台所を見渡すと、首を傾かしげた。

　と、大きな黄色い目にじわっと涙が浮かんだ。

「みゃみゃみゃん！」

　生き物は反応を窺うかがうようにじっと耳を澄すませた。

　柾木家はことりともしなかった。

「みゃあああああん!!」

　茶色い毛皮に包まれた体が跳ちよう躍やくし、だだだっと廊ろう下かを駆かけ抜けた。

「みゃあああああん!!　みゃあああああん!!」

　樹雷姉妹の部屋の前で、非常警報のように鳴き立てる。

「……なあに、魎りようちゃん？　おなか空すいたの？」

　小さなご主人が目をこすりながら扉を開けた。

　柾木家で普段は一番小さな生き物、魎皇鬼はほっとしたように砂沙美の肩に飛び乗った。

「みゃん？」

　小さな舌で催さい促そくするように眠そうな砂沙美のほっぺをなめる。

「ごめんごめん、寝ね坊ぼうしちゃって。今ニンジンあげるからね」

「みゃん♡」

　と、部屋の中からもぞもぞと阿重霞が起き出してきた。

「どうしたの？　こんなに朝早くから」

　砂沙美は姉の眠そうな顔を見、枕まくら元もとの目覚まし時計を見た。

「早くないよ、お姉様。もう十一時過ぎてるよ」

「まあ……！　魎呼さんのせいだわ」

　まだ目の覚さめない阿重霞は不ふ機き嫌げんに呟つぶやいた。

「もう帰りましょうって言ってるのに後一時間、あと一時間って」

「じゃ、清きよ音ねお姉ちゃんも美み星ほしお姉ちゃんもまだ寝てるね」

　砂沙美は一番先に起きてなんだか損そんした気がした。

「天地兄ちゃんもお父さんも魎呼お姉ちゃんも。カラオケ行かなかった魎ちゃんだけ早起きして、ずう～っと待ってたんだよ、きっと」

「かわいそうなことしたわね」

　阿重霞は大あくびしながら答えた。

「それはそうと、おなか空すいたわ」

「みゃん!!」

　魎皇鬼が力いっぱい同意した。

「じゃあお姉様手伝ってよ。ごはん作ってればみんなきっと起きてくるよ」

「朝からおさんどんなんて気が滅め入いるわ」

「じゃ、ごはん食べなくてもいいよ」

　砂沙美がむくれたので阿重霞は白旗を上げ、静しず々しずと階段を降おりていった。

「さ、魎ちゃん、ニンジンだよ♡」

　台所で砂沙美がニンジン片手に魎皇鬼釣りをしていると、ピンポ～ン、とチャイムが鳴った。

「誰かしら？　こんな朝っぱらから」

　寝足りない阿重霞にとっては気分はまだ早朝である。

「天地様……はまだお休みね。誰だれか……」

　和室を覗のぞくと、ミホキヨに魎呼がパズルのように組み合わさって眠っていた。

「お寝ね坊ぼうさんなんだから！」

　阿重霞は自分のことを棚たなに上げてぷりぷりしながら手早く髪を撫なでつけ、白い寝ね間ま着きの上に部屋着を羽は織おって玄関に出た。

「どなたですの？」

　玄関を開けると、見たこともない美しい男が立っているのだった。

　流れるような銀髪はさらりと肩にかかり、端たん正せいな顔に生き真ま面じ目めな表情を浮かべて阿重霞を見み下おろしている。

「あなたは……？」

　阿重霞は小さく息を吞のんだ。

　宇宙船のクルーが着ているような白に黒のラインが入ったパイロットスーツ姿である。

　この服、この髪、そしてこの目は明らかに地球人ではない。

「君は？」

　男も驚いたようだった。

「僕は天地という少年に会いに来たんだが」

　男の金色の瞳ひとみが訝いぶかしげに細められた。

　阿重霞は胸がどきどきした。

　なんと美しい殿との方がた……なんて繊せん細さいな顔立ち……。

　でもこの顔にはなんだか不吉な見覚えが……。

「神我人!!」

　阿重霞は飛びのいた。

「まさかあなた……神我人のユーレイ!?」

「ユーレイ!?」

　男も驚いて後ずさった。

「父の霊がここに現れるんですか？」

「父ですって!?」

　阿重霞はくらくらした。

「父ってことは、あなたは神我人の息むす子こさん？」

　まるで美星が二人いるような会話であるが、もちろん本人たちは大まじめである。

「待ちなさい！　動いてはなりません！」

　阿重霞はとっさに両手を構えた。

　柱状の結界が男の回りを取り囲かこんだ。

「何しにいらしたのです？　天地様に何か御用なの？　はっきり言っておきますけど、もし敵かたき討うちなんてこと思ってらっしゃるなら、それは逆さか恨うらみというものですわ！　やましいところがないのなら名を名乗りなさい」

　男は阿重霞の剣けん幕まくに困惑して左右を見回した。

　まるでどこかにこの窮きゆう状じようを救ってくれる人がいるかどうか探しているように見える。

　阿重霞は眉まゆを寄せて結界を狭せばめた。

「この結界を解といてくれ！　天地という少年に会わせてくれ」

　男はついにあきらめて叫んだ。

「イヤですわ！　会ってどうするんですの？　お話なら結界の中でもできますわよ」

「僕は神我巳という。怪あやしい者ではない。父の話が聞きたいだけなんだ！」

　何という間の抜けた展開だ……神我巳は思ったが、動きようがないのだった。

　さて、この騒さわぎで二階の天地は目を覚まし、和室の魎呼と清音も目を覚ました。

　砂沙美はとっくに台所から怖こわ々ごわ首を出して見知らぬ男を覗のぞき見しており、まだ夢の中にいる幸せ者は美星と信のぶ幸ゆきだけになった。

「阿重霞さん。一体、どうしたんですか？」

　天地は寝ね癖ぐせのついた頭を振ふりながら階段を降りてきて、玄関口で目を丸くした。

「ど……どなたですか？」

「君が天地という少年か？」

　阿重霞の言うとおり、結界の中から話すはめになった神我巳は怒ったように言った。

「僕は神我巳という。もっとそばに来て顔を見せてくれ。この人に結界を解とくよう、言ってくれ！」

　男の顔を見たとたん、天地の中に得え体たいの知れない悪お寒かんが走った。

「運命」の冒ぼう頭とうフレーズがリフレインされ、天地は今日がその当日であることに気づいて呆ぼう然ぜんとした。

　これが悪魔の星だか運命だかの正体なのか？

　なるほど……こりゃあ神我人と間違えたのも無理はない。

　天地は思いながら恐る恐るそばに近づいた。

　神我巳と名乗った男は銀髪も金色の瞳も端正な顔立ちも、神我人によく似ていた。

「僕は遠い星から君を尋たずねて来たんだ。その返事がこれなのか？　未知の者は捕つかまえて尋じん問もんするように仕込んであるのか？」

「阿重霞さん、結けつ界かいを解いて下さい」

　天地は、とんでもないことになったと思いながら阿重霞に目め配くばせした。

　結界が解けると、神我巳は眉まゆを寄せたまままわりを見回した。

「君はこんなに大勢の女と暮らしているのか？」

　天地が思わず振り返ると、魎呼と砂沙美と清音が興きよう味み津しん々しんに外を覗のぞいているのだった。

「すみません」

　天地は思わず謝あやまったが、良く考えると別に謝る理由はないのだった。

「いきなりだったんで、阿重霞さんもびっくりしたんだと思いますけど。それで、何の御ご用よう……」
















「僕の父を殺したというのは本当か？」

　神我巳はせっかちに天地の言葉を遮さえぎった。

「僕の父は死んだのか？」

　思いがけないことを言われて天地は戸と惑まどった。

「本当に君がやったのか？」

「なんだなんだ、てめーはよォ!?」

　魎呼が目を怒らせて割り込んだ。

「そんな昔のこと言い出してどうしようってんだよ!?　今頃のこのこ現れて銀河中知ってるようなこと蒸むし返しやがって。おめー、ニュースもデータベースも見てないのか？」

「一通りは調べてきた。だからここに来れたんじゃないか」

　神我巳は真ま面じ目めな表情を崩くずさなかった。

「だが、僕が知りたいのはそんなことじゃない。君が本当に父を倒したのかどうか、この目で確かめるために来たんだ。あの偉大な父をどうやって倒した？　君はまだほんの子どものようにしか見えないが、君の中になにか、父を越こえるようなものがあるというのか？」

「どうって、俺……」

　天地は口ごもった。

　あれは……何と言ったらいいんだろう。

　俺だって津つ名な魅みに助けられてなきゃ死んでただろうし……その後のことは口で説明できるようなことじゃないし。

「神我人と戦って倒したのは事実です。でも本当に死んだかどうかと言われると、分かりません。俺、はっきり自分の力を知ってるわけじゃないし、神我人は最後、消えてしまったんです」

「消えた？　消えただと？　どういうことだ？」

「うっとおしい野郎だな。神我人は死んだんだよ。わたしの負けだって言ったんだからな。こいつが光こう鷹おう真しん剣けんを振るって神我人を真まっ二ぷたつにしたのよ」

　魎呼がバカにしたように口を挟はさんだ。

「光鷹真剣!?」

「おめー、よっぽどの田舎いなかモンだな。光鷹真剣て言やァ、樹じゆ雷らいの皇おう子じしか使えねえ宇宙最強の技わざなんだぜ。そいつでぶった切ったんだから死んだに決まってるだろうが」

「樹雷の皇子……」

　神我巳は青ざめた。

　まじまじと天地の顔を見ていたが、急にがっくり肩を落とし、こめかみを押さえた。

「なんてことだ……。こんな子どもが……プロフェッサー、はるばるこんなところまで来て、僕はどうすればいいんです？」

　神我巳は顔を覆おおって今にもすすり泣くんじゃないかという風ふ情ぜいである。

「どうしよう、魎呼……」

　天地は魎呼に助けを求めた。

「んな奴やつ、ほっとけば？　勝手に来て勝手に落ち込みやがって」

　魎呼はにべもなく答えた。

「ひとが気持ちよく寝てりゃあ下らん用事で叩たたき起こしやがって。おい、そこの落ち込みヤロー、用事が済んだらさっさと帰りやがれっ」

「そんな言い方したら可か哀わい想そうですわ」

　思いがけないことに阿重霞がフォローした。

「この方……悪いひとじゃなさそうだし、神我人の息子だからと言ってこの方まで憎むのは間違ってますわ」

「どうしたんだよ、おめーはよォ!?」

　魎呼が呆あきれ顔で突っ込んだ。

「さっき結界張ってこいつをいぢめてたの、おめーだろうが！」

「そうですけどわたくし……よく聞きもしないで……」

　阿重霞はバツが悪そうに俯うつむき、そっと神我巳の方を見やった。

「天地様、何とかしてあげて下さいな」

　と、神我巳が顔を上げた。

　思い詰めたような表情には確かに女の胸に食い込むような凄そう絶ぜつな美しさがあった。

「それでも僕はやらねばならない。君が僕の父を倒したのなら、僕は君を……倒す!!」

　神我巳の手に握にぎられたライトサーベルの柄つかからすっと光の刀身が伸びた。

「え!?」

「父の敵かたき、覚かく悟ご!!」

　神我巳は大きくライトサーベルを振りかぶり、天地に突っ込んできた。

「ちょっと……」

　天地はひょいと身をかわし、阿重霞は悲鳴を上げて後ずさった。

「お願いだ！　僕に敵を討たせてくれ！」

　神我巳は向き直り、今度はめちゃくちゃにライトサーベルを振り回しながら突っ込んできた。

「討たせてくれって、そんな……」

　こいつ……信じられないぐらい下へ手ただ!?

　天地は確実に刃やいばをかわしながら、何とか手て荒あらにしないで剣を収めさせる方法はないかと頭を巡めぐらした。

「光鷹真剣！」

　すっと天地の手に光の剣が現れる。

「魎呼、阿重霞さん、手を出すなよ」

　天地の目め付つきが変わった。

　額ひたいに光の紋もん章しようが浮かび上がる。

「バカなことはやめろ！」

　最初の一いち撃げきでライトサーベルを撥はね上げ、懐ふところに飛び込んで足を払はらう。

　神我巳がはっと気づいた時にはもう、首もとに光鷹真剣が突き付けられ、利きき手は押さえ込まれていた。

「はるばる遠くまできて命を無む駄だにするのはよせよ」

「おお～～！」

　魎呼が思いっきり拍はく手しゆした。

「天地、おめーカッコよくなったじゃん？」

「君……!?」

　神我巳は信じられないというように目を見開いていたが、唇くちびるを嚙かんで顔を背そむけた。

「僕の負けだ。好きなようにするがいい」

「じゃあ、立ってくれ」

　天地はにっこり笑うと光鷹真剣を消し去り、手を差し出した。

「敵討ちなんて何の意味もないだろ？　俺は神我人が憎にくくて戦ったんじゃない。色々成り行きがあってやらざるを得なかったんだ。神我人も俺を恨うらんでなかったと思う。俺たちは命を賭かけて戦って、もう決着はついたんだ。君まで巻まき込まれることはないだろ？」

「おまえ……」

　神我巳は天地の差し出した手は取らずにゆっくりと起き上がった。

　強い……強すぎる……。

　この少年は確かに僕の父を倒したのだ。

　神我巳はショックのあまり、立ち上がるのもやっとだった。

　僕が剣など振り回すのは初めてだということを、この少年はとっくに見抜いていたに違いない。

　そして、一番無む駄だのない方法で、僕に思い知らせたのだ。

　この様子では自分の力の何十分の一も使っていないだろう。

　なのに僕は……。

「失礼した……天地殿」

　神我巳の顔は蒼そう白はくといっていいほどだった。

「僕が間違っていたようだ。そこの女性たちにもお詫わび申し上げよう。僕のことは忘れてくれ」

　神我巳は天地に背を向けると、肩を落として歩み去ろうとした。

「お～い、ちょっと待て」

　二階の窓からどら声が降ってきた。

「そこの兄ちゃん！　剣なんか下へ手たでも恥はずかしがるこたないぞ。うちの息子と一いつ緒しよに修しゆ行ぎようせんか？」

　神我巳はもうちょっとでコケるところだった。

「父さん!?」

　天地がぎょっとして見上げると、二階の窓から信のぶ幸ゆきがにこにこして手を振っていた。

「うちは女の子がいっぱいいて楽しいぞ～。また遊びに来いよ～！」

　神我巳は呆ぼう然ぜんと二階の窓を見上げていたが、一言も言わずに背を向けると、よろよろ歩きだした。

「きれいな兄ちゃん、今度はビデオ持って待ってるからな～」

「父さん、やめてくれよ！」

　天地は柾木家で一番非常識な大だい黒こく柱ばしらの存在を忘れていたのであった。

「みなさん、早起きしてどうしたんですかぁ～？」

　美み星ほしが眠い目をこすりこすり現れた。

「あそこ歩いてるひと、神我人にそっくりみたいな気がしますけどぉ～」

　柾木家で二番目に非常識な女は、神我巳に向かって大きく手を振った。

「ねえねえ、ちょっとこっち向いてくれますぅ？」

「アホかおめーはっ」

　清きよ音ねの代わりに魎呼がどついたので美星は涙ぐんだ。

「痛いですぅ～」

　こうして柾木家に降ってきた悪魔の星は取とり敢あえず撃げき退たいされたのである。

　が、しかし……。




「ご主人様、一体何がいけなかったのでしょうか？」

　玄関に出てくるかわりに今の一部始終を観察していたジョージはスクリーンから振り返った。

「あの美しい青年がどうして悪魔の星なんです？」

「う～～～～ん……」

　鷲羽はスクリーンを睨にらみつけたまま、しきりに考えを巡めぐらせていた。

「お話にならないぐらい弱いわね。その上、真ま面じ目めで気が小さいんだと思うわ。あの神我人の息子とは信じられない。きっとこれには何か隠された理由が……」

　鷲羽はぱっと立ち上がった。

「この前作ったスパイアイはどこだっけ？」

「ハエ型ですか、ゴキブリ型ですか？」

　ジョージは全然慌あわてる様子もなく、的てつ確かくな返答をした。

　こういうところが有能な秘書なのである。

「ハエ型。セットして追わせるのよ」

「了りよう解かい致しました」

　ジョージは研究室を出て行き、しばらく経たった後、通常より少し大きめのハエが素晴らしいスピードで柾木家を飛び出していった。








第四章　さて、柾木家を……









　さて、柾木家を辞じした神我巳はよろよろと街道を歩いていた。

　もちろん、どこに行こうというあてもない。

　乗ってきたクルーザーは柾木神社近くの山林に隠かくしてあるが、着ちやく地ちの際さい、どうもどこかいかれてしまったような気がするのだった。

　なぜかと言うと、再始動できなかったからである。

　メカ音おん痴ちの神我巳にはどうすることもできなかったので、取とり敢あえずは目立たないようにそこらへんの枯かれ枝や草で覆おおっておいた。

「僕は一いつ体たいどうしたらいいんだろう？」

　神我巳は文学青年のようなことを呟つぶやいた。

　実際、やってみて初めて分かったのは、敵かたき討うちなどとんでもない、という事実だけである。

　先程の顚てん末まつを何度も何度もフィードバックしているうちに神我巳は穴があったら飛び込みたい気分になった。

「樹雷の皇子だと……なんという少年だ」

　魎呼や阿重霞に追いかけられている情けない天地を神我巳は知らない。

　沈着冷静、頭ず脳のう明めい晰せき、宇宙最強の技わざ、光鷹真剣を操あやつりながら無用の殺せつ生しようはしないという、無敵のヒーローのごときイメージが脳裏を駆け巡めぐり、神我巳は落ち込むばかりだった。

「僕は何をしに来たんだろう？」

　今自分がするべきことは、何とかクルーザーを動かして、直ただちにここを立ち去ることだ、と内心の声が囁ささやいた。

　そうだ、シッポを巻いて帰るのだ。

　はるばる銀河の彼方かなたより敵討ちに来て、三秒も経たたないうちに負けた男。

　これ以上恥はじをさらすより、貨物船のピアノ弾ひきに戻もどった方がいい。

　大体僕は……神我巳は狂くるおしく考えた……ピアノを弾く以外、何一つ満足にできないのだ。

　小さい頃は単なるデブだったし、何の才能があるわけでもない。

　メカ音おん痴ちなのでバイトも単純作業しかできないし、まともに学校に行かなかったので実は計算もできないのだった。

　父の持っていたような様さま々ざまな能力も僕には一切ない。

　例たとえば空間移動、多た彩さいな攻こう撃げき能力、双そう蛇じやを作り上げた程ほどの天才的頭ず脳のう、真理を追究する強きよう靭じんな精神……そのうちのひとつでも備わっていれば、人生ずいぶん変わっていたに違いない。

　ただ容よう姿しのみ、僕は父から受け継ついだのだ。

　流れるような銀髪、金色の瞳ひとみ、バランスの取れた長身に端たん正せいな美び貌ぼう。

　敵討ちには何の役にも立たないものばかりである。

　神我巳は自分の顔が好きではなかった。

　父に似ている分だけ違いが際立つような気がするのだった。

　父の目には底知れぬ知性があった。

　薄く引き結ばれた唇にはストイックなまでに己おのれを律する精神力が、堂々とした立たち居い振ふる舞まいには己に対する強大な自信が感じられた。

　無駄なことは一切しない父がこんな自分を拾って面めん倒どうを見てくれたのは何かの間違いだったに違いない、そんな確信すら沸わき起こってくるほどである。

　だが、そんな父も宇宙最強の光鷹真剣の前に倒れたのであった。

　そのような相手に敵討ちとは思い上がりも甚はなはだしい、と、いうより狂きよう乱らんの極きわみであると言った方が当たっている。

「来なければ良かったのか……」

　神我巳はさっき死んでいた方がましだった、と思った。

　情なさけを掛かけられた敵の気分を初めて体験して、敵討ちの神しん髄ずいに触れたような気がした。

　即すなわち、敵討ちとは死ぬことと見つけたり、である。

　葉は隠がくれなど知るはずもないが、少なくとも神我巳はそう思ったのであった。

　相手を倒せなくとも、死ねば面めん目もくが立つのであった。

　敵は返り討うちにした相手の無念の表情を死ぬまで忘れることはないだろう。

　そりゃあ討ち取るにこしたことはないが、少なくとも怨おん念ねんの一部なりとも敵の心の奥底に打ち込んだことになる。

　討ち取るのが無理ならせめてそうありたかった。

　情けをかけられて、許されてはおしまいである。

　神我巳はこんなことを考えながら歩きに歩き、夕ゆう闇やみが迫せまる頃見知らぬ街にたどり着いた。

　ほぼ半日かけて奇しくも父の船と同じ名の街に行き当たったのである。

　その街角に立った時、神我巳は不意に、自分が何一つこの星のことを知らないのに気づいた。

　敵討ちだけ考えて、負けた後のことなど何も考えていなかった報むくいである。

　正確には敵討ちだけ考えていたわけでもなかった。

　ここに来さえすれば何とかなるようないわれのない確信を抱いていたのである。

「ここはどこだ!?」

　銀河アカデミーの超テクノロジーのお陰かげで言葉には不自由しないが、さすがに日本語は読めない。

　神我巳は不安な面おも持もちで辺あたりを見回しながら繁はん華か街がいを歩き出した。

　道行く人……要は地球人だ……の注目を浴びながら神我巳は消え入りたい衝しよう動どうに駆かられた。

　こんなことをしていれば早そう晩ばんやっかいごとに巻き込まれ、不ふ愉ゆ快かいな思いをするはめになるだろう。

　やっかいごとならまだしも、生命の危険にさらされる可能性も有り得る。

　どこの星にも必ずならず者という種しゆ族ぞくはいるもので、神我巳は今まで何度もそういう不幸な目に会っているのだった。

「おとなしくクルーザーに帰るべきだった……」

　神我巳は半ばヤケ気味に呟つぶやいたが、もう足が言うことを聞きそうになかった。

　体力、気力共に地球人と大して変わらない神我巳ははっきり言って疲つかれ果て、へたり込みそうだったのである。

　と、霞かすみかけた視界の端はしに見慣れたものが映うつり、神我巳は思わず足を止めた。

　大きな楽器店のショウウィンドウ越ごしに何よりも良く知っているものが鈍にぶい光を放っている。

「ピアノ……」

　神我巳はふらふらと店のドアに近づいた。

　透明のドアは自動的に開き、神我巳は誘ゆう蛾が灯とうに引かれる蛾のように足を踏ふみ入れた。

「これは夢だ……夢の中の夢なんだ」

　考えるより先に左手が椅い子すを引き、鍵けん盤ばんに指が触れた。

　次の瞬間、店内に儚はかない光のような愛の歌が流れ出した。

　まばらな客も店員も、店内にいたすべての人間が振ふり向いたが神我巳は気づかなかった。

　神我巳は弾ひき続け、祈りにも似たその旋せん律りつはガラスのショウウィンドウを突き抜けてちょうど側そばを通りかかった二人の若い男女の魂たましいを捕とらえた。

「なんてきれいな音なんだ……」

　ストリート系のファッションにナイキのスニーカーといういで立ちの若い男は思わず呟つぶやき、連れの腕をつかんだ。

「なによ、忍しのぶ？」

　渋谷系ファッションにブーツの若い女はショウウィンドウを覗のぞき、次の瞬間釘くぎ付づけになった。

「なんてきれいな男……」

　二人の男女はショウウィンドウに鼻をくっつけ、魂を抜き取られたような顔で妙たえなる音色に聞き入っていた。

　神我巳は忘ぼう我がの境きよう地ちで弾き続け、最後のフレーズを即そつ興きようのコラールで終えると、そこで命が尽きてしまったかのようにがくりと首を垂たれた。

「お客様!?」

　一瞬遅れて店員がすっ飛んで来た。

「どうなさいました？　大丈夫ですか？」

　神我巳はびくっと肩を震ふるわせ、ゆっくりと顔を上げた。

　金色の瞳ひとみは永久の波に洗われて記き憶おくさえなくしてしまったガラスの破片のようだった。

「済すまない……」

　ようやく押し出した声は掠かすれたような耳みみ障ざわりな響きがした。

「……僕のピアノじゃないのに」

　神我巳はふらりと立ち上がると、よろけるように店を出た。

　もうここにはいられない……神我巳がそう思った瞬間、場違いな拍はく手しゆが響ひびいた。

「すっげー……やるじゃん、おたく!?」

　忍と呼ばれた男は顔を上気させて駆かけ寄ってきた。

「どこのひと？　ミュージシャン？」

　女はうっとりした目を向けた。

「ねえねえ、お茶でもする？　あたしたち、あんましお金ないけどォ」

「僕のことですか？」

　神我巳は二人の言葉がよくつかめないまま聞き返した。

「その髪、自前？　変わったコンタクト入れてんのね。どこのバンドなの？　なんて名前？　あたしもう、チョー気に入っちゃった」

「そんなにいっぺんに聞いたら悪わりィだろ!?」

　男は慌あわてて女の袖そでを引っ張り、思い出したようにちょっと頭を下げた。

「すいません、こいつこういう性格で。オレ、尋ひろ森もり忍しのぶっていいます。こいつは瀬せ和わ奈な々な子こ。あの、ホントにお茶でもどうですか？」

「お茶？」

　神我巳はぼんやりと聞き返した。

「酒場じゃないのか？　食べ物はないのか？」

「やっだー、お兄さんおなか空すいてるの？」

　奈々子と呼ばれた女はけたけた笑い出した。

「じゃあマクドかモスね。早く行こ！」

　神我巳はあっと言う間に二人に捕らえられ、角をいくつか曲がって妙みように派は手でな店に連れ込まれた。

「バリューセット三つ。コーラＭサイズで」

　結局マクドに落ち着いた二人は喫きつ煙えん席せきで盛せい大だいにタバコをふかしながら、目の前の美形がものも言わずにハンバーガーにかぶりついているのを面白そうに見物していた。

「お兄さん、ゴハン抜きだったの？　おいしい？」

　神我巳は返事の代わりに頷うなずいてコーラで口の中のものを飲み下した。

「あたしのも食べる？　はっきり言ってもうマクドはうんざりなんだ」

　全然手をつけていないハンバーガーがプレゼントのように差し出される。

「奈々子、おまえちょっと優やさし過すぎない？」
















「るっさいなー。あたしがいいって言ってんだからいいじゃん？」

　奈々子は忍を睨にらみつけ、忍のトレーからポテトを奪うばい取った。

「これっ、あたしの。どうしていつの間にかあんたのとこにあんのよ!?」

「るっせえな。いつも太るとか言ってあんまし食わないじゃん？」

「ええ～、いつそんなこと言いました？」

「昨日もおとといもマクドで食べてんだからどっちかだよ」

「今日は違うの！　忍、あんたいい加か減げんなこと言うと許ゆるさないからね」

　このやり取りの間、神我巳はプレゼントに手を伸ばしかけたまま、代わる代わる二人の顔を見比べていた。

「あっ、気にしないで。食べてオッケーだから」

　奈々子がにっこり笑ったので神我巳は手を伸ばした。

「そうそう、名前聞いてなかったっけ。なんていうの？」

「僕は神我巳といいます。父に名付けてもらいました」

「神我巳？　変わった名前ねえ。名字は？」

「名字ってなんですか？」

　忍と奈々子は顔を見合わせ、弾はじけるように笑い出した。

「やだぁ、冗じよう談だんうまいじゃん。じゃ、芸名で呼べってことなのね？　いっそのこと、三人でバンド組もうか？　ホール・オブ・ミラーズなんちて」

「何のことだよ？」と忍。

「バッカねー。鏡の館ってイミよ」

　神我巳は半分以上会話についていけなかったが、とりあえず理解した振りをして頷うなずくと、二個目のハンバーガーにかぶりついた。

　一個目は味もろくに分からなかったが、初めて食べたハンバーガーは故郷の酒場で食べたランチのようなチープな味だった。

「忍さん、奈々子さん……」

　不意にその味が涙るい腺せんを刺激した。

　目を瞬またたいた瞬間、大おお粒つぶの涙が神我巳の頰ほおを転ころげ落ちた。

「おいっ、奈々子！」

　忍はドギマギして奈々子の肘ひじをつついた。

　金色の瞳ひとみから静かに流れ落ちる涙は、アメリカンな店内を一瞬にして聖なる空間に変えてしまった。

「やだ……どうしちゃったの？」

　銀の髪かみに金の瞳、水晶の涙という神しん秘ぴのトライアングルが奈々子の意識を飛ばしてしまった。

　ヨーロッパはフランスの街角……聖マリア像の両眼から清らかな涙は溢あふれ出し、大理石でできた裸足はだしの足を濡ぬらす。

　涙はアダムとイヴの子し孫そんたちに送られた恩おん寵ちようなのだ。

　神我巳が指先で目を拭ぬぐうと、世界は元に戻もどった。

「すみません。見ず知らずの僕にこんなに親切にしていただいて……」

「あ～……びっくりした」

　奈々子は大きく息をついた。

「今一瞬、あんたがマリア様に見えちゃって」

「マリア様??」

「磔はりつけにされて死んだキリストのお母さん。処女で懐かい胎たいして処女のまま子どもを生んだの」

「そんなことができるんですか？」

「うん……あたしだってやろうと思えばできると思う」

　奈々子はにやうと笑った。

「ねえ、忍。できるわよねぇ？　できるって言いなさいよ？」

「アホか、おまえ!?　そんなことできるんだったら俺おれなんかとっくに大金持ち……」

　奈々子はテーブルの下で忍の足を蹴け飛とばした。

「チョベリバ！　あんたって最低な男！」

「あのー、すみません……」

　目を丸くして聞いていた神我巳が口を挟はさんだ。

「僕、ここにいていいんですか？　こんなこと初対面のお二人に話していいのかどうか分かりませんが……」

「なあに??」

　奈々子は女の武器を最大限活用してにっこり笑った。

「お願いです！　僕を助けて下さい。僕は今日、地球にきたばかりで、どこにも行くあてがないんです」

「ええ～～～～～!?」

　マクドの客が一いつ斉せいに振り向き、奈々子は再びトリップしそうになった。








第五章　さて、神か我が巳みも忍しのぶも……









　さて、神我巳も忍も奈な々な子こも気づいていなかったが、鷲羽わしゆうのハエ型スパイアイはマクドの天井から研究室にしっかり情報を送り続けていたのだった。

「どうなった、ジョージ？」

「お友達ができたようですが」

　柾まさ木き家を出た辺あたりからずうっと神我巳の動向を監かん視ししていたジョージは、スクリーンを指さした。

　不ふ眠みん不ふ休きゆうで仕事ができるというのは、ロボットの数ある長所のうちのひとつである。

「あら、ホント」

　鷲羽はスクリーンを見上げた。

　ヒマとエネルギーを持て余あましているような若いカップルが神我巳の対たい面めんに座すわっている。

　男の方はちょっと危なそうなタイプだ……いまどき黒髪に切れ長の瞳ひとみが涼すずしい。

　女の方は茶髪のロングでまんまアムラーである。

　小こ柄がらで細ほそ身みだがちょっと胸の足りないところが寂さびしいと言うべきか。

「いまどきのカップルね。またどうして……」

　鷲羽は言葉を切った。

　スクリーンでは今まさに衝しよう撃げきの告白が行われ、奈々子がのけぞったところだった。

　鷲羽は何も言わずにスクリーンを注ちゆう視ししていたが、二人のカップルがパニックに陥おちいったのを見、とうとう叫んだ。

「……バカだわ。究きゆう極きよくのバカよ。私が神か我が人とならこいつの情けない根こん性じよう叩たたき直してやるところだわ。初対面の地球人に助けを求めてどうすんのよ？　見てなさい。きっとこいつ、この二人に勘かん定じよう払はらってもらってどっちかの家に転がり込むから」

「そこまで行きますかね？」

　ジョージは中立の立場を崩くずさなかった。

「行く。行くわよ。賭かけてもいいわ。じゃ、ジョージ、交こう替たいするから夕ごはんの支し度たくしてらっしゃいな」

「ありがとうございます」

　ジョージは鷲羽と席を交替した。

「あ、ごはんはこっちに持ってきて。それと、コーヒーをポットで。オリンピックは詰つまらなかったけどこっちは面おも白しろそうだわ」

「お持ち致いたします」

　ジョージは答えて研究室を出て行った。

「ご主人様もお好きなんだから……」

　その日ジョージが漏もらした個人的感想は玄げん関かんのカーペットが聞いただけだった。

「さて、今夜は何にしましょうかね？」

　夕食の席でもジョージは職業上の秘密をばらさなかった。

　柾木家の一同にミホキヨも加わって賑にぎやかな夕食となったが、話題はもっぱら午前十一時の敵かたき討うちに集中して大変な騒さわぎである。

「あいつ、どっから来たんだ？　絶対この近くにクルーザーかなんかあるはずだぜ」

「天地様に敵討ちしようなんて、バカもいいところですわ！」

「でもあのお兄ちゃん、弱かったね」

「ねえねえ、神我人の息むす子こさんって本当ですかぁ？」

「あの永久指名手配犯が結婚してたなんて信じられない！」

「ああら、結婚しなくても子どもは作れる……」

「ちょっと、美み星ほし！　砂さ沙さ美みちゃんの前でそんなこと……」

「あっ、お姉様赤くなってる！」

「だからな、あたしと天地だって作ろうと思えば簡単に……」

「魎りよう呼こさんたら!!」

「いやー、きれいな若者だったなあ。ジョージさんは見なかったのかね？」

「そういえば、鷲羽ちゃんは？」

「ねえねえ、また来ると思います？」

「今頃どこにいるのかしら？　もう帰ってしまったかしら？」

「阿あ重え霞か、おめー妙みように気にしてるじゃん？」

「えっ……わたくし、気にしてなんか……」

「遊びに来いって言っといたから、また来るだろう」

「どこにいるか分かれば、ゴハン呼んであげたのになー」

　この騒ぎの間、ジョージと天地と勝かつ仁ひとは黙もく々もくと食事を続けながらそれぞれ別のことを考えていた。

「悪い奴やつには見えなかったな。悪魔の星なんてウソだったじゃないか」

　一瞬食卓が静まり返った。

「そう、そーだよな。あの占うらないは一体何だったんだ？」

「鷲羽ちゃんのスーパートルネード占い？」

「それ、何の話ですかぁ？」

「聞かない方がいいわよ、美星！」

「あのね、空から悪魔の星が落ちて来て、柾木家に災わざわいをもたらすの。それでね、運命のツリーができるんだって！」

「……よく分かんないんですけど」

「聞きたくないわ。アタシは何にも聞きませんからね！」

「まあ、先せん人じんの知恵を信じないのは愚おろか者ですわ」

「砂さ沙さ美み、こうじゃないかなあって思ったんだけどさ、運命のツリーって、クリスマスツリーみたいなかっこしてて、オーナメントみたいにいろんな予言がぶらさがってるの。それで、てっぺんに悪魔の星が飾かざってあって枝えだにはローソクもついてて、火を灯ともすと予言が一個一個ホントになってくんだよ」

「なんだか怖こわいですぅ……」

「そんなことないですわ。わたくしもそう思ってましたもの」

「阿重霞、おめー結構オカルトな奴だったんだな」

　またまた盛り上がってしまった女性陣じんを見ながら、天地はなぜか落ち着かない気分だった。

　神我巳は今、どこにいるのだろう。

　一人、見知らぬ星に来て、初めての夜は寂さびしくないだろうか。

　それとももう宇宙に帰ってしまったのだろうか。

「なに考えてんだ、俺!?」

　天地は思わず頭を振ふった。

　銀の髪に金の瞳ひとみの組み合わせはまるで少女マンガのカラーページのごとく天地の脳のう裏りに焼き付いて離れないのだった。

　俺、そんな趣しゆ味みないのに……それともこれが運命の出会いって奴か!?

　不意に甘かん美びなイメージが天地の心をくすぐった。

　運命のツリーに寄より添そうようにして俯うつむいている神我巳はその額に金色の星を戴いただき、水すい晶しようのような涙をハラハラとこぼしていたのだった。

「……助けてくれ！」

　天地ははたと箸はしを置き、宙を仰あおいだ。

　運命の誘ゆう蛾が灯とうなんてたくさんだ。

　ウチは民宿じゃないんだから、これ以上宇宙人が来るのはごめんだし、宇宙人どもの食いぶちのために畑仕事が増えるのはまっぴらだ！

「どうしたんだよ、天地??」

　気が付くと、魎呼と阿重霞と砂沙美とミホキヨが天地を覗のぞき込んでいるのだった。

「天地さん、顔色が良くないわよ。早く寝た方がいいわ」

　似た者どうし、不幸の波は長ちようを感かん知ちした清音は心配そうに天地の顔を窺うかがった。

「さ、美星。ゴハン食べたらさっさと帰るわよ。明日はまた朝からバイトだし、天地さん疲れてるみたいだし」

「ええ～、カラオケ行くんじゃないんですか？」

「昨日あれだけ歌ってまだカラオケ行こうっての、アンタは!?」

「まあまあ、清音さん」

　信のぶ幸ゆきが宥なだめ、食卓はちょっと白しらけた空気が漂ただよった。

「我に試練を与えたまえ」

　勝仁が呟つぶやいた。

「天地よ、愛とは深く激しく身を焦こがすものなのじゃ。心するが良いぞ。おまえには受難の相が出ておる。引き受ける者だけが運命を見返すことができるのじゃ」

　勝仁はおごそかに託たく宣せんを下すと、あっけに取られている一同を見渡した。

「ぬわんちゃって」

「……そういう悪趣味なギャグはやめてくれよな」

　天地はくらくらしながら抗議した。

「お兄様の言うこと真ま面じ目めに聞いてると耳が汚けがれますわ」

　阿重霞はぷりぷりしながら立ち上がった。

「知ってる、美星お姉ちゃん？　今の、言葉のフリーフォールって言うんだよ」

「いいじゃんいいじゃん、じっちゃんはなかなかクールだぜ」

　魎呼はあぐらをかいたまま浮き上がると、にやにや笑いを浮かべたままふっと消えてしまった。

「あっ、魎呼お姉ちゃん、後片付け!!」

　後の祭りで砂沙美はむくれながら立ち上がった。

「お姉ちゃん、今度すっぽかしたらおかわりなしだからね！」




　柾木家には普段と変わらぬ平和が満ち満ちていた。

　天地は茶ちや碗わんを積み上げながら明日の畑仕事の段取りを考えていた。

　ミホキヨはおやすみなさいの挨あい拶さつをしながら帰っていき、阿重霞は大あくびをした。

　天地の心から愛する平和が柾木家を包み込んだ。

「お休み、父さん。お休み、じっちゃん」

　ジョージが後片付けを引き受けてくれたので天地は自分の部屋に引き揚あげることにした。

　眠くて瞼まぶたがくっつきそうだ。

「ま、いっか。俺が考えたところで何がどうなるわけじゃないし」

　昨日のカラオケと今日の騒ぎで全員寝ね不ぶ足そくの柾木家はじきに静まり返った。

　若じやつ干かん一名、コーヒーカップ片手に平和を無視している研究室の主あるじを除のぞいては。

「この楽しみを独り占じめしてるのはもったいないわね」

　鷲羽はカウチにゆったり体を伸ばしてスクリーンを監かん視ししていた。

　と、ドアの開く音がした。

「ご苦労様、ジョージ。大だい吟ぎん醸じようでもブランデーでも好きにやっていいわよ」

「恐れ入ります」

　そこでジョージは、びいどろのグラスを二つ持って来て冷ひえた大吟醸を注ついだ。

「賭かけは私の勝ちよ」

　ジョージはスクリーンを見上げた。

　鷲羽の予言どおり、神我巳はどこかの部屋の中で長い足を持て余すように座すわっていた。家具調こたつ（まだ布ふ団とんはかかっていなかった）の上にはみんな形の違うおまけコップが三つ乗っかっていて、奈な々な子こがビールを注ぎ分けていた。

「向こうはビールですね。何かおつまみ作りましょうか？」

　鷲羽はいらないという合あい図ずに手を振った。

「あの三人組に持ってってやりたいけど、まあね」

「で、いかがです？」

「見てなさい。これから佳か境きように入るわよ」

　スクリーンの中では神我巳が身の上話を始めたところだった。








第六章　神か我が巳みは正座が……









　神我巳は正座ができなかったので畳たたみの上に横座りしていた。

「僕のこと、信じてくれますか？」

　アナタハ、神ヲ信ジマスカ？

　まるで街角の宗教勧かん誘ゆうである。

「信じない！」

「信じる！」

　解答者は二手に別れた。

「バカね、忍しのぶ。信じる者は救われるって言うじゃない？」

「オレはね、一文にもなんないことは信じないタチなの。こんなに人間そっくりの宇宙人がいるわけないだろ？　目は二つ、鼻と口はひとつずつ、手足の指は５かける４の計20本。あのなー奈々子、髪なんかカラーリングでいくらでも変えられるんだぜ。カラーコンタクトっていうのもあるしな。おい、神我巳、オレたちのこと担かついでないでホントのこと言えよ」

「宇宙人って言ってるんだから宇宙人なんじゃない。忍、あんたロマンがないわよ」

「じゃあ何か？　オレが実は狼おおかみ男だって言ったらおまえは信じるのか？」

「あんたはわざわざ言わなくても狼男よ」

「本当なんです」

　神我巳が割って入った。

　大だい分ぶタイミングがつかめてきたようである。

「敵かたき討うちの話も本当です。天地という少年はすごく強いんです。僕ぼくなんかがまともに太た刀ち打うちできるような相手じゃありませんが、このままでは帰るに帰れません。尻しつ尾ぽを巻いて帰ったりしたら、僕は胸の中の父に一生笑われるでしょう。どうしたらいいか分からないんです」

「証しよう拠こ見せてみろ」

　忍は神我巳に詰つめ寄った。

「はあ？」

「宇宙人だっていう証拠だよ。そしたらオレたち、ＴＶに出て一いち躍やく有名人……」

「そんなことしたらもったいないじゃない！」

　奈々子が目を怒いからせた。

「きっと研究所とか厚生省とか外務省とかレポーターとか雑誌の取材とかどっと来ちゃって、すごいことになるわよ。このひとは病院かなんかに拉ら致ちされて、保健所から通つう達たつが出て、未知の病原体が解明されるまで無む菌きん室から一歩も出られなくってもう一いつ緒しよに遊べなくなっちゃうから。それでもいいの!?」

「どっかの映画に似てるぞ」

　忍はたじたじとなった。

「とにかくダメよ！　このひと売ったりしたら許さないからね！」

　奈々子は忍を睨にらみつけると、ふうっとため息をついた。

「で、なんだっけ？　敵討ち？　ほんとにそんなことやりたいの？　せっかく地球に来たんだから、もっと面おも白しろいことすればいいのに」

「奈々子さん、僕の話を聞いてませんでしたね」

　神我巳は肩を落として三本目のビールをコップに注ついだ。

「僕は神我人のたった一人の息むす子こなのです。僕がやらずに誰が父の敵を取るんですか？　誓いを果たしたあかつきには、あの柾木家の近くに父の墓ぼ標ひようを立てたいと思ってるんです。そうすれば父の無む念ねんもきっと晴れるでしょう」

「う～ん……難しい問題だわ」

　奈々子は頭を抱かかえて考え込んだ。

「いまどき敵討ちなんてやったら殺人事件よ。謝あやまってもらうだけじゃダメなの？　賠ばい償しよう金きんをもらうとか」

「バッカだなあ、奈々子。そんなに難しく考えるから混乱するんだよ。要するにお礼れい参まいりだろ？　腕の立ちそうな奴やつ何人か集めてその、天地とかいう奴をボコボコにすりゃあいいだけじゃん」

「バッカね～、忍。このひとが自分でやんなきゃイミないのよ。いっそのこと、闇やみ夜よに紛まぎれて後ろからバッサリとか」

「そんな自信はとてもありません」

　神我巳は頭を抱えた。

「恥はじを忍しのんで言いますが、武器なんて持ったこともないんです。元々僕はピアノ弾ひきで、バイトを除のぞけば楽がく譜ふより重いものは持ったことないんですから」

「おまえ、超能力とかないのかよ？　空を飛ぶとか壁抜けするとか、相手の心を読むとか時速五十キロで走るとか」

「そうよ、なにかひとつぐらい特技があるでしょ？」

　奈々子は勢い込んだ。

「スプーン曲げとかカード当てとか念ねん写しや、幽ゆう体たい離り脱だつとかでもいいわよ」

「そんなことができるんですか？」

　神我巳は目を丸くした。

「地球人って恐ろしいですね」

　忍と奈々子は座ざ卓たくに突つっ伏ぷした。

「要するにあんたはピアノを弾ひく以外なんにもできないのね!?」

「そうなんです」

　神我巳は横座りしていた足を組み替かえた。

「あっ見て下さい！　正座ができるようになりました！」

「……そのうち納なつ豆とうも食べられるようになるわよ」

　奈々子はよろよろと冷蔵庫の方に這はって行った。

「なんだかおなか空すいちゃったわ。お茶漬けでも食べる？」

「食べる！」

　忍が勢いよく手を上げた。

「僕も頂いていいですか？」

　神我巳は横目で忍を見ながら恐る恐る手を上げた。

「ビールっておいしいですね。もう一本もらっていいですか？」

　神我巳はなみなみとビールを注つぐと一気に飲み干した。

「あってめえ、それ最後のビール……」

「え!?」

　と、突然神我巳の体がぐらりと傾かしいだ。

「あ……大たい気き圏けん突入……」

　神我巳はそのままバッタリ倒れ、人じん事じ不ふ省せいに陥おちいった。

「おいっ、てめえ、どうしたんだよ！　まさか死ぬんじゃないだろうな!?」

「どうしたのっ」

　奈々子が真っ青になって飛んできた。

「揺ゆさぶってみろよ！　それでも起きなかったら救急車だ！」

　と、神我巳がうっすらと目を開いた。

「僕なんだか……眠くて……ごめんなさい」

　神我巳はそのまますうっと寝入ってしまった。

　忍と奈々子は中腰で固まったまま、しばらく顔を見合わせていたが、大きく息をついて畳の上に座り込んだ。

「全然顔に出ないたちなんだわ、きっと」

「もしかして、単に酔よっ払っただけってヤツ？」

　宿やど無なしの上に一いち文もんなしの宇宙人はあどけない顔をして畳たたみの上で熟じゆく睡すいしていた。

「……お茶漬け食べよう、忍」

「……うん」

　忍と奈々子は息をひそめてお茶漬けを食べ終えると、そうっと座卓をどかし、そうっと布ふ団とんをひいた。

「風か邪ぜひかないかしら、あのひと？」

「宇宙人だから大丈夫だろ？」

　だが神我巳の体にはちゃんと首まで毛布がかけてあった。

　可か哀わい想そうに思った奈々子がさっきかけてやったのだった。

「今日はおとなしく寝るのよ、忍」

「分かってるよ」

　金はなくとも愛と勇気に満ち溢あふれている忍十八歳、奈々子十九歳のカップルはひとつの布団の中でまるくなった。

「おやすみ、忍♡」

「おやすみ、奈々子♡」

　こうして地球最初の夜は更ふけてゆき、はるか柾木家は鷲羽の研究室では、鷲羽がクッションを叩たたいて大笑いしているのであった。

「あ～おかしい！　もう最高！　ジョージ、これは久ひさ々びさに当たりだわ。そう思わない？」

「ご主人様、覗のぞき見は趣しゆ味みが悪いですよ」

「自分だって笑ってたくせに」

　鷲羽は大吟醸の瓶びんを取り上げた。

「だってこのところ、つまんないんだもの。これで天地殿が世紀の大恋愛とかすれば別だけど、そういうことは起こりそうにないしねえ。大体、平和な日常のどこがいいのよ？　頭は腐くさるわ、精神はたるむわ、腕は鈍にぶるわ、魎皇鬼はデブになるわ、光こう鷹おう真しん剣けんだってきっと錆さび付いてるわよ。ここはひとつ、この鷲羽ちゃんが一ひと肌はだ脱いで……」

「敵かたき討うちですか!?」

「違う違う」

　鷲羽は手を振ふった。

「どうして私が神我人の敵取らなきゃならないのよ？　私はねえ、このつまんない日常に活かつを入れたいの。シェイプアップよ。精神のエクササイズ。人間、向上心を失ったらおしまいだわ。せっかく運命の星が降ふってきたっていうのに、逃のがしたらソンじゃない？　と、いうわけでお仕事よ」

　鷲羽は立ち上がると、研究室の別の扉を開けた。

「ほら、これこれ。天地殿のお誕生日に使ったバーチャル・リアリティ・システム。もう埃ほこりかぶってるわ」

「クリーンルームで埃が積もるわけないでしょう？」

　忠実なしもべであるジョージは鷲羽の後ろから扉の中を覗き込んだ。

「ものの譬たとえってやつよ。じゃあまずはセッティングから始めるか」

　鷲羽はジョージを見上げてにっこり笑った。

「あなたは最高の助手だわ、ジョージ」

「何をするんです？」

　ジョージの声にわずかに躊ちゆう躇ちよの色が混まじった。

「イッツ・ア・ショウタイム。夢の扉を開くのよ」

　その瞬間の鷲羽の顔を見れば、どんな冷れい血けつ漢かんも戦おののいたに違いない。

「いいのよ、ジョージ。無理にとは言わないわ」

　ドアが閉まり、研究室には空の瓶とびいどろのグラスだけが取り残された。








第七章　神か我が巳みはクルーザーの中で……









　神我巳はクルーザーの中で迫りくる日本列島を見つめていた。

　視界は傾かたむき、日本列島は斜めになったり逆転したりしていた。

「ど、どうしよう……」

　確か最適角度で突入したはずなのに……。

　メカ音おん痴ちの神我巳はなす術すべもなく、クルーザーと一いつ緒しよに振ふり回されていた。

　海と陸と空が入り混まじってモザイク状の残像を残す。

　計器類はレッドゾーンに飛び込み、外壁はぎしぎしと不吉な叫びを上げている。

「い……イヤだ！　敵かたきも討うたずに死ぬのはイヤだ……」

　そのとたん、激しい衝撃とともにコクピットがばらばらに吹っ飛んだ。

「ああ～～～～!?」

　神我巳は宙に投げ出され、真まっ逆さかさまに落ちていった。

「助けて！　プロフェッサー……僕を助けて……」

　ふっと体が浮き上がった。

　辺あたりは真っ暗だ。

　神我巳はゆっくりと漂ただよいながら暗黒の中を沈しずんでいくのだった。

「ここはどこだ……？」

　僕はまさか死んでしまったのだろうか。

　そんなはずは……ちゃんと生きて歩いて奈々子さんの部屋までたどり着いたはずなのに。

「神我巳……神我巳！」

　どこかで自分の名を呼ぶ声がする。

　懐なつかしい父の声だ。

「プロフェッサー！」

　神我巳は辺りを見回した。

「戻ってきてくれたんだね。僕を助けに来てくれたんだね？」

　と、暗くら闇やみの中に目映まばゆい光の柱が降りた。

　片時も忘れたことのない父、神我人の神こう々ごうしい姿が浮かび上がる。

「プロフェッサー……」

「そんな情けないことで我が息むす子こと名乗るか!!」

　不意に激しい叱しつ責せきが降ふってきた。

　神我巳はびくっとして思わず身を縮ちぢめた。

「おまえはすぐ人に頼たよろうとする。自分の力でひとつでも頂点を極きわめたことがあるか？　そんな脆ぜい弱じやくな精神でよくも敵かたき討うちをしようなどと思いついたものだ。天地はおまえごとき軟なん弱じやく者に倒せる相手ではない。修しゆ行ぎようが足りんぞ、神我巳！　わたしに近づきたいと思うなら、まずは力を手に入れることだ。一歩一歩、自分の力で這はい上がるのだ。高みを目指せ、神我巳！　おまえが今降おり立った星を手中に収めるのだ。そう目標を定めれば自おのずから道は開ける」

「カッコいいぜ、おっちゃん！」

　いつの間にか神我巳の左に忍しのぶが立っていた。

「オレ、感動しちゃったぜ。男と生まれたからにはやっぱでかいことやんなきゃダメだよな。オレさあ、こいつの話なんて信じられなかったけど、おっちゃんの話聞いてちょっとは信じる気になったぜ。よし、任まかしときな！　オレがこいつのことびしばししごいてやっからよ！」

「バッカねえ、調子こいちゃって！」

　神我巳の右に奈な々な子こが現れた。
















「あんた、父親のくせにそんなことたきつけちゃっていいの？　いくら一人息子だからってプレッシャー大きすぎるんじゃない？　ま、敵討ちよりいいかもしんないけどさ、はっきり言ってあんまり性格に合わないことやらせると可か哀わい想そうよ」

「それは女の論理だな」

　神我人は奈々子を見下ろした。

「わたしは生しよう涯がい、宇宙を貫つらぬく力というものを追い求めてきた。より強く、より深い真理の世界を。わたしは息子に少しでもその素晴らしさを知ってもらいたいのだ。できないと言っては泣き、失敗したと言っては落ち込み、チャレンジする前に逃げ出そうとする。そんなおまえを見ていると歯は痒がゆくて死ぬに死にきれぬ。神我巳よ、選ぶがいい。おまえの胸の中の父を信じるか、一生負け犬で終わるか！」

「あたし、そおゆうエラそーなこと言ってる奴やつ、大だいっ嫌きらい!!」

　奈々子は思いっ切り舌を突き出した。

「ひぇ～……オレ、知らねーぞ」

「勇気のある女だ」

　神我人は哄こう笑しようした。

「我が息子におまえの勇気の半分でもあればな」

　神我人はゆるゆると消えていった。

「待って、プロフェッサー！　行かないで……」

「おまえが本当にやる気があるというなら、いくつかプレゼントをしてやろう。なに、ささやかな贈おくり物だ。邪じや魔まにはなるまい」

「プレゼント？　プロフェッサー、あなたは今、どこにいるんです？」

「ここにいる……全すべての存在が光となるところに。目覚めれば分かるはずだ」

　神我巳が一歩を踏み出したとたん、ふっと光が消えた。




「プロフェッサー!!」

　はっと身を起こすと、部屋には本物の光が溢あふれていた。

　額には冷や汗が滲にじみ、気持ち悪いほど心臓がドキドキしている。

「夢……だったのか？」

「なあに、どうしたの？」

　奈々子は目を擦こすりながら肘ひじをついて身を起こした。

「ん……目ェ覚めたのか？」

　忍は腹ばいになると、灰はい皿ざらを引き寄せてタバコに火をつけた。

「今何時だ？」

「布ふ団とんの中でタバコ吸うのやめてよ」

「変な夢見てよォ、ちょっとドキドキしてんだ」

「あんたもなの？」

　奈々子は驚いて向き直った。

「神我人とかいうエラそーなおっさん出てこなかった？」

「出てきた」

　忍は目をぱちくりした。

「おまえと神我巳がいて……」

「違うわよ、あんたと神我巳がいて……ちょっと、あたしにもタバコちょうだい」

「僕の右と左にいませんでしたか？」

　神我巳が割り込んだので奈々子と忍はぎょっとして火のついたタバコを布団の上に落とすところだった。

「やっだー……じゃ、三人ともおんなじ夢見たってこと？」

「の、ようですね」

　神我巳は俯うつむいて一心不乱になにか考えている様子だったが、がばっと毛布を跳はね上げて両手をついた。

「奈々子さん、忍さん！　お願いです、力を貸して下さい……じゃなかった、僕、自分でやらないといけないんですね。僕はたった今から生まれ変わります。父が世界を征せい服ふくしろと言うならやってやろうじゃないですか！　忍さん、奈々子さん、僕と一いつ緒しよに世界を征服しましょう!!」

　忍と奈々子は布団の中で顔を見合わせた。

「神我巳、おまえ字ィ読めるか？　地球の習慣分かるか？　宇宙から来たっていうだけじゃ、世界征服はできねえぞ。ちなみに銀行資金もないとな」

「なに言ってんの、忍？　世界征服って一体何の話なのよ？　プータローのあんたがそんなことできるわけないじゃない。結婚資金もないのに世界征服？　神我巳ちゃん、悪いけどあたし降りる……」

　と、奈々子は途と中ちゆうで言葉を切った。

　その目が宙をさまよい、やがてなにかをつかんだかのように輝かがやき出した。

「やっぱ乗るわ。真ま面じ目めにやってても大してイイことないもん。あんた美形だし、あたしたち三人で面おも白しろいことすればお金も人も集まってくるかも知れないし。どうせやんならオシャレにやんなきゃね。なんかこう、世の中あっと言わせるようなこと。ハタチ前にやるだけやってみようよ。ねえ、忍。何がやりたい？」

「銀行強ごう盗とう」

　忍はにやにやした。

「オレ、一回でいいから札さつ束たばの海で泳いでみたい」

「花と散るのはゴメンだわ」

　奈々子は鼻に皺しわを寄せた。

「あんた瀬せ戸と大橋の橋げたから飛び降りれば世間様があっと言ってくれるわよ。ねえ、神我巳ちゃん、超能力があるフリだけでもできない？　あのテーブルの上のコップを動かすとか、ひとの心を読むとかさあ」

「待って下さい、なんだかできそうな気がするんです」

　神我巳は目を閉じて瞑めい想そうを始めた。

　奈々子と忍は熱心に見守っていたが、三分経たっても何の変化もなかったので、集中力をなくしてしまった。

　ＴＶをつけると、朝のワイドショーが始まっていた。

「ねえ、コーヒーいれてよ」

　忍は台所に立ってコーヒーメーカーに二杯分の粉をぶち込み、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出すと、線の上まで注そそいだ。

　これで店で飲むよりずっとうまいアメリカンができあがるはずだった。

　コーヒーが全部入り終わるまでには更さらに十分ほど待たなくてはならなかった。

　奈々子はすっかり神我巳のことを忘れてワイドショーに見入っていたが、コーヒーメーカーのごぼごぼという音に立ち上がってカップを取りにいった。

「ねえ、神我巳ちゃん、コーヒーいる？」

　奈々子はくしゃくしゃになった毛布を見て目を瞬またたいた。

「ちょっと忍、神我巳ちゃんは？」

　奈々子はぐるりと部屋を見渡し、顔を上げたとたんぎょっとしてカップを取り落としそうになった。

　神我巳はまだ瞑めい想そうしたまま、水素ガスの詰まった風船のように天井近くに浮いていた。

「神我巳ちゃん!?」

　とたんに神我巳ははっと目を開き、畳がはるか下にあるのを見て啞あ然ぜんとした。

「浮いてる……生まれてから一度も浮いたことなんかないのに」

「まさか降りられないなんてことはないわよね？」

　神我巳は何も答えずに真剣な顔で畳を睨にらんでいたが、三秒後には無事毛布の上に降り立った。

「どうやら落ちて足を痛めたりしないで済すみました」

　神我巳があんまり真面目な顔で言ったので、忍は吹き出した。

「おまえってヘンだよな。重力に反して空中浮ふ揚ようしたんだぜ。超能力だぜ。もっと嬉うれしそうな顔しろよ。こうやって拳こぶしを振り上げて、やった～！　とかさ」

「こうですか？」

　神我巳は忍の言うとおり拳を振り上げたが、それはまるでどこかの家のドアを叩たたこうとしているかのようだった。

「顔に似合わず地じ味みな奴やつなんだな」

　忍はため息をついた。

「他になんかできそうか？　オレ、とことんおまえに付き合うぜ。壁抜けとかできそうな気がしたら言ってくれよな。おまえはきっと、今目覚めつつあるんだよ」

「プレゼント……。確かそう言ったわよね？　あのエラそーなおっさんはやっぱりあんたのこと心配してんだわ！　少しでも自信をつけてやろうと思って、きっと自分の超能力をおすそ分けしてくれたのよ！」

「プロフェッサー……」

　神我巳は父の姿を思い出し、涙ぐみそうになった。

「僕、できそうな気がします。奈々子さん、僕は父に似ていると思いますか？」

「似てるわ、そっくりよ」

　奈々子は励はげますように囁ささやき、神我巳の背を押して姿見を覗のぞかせた。

「ほら、見て。自分でもそう思うでしょ？」

　神我巳はまじまじと自分の姿を見つめていたが、いきなり片手を突き出した。

　手は鏡の表面を水のように突き破り、見えなくなった。

「できた……」

　神我巳は一いつ旦たん手を引き抜くと、決然と姿見に向かって歩きだした。

　鏡に激突するかと思った瞬間、ふっとその姿が見えなくなった。

「消えたわ!!」

　一瞬後、洗面所の方から叫び声がした。

「奈々子さん、助けて！」

　忍と奈々子がダッシュで洗面所に行くと、神我巳が洗面台の上の鏡から這はい出そうとしているところだった。

「迷子になるところでした」

　神我巳は忍の手を借りて床に降りると、さすがに恥はずかしそうな顔をした。

「亜空間を移動するのは慣れがいるようです」

「すごいぜ……」

　忍は感動して呟つぶやいた。

「おまえ、やればできるじゃんか。じゃ、早さつ速そく計画立てようぜ。オレが思うに銀行ってのは中に入っちゃえばこっちのもん……」

「あんた銀行から離れなさいよ！　そんなことの為ために超能力開発したんじゃないでしょ」

「いや、何でもやります、僕。どうせお金はいるんですし、いつまでもお世話になってるわけにもいきませんし」

「……いよいよ犯はん罪ざい者だわ」

　奈々子は興こう奮ふん気ぎ味みに両手で頰ほおを挟んだ。

「忍！　あたしたちもう引き返せないのね？」

「おまえな、やるかやらないかどっちなんだよ!?」

　忍は呆あきれ気味に奈々子を見下ろした。

「コンビニから売上盗ぬすむより銀行の方がオシャレだわ」

　奈々子はうっとりして札さつ束たばの海を思い浮かべた。

　来るべき幻げん想そうの彼方かなたでは、奈々子はＤ＆Ｇのワンピを着て右と左に神我巳と忍をはべらせ、フェラガモの靴で札束の絨じゆう毯たんを踏ふみつけにしているのであった。

「朝ごはんはルームサーヴィスよ。ティファニーを冷やかして、お昼はマキシムで。午後はシュワちゃんに会って、夜はブロードウェイ……」

「奈々子、大丈夫か!?」

　忍は幽ゆう体たい離り脱だつしかかっている奈々子の肩をつかむと、思い切り揺さぶった。

「あのー……ひとつ聞いていいですか？　世界征せい服ふくって、どうやってやればいいんでしょう？」

　神我巳は縋すがるような目を忍に向けた。

「銀行強ごう盗とうのやり方も教えてほしいんですが」

　奈々子ははっと我に返った。

「あんた、バカ？　それともボケてんの？」

　神我巳の真剣な顔を見ればどちらでもないことは明らかだった。

「……忍、もっと地道に行かなくちゃダメだわ。銀行に行く前にあいうえおから始めるのね。道は遠いわ」

「取り合えず、メシでも食いに行くか」

　結成したばかりの世界征服トリオは財さい布ふの中身を数え出した。








第八章　神か我が巳みが柾木家を去ってから……









　神我巳が柾まさ木き家を去ってから数日、新聞の社会面には何の変化もなかった。

　鷲羽わしゆうはスーパートルネード占うらないから全く離れてしまったようで、天地が聞いてもなにひとつ答えてくれないのだった。

「……ってことは、やっぱりもう宇宙に帰ったんだな」

　天地としてはそう思うよりなかった。

「ま、しょうがないか。俺たち考えてみれば敵どうしなんだし、機会を窺うかがってるってわけでもなさそうだし」

　天地は新聞の活字を追いながらぼんやりと神我巳のことを考えていた。

　そういえばこれで三日も考えてるな……。

　何故だろう？

　天地は自問自答した。

　神我人の息むす子こだから。

　金色の瞳ひとみが魎呼と同じだから。

　プライドをずたずたにしたから。

　ピンポ～ン、と心の奥で正解音が鳴った。

「素人しろうと相手にあれはあんまりだったよな……」

　光こう鷹おう真しん剣けんを突き付けた時の神我巳の表情が心の底に刺とげのごとく刺ささっているのだった。

　あの切ない、恨うらめしげな表情……強ごう姦かん魔まを見上げる美女のような。

「俺、そんなつもりじゃなかったのに」

「なに物思いに耽ふけってんだよ？」

　魎呼が耳元で囁ささやいた。

「やつれちゃって。恋こい煩わずらいしてるみたいだぜ」

「よせよ！」

　天地はぎょっとして振ふり向いた。

「毎度毎度おんなじこと言うけどさ、いきなり出てきて耳のそばでなんか言うの、やめろよな。一回につき一年ずつ寿じゆ命みようが縮ちぢむとすれば、俺の命はもうとっくになくなってるよ」

「ふ～ん……おめー、そういう趣しゆ味みだったんだ」

　魎呼は素そ知しらぬ顔で天地の手の届とどかない位置まで撤てつ退たいした。

「あたしのナイスバディに見向きもしないぐらいだもんな。阿重霞の泣き落としもきかねえし、ボケもツッコミも効果なし。オッケーなのは砂沙美の料理だけで今度はこれか？」

　魎呼はわざわざ天地の耳元まで瞬間移動すると、声を殺して言った。

「冗談じゃねえよっ。あたしゃ絶対ヤだからなっ」

「何怒ってんだよ!?」

　天地が抗議した時にはもう魎呼の姿は消えていた。

「俺、なんにも言ってないのに……」

　天地は新聞を畳たたむと出掛ける支度を始めた。

　家にいても落ち着かないので街まで出ようと思ったのである。




　さて、この数日間というもの、神我巳は地道な努力を続けていた。

　あいうえおから始まって一通り日本語が読めるように勉強するかたわら、忍がかき集めてきたビデオを見、奈々子に教えてもらいながらマンガを読み、ＴＶ欄らんをチェックして特撮ものとアニメとドラマは欠かさず見た。

　元々のＩＱは高いので日本語についてはほぼ不自由なくなったが、問題はその中身の方だった。

　根が素直な神我巳はすっかり二人のカラーに染そまってしまったのである。




　天地が新聞を読みながら物思いに耽ふけっている頃、神我巳と忍と奈々子の三人はカップラーメンをすすりながらプライマリー・レッスンに余よ念ねんがなかった。

「奈々子さん、忍さん、世界征せい服ふくってこういうものだったんですね」

　神我巳は背筋を伸ばし、顎あごを引いた。

「我々は宇宙の果てからやってきた征服者である。邪じや魔まする奴は容よう赦しやしないぞ。全すべての人間どもは我が足元に跪ひざまずくのだ！」

　無理に声を低くしているのでいまいち迫力が足りない。

「ふ～～～っ」

　神我巳はため息をついた。

「ふ～じゃないでしょ!?　あんたが総そう帥すいになるんだから、しっかりキメ台詞せりふが言えなきゃダメじゃないの！」

　奈々子は割わり箸ばしを振り回した。

「でも奈々子さん、秘密基き地ちとか科学者とか戦闘員とかも要いるんじゃないですか？　僕たち三人しかいませんよね？　僕が総帥なら奈々子さんと忍さんはどういう役割になるんですか？」

「あたし？　あたしは女王様に決まってるじゃない。フェンディのミニワンピ着て15センチヒールで敵を踏ふみつけにするの。もちろん、バッグはプラダね」

「ブランドで固めてどーすんだよ？」と忍。

「バッカねえ、プラダのバッグでめった打ちにするのよ。ベルトのバックルで殴なぐるっていうのもアリよ」

「おまえって別のイミでこえ～女だったんだな」

「フフン……」

　奈々子は鼻先をツンと上げて含ふくみ笑いをした。

「オシャレな名前つけなくっちゃ。テーマ・ミュージックもいるし、あーあ、主題歌コムロさんあたり作ってくんないかなー」

「おまえ、そこまで行くかー？　オレたちにできるのって、せいぜい替かえ歌かラップだぜ」

　この辺あたりになると神我巳はもう話についていけない。

「あっ!!　バカだあ～、あたしって。神我巳ちゃんピアノ弾ひけるんじゃない。カッコいいの作ってもらえばいいのよ、ね？　部下はねえ～、女の子はちょっとハードめでミリタリー入ってるミニワンピでしょ、男はシルバーのシャツに黒のタック入りバギーでわりと上品め」

「オレ、もっとなにげなカッコがいいな。ホストみたいになるのヤだもん」

　このカップルはお洋服と音楽の話になると止まらないのだった。




「ふ～ん……なるほどねえ。いまどきのサルは注文が細かいわけね」

　鷲羽はぶつくさ呟つぶやきながら相変わらずスクリーンを見守っていた。

　奈々子の部屋に常じよう駐ちゆうしてしまったスパイアイからの映像である。

「ご主人様、今度は何を計画してるんですか」

「第二段階の仕込みよ。第一段階の神我人のイメージはバッチリだったでしょ？　今度は具体化段階に入るのよ。料理で言えば材料を揃そろえるところ。……よしよし、材料の方から歩いてくるようにしてあげるからね。あんたたちサルにはもったいないぐらいの腕を奮ふるってあげるわよ」

　ジョージは一歩引いてスクリーンを見つめた。

　スクリーンの中では奈々子と忍がファッション雑誌をめくりながら延えん々えんと制服論争をやっているのだった。

　話についていけない神我巳は黙もく々もくとマンガを読んでいる。

「ホント、こいつらサルだわ。この宇宙一の天才科学者鷲羽ちゃんが面めん倒どう見てやらなかったらどうなってたと思う？」

　鷲羽は片手に箸はし、片手でキーボードという態勢で顎あごをしゃくった。

「今頃世間の荒波に難なん破ぱして人生の藻もくずになってるわよ。鷲羽ちゃんはねえ、いくらなんでもそれは可か哀わい想そうだと思ったわけ。分かる、ジョージ？　この慈母マドンナのような心。さてと」

　鷲羽は昼ごはんを片付け、ちょっとの間マシンガンのような速度でキーボードを叩たたいていたが、パチンと手を打ってキーボードを亜空間に放り込むと立ち上がった。

「出かけてくるわ。留守番お願いね、ジョージ」

「どちらまで」

　まともな返事が返ってきた試しがないのだが、職務に忠実なジョージはつい聞いてしまうのである。

「スクリーンの中へ。カメラはずーっと回しっぱなしでいいわよ」

　案あんの定じようの返事が返ってきた。




「ねえ、忍。残高あとどのくらいあったっけ？」

　銀行の前を通りかかった三人は、まだ何もしていないのに首を竦すくめながら足を速めた。

「俺の口座に一カ月分。おまえの口座もそれぐらいだろ？」

「そっか……併あわせて二カ月分しかないんだ」

　奈々子は不意に現実に立ち返り、来月からまたバイトを始めようと心に誓ちかったが、どういうわけかその決意は三分も経たたないうちに雲うん散さん霧む消しようしてしまった。

「……銀行は鬼き門もんだわ」

　奈々子は呟つぶやき、今日はどこでお茶しようかと考えた。

「この辺へんって、結構きれいなところなんですね」

　モスグリーンのキャップを目ま深ぶかに被かぶり、忍のトレーナーとジーンズを着た神我巳は留学生のようである。

　長い銀髪は後ろでひとつに束たばねてあるのでますます神我人そっくりに見える。

「いいところでしょ？」

　奈々子はつまらなそうに倉くら敷しき河か畔はんの白壁に向かって手を振ってみせた。

　取り敢えず倉敷まで出て……と思っているうちに観光案内するはめになってしまったのである。

「アイビースクエアでも行ってみる？」

　奈々子たち三人はアイビースクエアに入り、人もまばらなパティオに腰を下ろした。

「三越でお買い物しようと思ってたのに」

　奈々子は首を傾かしげた。

「まいっか。天気もいいしね」

　パティオを見回すと、異い様ようなものが目に入った。

　片かた隅すみのテーブルに水すい晶しよう玉だまを載のせ、マントのフードを目深に引き下ろした男とも女ともつかない小こ柄がらな占うらない師しである。

「そこの茶髪のおねーさん。銀髪のお兄さんに黒髪のお兄さん」

　占い師は奈々子と目が合うや否いなやせわしく手て招まねきした。

「占って進ぜようじゃないの。君たちのうち一人は人間じゃないわね？」

「ええ～!?」

　奈々子はのけ反った。

「ひとに聞かれたくなければこっちにいらっしゃいな。君たち、何か悩みがあるでしょ？　お代だいはいいからわたしの話を聞きなさい」

　奈々子たちが恐る恐る近づくと、占い師は無言で椅い子すを指さした。

「まずは名前を決めなきゃ。鏡のつく名が良さそうよ。わたしは知らないけどね、誰だれか一人、鏡に関係のあるひとがいるでしょ？」

「僕です！」

　神我巳は目を丸くした。

「どうしてそんなこと知ってるんですか？」

「この水晶玉に見えたまでを言っただけよ」

　占い師は楽しげに微ほほ笑えんだ。

「ミラー・オブ・シルバー。Ｍ・Ｏ・Ｓね。シルバー・ミラー団でもいいわよ。ネーミングは世界征せい服ふくの第一歩だからね」

「あんた、何者だ!?　顔を見せろ」

　フードの中を覗のぞき込もうとした途と端たん、占い師はばしっと忍の手を叩たたいた。

「お行儀の悪い！　信じられないようだったら言っとくけど、これからどんどんひとが集まってくるからね。その名前は魔力を持ってるのよ。明日の新聞の三面トップは君たちが飾ることになるわ」

「まさか……」

　忍が呆あきれているうちに占い師の姿が揺れ、ふっと消えた。

　同時にテーブルの上の水晶玉も消え、忍と奈々子と神我巳は青くなって顔を見合わせた。

「うっそォ……消えちゃった」

「オレたち、いよいよかな……」

　忍は辺あたりを見回したが、不ふ審しんげな人物もいなければ異変に気づいたような客もいなかった。

「Ｍ・Ｏ・Ｓだって。モスって一体なんなのよ!?」

「ハンバーガー屋。待てよ、モスキートかな？」

「今の人、地球人じゃないですよね？」

　神我巳は占い師の座すわっていた席に手を当ててみたが、ちょうど日ひ差ざしが当たる席だったので体温が移っているかどうか分からなかった。

「おい、とにかく出ようぜ」

　アイビースクエアを出て三歩も歩かないうちに忍の携けい帯たいが鳴った。

「はい？　なんだ、おまえか」

　忍はしばらく歩きながら喋しやべっていたが、突然立ち止まると大声で聞き返した。

「どうしておまえがそんなこと知ってんだよ!?」

「どうしたの、忍!?」

「テンマがシルバー・ミラー団に入れてくれって……」

　忍は通話口を手で覆おおっていたが、相手にはしっかり聞こえていたに違いない。

「他のヤツにも連絡する？　おまえ、ちょっと待てよ!?」

　倉敷駅につくまで携帯は鳴りっぱなしで、忍は丸顔のおとなしそうな少年がすれ違いざま振り向いたのも気づかないほどだった。

「神我巳……!?」

　駅ビルを回ってきた天地は、銀髪をひとつにまとめた頭ひとつ分長身の青年と、連れらしき同年代のカップルの後ろ姿を見送っていたが、諦あきらめたように肩を竦すくめた。

「まさかね？」

　忍たちと反対側に歩きだした天地は、その後さらに恐るべき事態が出現したことを知らなかった。

「読売新聞ですが、尋ひろ森もり忍しのぶさんですね？　今度シルバー・ミラー団という秘密結社を結成なさったそうですが……」

「岡山放送です。オシャレな世界征服を目指しているそうですが、コンセプトは？」

「タウンガイドですが秘密基地の場所はどこですか？」

「岡山県観光物産課です。一度本庁までお越し戴いただいて、お話しを……」

「うそォ……これって夢じゃないわよね!?」

　奈々子は自分たちを取り囲んでいる取材陣じんを呆ぼう然ぜんと見回した。

「奇き跡せきだわ……カナダのなんとかっていうナンバーズが当たったみたい……」

　やっと取材陣を振り切って家に帰ると、留守電が山のように入っていた。

「はぁい、奈々子！　あたしユカリ。ねえねえ、そのなんとかっていうのにあたしも混まぜてくれる？」

　留守電はそんな調子で何十件も続き、マイクロカセットは使い切る寸前だった。

「忍……一体世の中どうなっちゃったのよ!?」

「魔法だ……オカルトだ……世界のネジが外はずれたんだ」

　忍と奈々子はひしと抱き合い、タガが外れたように笑い出した。

「オレたちあっと言う間にちょー有名人！」

「これって僕のせいですか??　そうなんですか??」

　神我巳はエンドレスで笑い続ける二人を見ながら、あの謎なぞの占い師を思い出した。

「地球人じゃない。あいつがきっと、全すべてのカギを握にぎってるんだ……」








第九章　一夜明けて朝刊が……









　一夜明けて朝刊が新聞受けに放り込まれる頃には、奈な々な子こと忍しのぶと神か我が巳みは疲つかれ果はてて爆ばく睡すいしていた。

　あれからどんどん友達が訪たずねてきたり、電話が入ったり取材が入ったりしている間に、テーブルの上にはビールが並ぶわ、差し入れの寿す司しが届くわ、菓か子し折おりが積み上がるわで奈々子の下宿はそのまま宴えん会かいモードに突入してしまったのである。

　そしてもちろん、その乱らん痴ち気き騒さわぎは各雑誌にしっかり取材されてしまった。

　ついには隣となり近所の住人まで顔を出してコメントを喋しやべり、勝手に酒を飲みまくって今、やっと平安が訪おとずれたところなのだった。

　もちろん、嵐あらしのような宴会モードが通り過ぎた後なので、部屋の中には点々と犠ぎ牲せい者しやが転がっている。

　神我巳は昨日、早々と前ぜん後ご不ふ覚かくに陥おちいってしまったので、誰だれかが踏ふん付づけたり蹴けつまずいたりしないように座ざ卓たくの下に毛布と一いつ緒しよに放り込まれてしまった。

　遅めに来た取材者は、座卓の下でキャップを被かぶったまま眠りこけている総そう帥すいの写真を撮とって帰るはめになり、それをまた別のカメラマンが写真に収めたりして、もし悪の総帥に威い厳げんというものが不ふ可か欠けつだとすれば、それはもう地に堕ちたも同然だった。

　だが、どうして結成したばかりの秘密結社に取材が舞い込んだり、友人たちが皆みな知ってたりするのだろうか!?

　既すでにオカルト空間に突入しているとしか思えないこの大おお騒さわぎの最中、奈々子と忍は何度か取材側に質問をぶつけてみたが、明確な答えは得られなかった。

　何しろ来る者来る者みんな、別の誰かからその噂うわさを「聞いた」と言うのである。

　その誰かというのは忍たちの知り合いだったり、知らない人間だったりして、そこでもう既に首を捻ひねらざるを得ないのだった。

　普通、まだ喋しやべってもいない話題を相手が知っているなどということはあり得ない。

　以い心しん伝でん心しんで伝わったか、忍たちが自分でも知らない間に電波を発信していたか、あるいは本当にあの占うらない師しが魔法をかけたとしか考えられないのである。

　だが明日の朝刊に記事が出れば、そのへんのごく曖あい昧まいな事情から出発したこの摩ま訶か不ふ思し議ぎな出来事は、岩のように強固な事実となってしまうに違いない。

　現実として定着してしまうわけである。

　元々この騒ぎは鷲羽わしゆうのバーチャル・リアリティ・システムが引き起こしたものなのだが、事情を知らない奈々子たちにとってはオカルトも同然だった。

　現実というのは強きよう固こな一いち枚まい岩いわのようでいて、意外と隙すきのあるものなのよ……と、かの天才科学者なら答えたに違いないのだが、生あい憎にくその張本人はシステムの微調整に余念がなく、わざわざ奈々子たちに教えてやる程親切でもなかったのである。




　一方、昨日の柾まさ木き家けは奈々子たちとは打って変わって平和だったが、天地が「倉くら敷しき駅で神我巳を見かけた」と言っても、誰も信じてくれなかった。

　柾木家の現実はまだ正常に働いていたのである。

　だがそれも、朝刊が届くまでのことだった。




『世界征服目指せ!!　秘密結社Ｍ・Ｏ・Ｓ団結成！』




　いつものように七時に起きて新聞を取りに行った天てん地ちは、何げなく新聞を開いた途と端たん、頭の中が真っ白になった。

「岡山県総そう社じや市在住の尋ひろ森もり忍しのぶさん（18）、瀬せ和わ奈な々な子こさん（19）は、宇宙から来た神か我が巳みさん（推すい定てい地球年ねん齢れい22）とともに、秘密結社Ｍ・Ｏ・Ｓ団を結成した。三人はこれから世界征せい服ふくを目指して様々な計画を実行していく予定。Ｍ・Ｏ・Ｓ団総そう帥すいは神我巳さん、戦せん闘とう部ぶ隊たい隊長は忍さんで、奈々子さんは参さん謀ぼうだそうである。世界征服について忍さんはこう語っている。『オレたちなんかでっかいことがやりたいっス。たまたまこいつ（神我巳さん）と出会ったんで、銀行強ごう盗とうでもやろうかなーと思ったんだけど、やっぱもっと高みを目指したい、っつーか。結成したばっかなんでまだそんなに計画とかないっス。ナニゲに楽しくやりたいなーなんて思ってますんで、ま、よろしくお願いします』。奈々子さんは団員募ぼ集しゆう中だそうで、こう語ってくれた。『えっと、一いつ緒しよに世界征服したいなーなんて思ってるオシャレなコ、大だい歓かん迎げいです。秘密基き地ちとかも作りたいんで、場所提てい供きようしてくれる人いませんか？　あっ後、差し入れとかカンパとかもらえるとチョベリグだったりして。Ｍ・Ｏ・Ｓって呼びにくかったら、モスモス団って呼んでね♡　ちょっとダサかわいめ路線もいまどきでしょ』。元気いっぱいのＭ・Ｏ・Ｓ団だが、参加希望の方は下記連絡先まで」




　連絡先にはしっかり住所と電話番号が載のっていて、カラー写真の方では神我巳と忍と奈々子がピースサインを出して微ほほ笑えんでいた。

「ウソだろ……!?」

　世界征服!?　チョベリグ!?

「おはよー、天地♡」

　梁はりの上に寝そべってうとうとしていた魎りよう呼こは、天地が新聞を開いた途と端たんに固まってしまったのを見て舞まい降おりてきた。

「なになに？　なにがウソだって？」

　一いつ瞬しゆん後ご、魎りよう呼こはけたたましく笑い出した。

「ぎゃはははははは!!　おーい、阿あ重え霞か、砂さ沙さ美み、これ見てみ～！　神我巳が世界征服だってよ～～！」

　魎呼は新聞を振ふり回しながら階段を駆かけ上がり（時々自分が空間移動できることを忘れてしまうのである）、ちょうど二階から降りてきた砂沙美を突き飛ばしそうになった。

「あぶないな～、魎呼お姉ちゃんはっ」

　砂沙美は階段の途と中ちゆうで新聞に顔を突っ込んでいたが、弾はじけるように笑い出した。

「きゃはははははは!!　これ、お姉様に見せてくるっ」

　新聞は砂沙美の手に渡り、とうとう阿重霞が階段の上から顔を出した。

「朝っぱらからなにを大笑いしてるんですの？　なにか面おも白しろいことでもありましたの？」

「お姉様早く早く！　ちょーミラクルスーパートルネード面白いよっ。モスモス団だって。モスモスだんご～～！」
















「？？？」

　寝ね覚ざめの悪い阿重霞は意味不明のダジャレに眉まゆをひそめ、新聞を引ったくって読み始めた。

「ぷッ……」

　新聞が細かく震ふるえたかと思うと、酸さん欠けつの金きん魚ぎよのような顔が浮かび上がってきた。

「おーほっほっほっほ！　何ですの、これ!?　世界征服ですって？　下々の方は何を考えていらっしゃるんだか……」

　さすがに樹じゆ雷らい皇おう家けの姫君はご感想が異なるのである。

「でもまあ、よろしかったんじゃございませんこと？　神我巳さんもお友達ができてずいぶん明るくなったようですし、敵かたき討うちのこともお忘れになったようですし」

「そんなに……おかしいですか!?」

　天地は熱が出てきたような気がして思わず額ひたいに手をやった。

　額はじっとり湿しめって冷たく、足元が頼たよりないのはどうやら貧血らしかった。

「どうしてこんなことが新聞に載のってるんです!?　エイプリルフールでもないのにピースサイン出して世界征服!?」

　途と端たんに天地は恐ろしい事実に気づいた。

「ちょっともう一回新聞見せて下さい！」

　阿重霞の手から新聞を引ったくると、問題の一行を探す。

「宇宙から来た神我巳さん（推定地球年齢22）……」

　今度こそ本当に血の気が引き、天地は新聞を持ったままソファに倒たおれ込んだ。

　宇宙から来た!?

　そんなことがごく普通に紹しよう介かいされるほどこの国は進んでいたってか？

　じゃあ、今まで苦労に苦労を重ねてこの宇宙人どもを隠かくし通してきた俺おれの立場は一いつ体たいどうしてくれるんだ!?

「どうしたんだよ、天地？　大丈夫か？」

「天地兄ちゃん顔色青いよ」

「そんなにショックだったんですの？」

　魎呼と砂沙美と阿重霞が折おり重なるように天地を覗のぞき込んだ。

「いや、いいんだ……俺が間違ってたみたいだ」

　天地はふらふらと立ち上がると、今まで避さけて通ってきた鷲羽わしゆうの研究室のドアを叩たたいた。

「おや、天地殿、おはよう」

　待ち構かまえていたようにドアが開き、鷲羽が顔を出した。

「どうしたの、青い顔して？　今日は重大発表があるんだけど」

「重大発表……ですか!?」

　天地はまたもや出で端ばなを挫くじかれて固まってしまった。

「スーパートルネード占いにね、今、世界を覆おおう黒い影っていうお告つげが出たのよ」

　鷲羽は研究室のドアを後ろ手に閉めた。

「だけどそれを阻はばむ光の戦士たちが現れるんだって。一体なにかしら？　あんまりデタラメなお告げばかり出るようならプログラムを組み変えなきゃとも思うんだけどね、天地殿なにか心当たりは……」

「まあ、それだわ!!」

　阿重霞が割り込んできて天地の手から新聞を取り上げた。

「ほら、ここにねるねる団って……あらごめんなさい、モスモス団でしたわ」

　鷲羽は新聞に顔を突っ込んで記事を吟ぎん味みしていたが、出てきた顔は正義の科学者そのものだった。

「やっぱり来たわね！　これでわたしのプログラムの正しさが証明されたわ！　許すまじモスモス団！　出いでよ正義の戦士たち！」

「鷲羽さん、本気ですか!?」

　天地はもう新聞を取り返す元気もなかった。

「あら、どうしちゃったの？」

　鷲羽はにっこり笑った。

「鷲羽ちゃんはいつでも本気よ。光の戦士って一体誰だれかしらね？　行きがかり上から言えば天地殿どのにぴったり……」

「やめてください!!」

　天地は慌あわてふためいた拍ひよう子しに後ろにいた阿重霞の足を踏ふんづけるところだった。

「俺、一いつ切さい知りません！　何があろうと一切関かかわりありません！　この家から一歩だって動きませんからね!!」

「残念だわ……」

　鷲羽は恨うらめしげに天地を見上げた。

「誰か黒い影を叩たたき潰つぶすひとが出てくれるといいわねえ。そうしないとこの国はモスモス団の天下になっちゃうわ。ま、それも運命って奴やつかしら」

「運命の話はやめて下さい……」

　天地は壁かべ伝づたいにカニ歩きし始めた。

「運命なんて言葉、聞きたくありません。運命は俺にもう一生分借かりがあるんじゃないですか？　これ以上俺の人生ややこしくしないで下さい。あと一言でも言ったら俺、ホントのホントに家出しますからね！」

　天地は後も見ずに逃げ出すと、階段を駆かけ上がって行ってしまった。

「可か哀わい想そうな天地様……きっと疲れていらっしゃるんですわ」

　阿重霞は階段を見上げ、そっとため息をついた。

「光の皇おう子じとは言え、わたくしたちいつも天地様に頼たよりっきりなんですもの。いくら天地様がお優やさしくても、たまにはゆっくり休みたいとお思いになって当然ですわ。では不ふ肖しようこの樹雷皇家第一皇おう女じよ阿重霞が……」

　ここで阿重霞はきっと顔を上げ、背筋を伸のばして秒読みに入った。

「天地様の替かわりに悪を打ち砕くだいてさしあげましょう!!」

「おお!?　阿重霞ちゃんエライ!!」

　鷲羽はヒノマルの扇せん子すを取り出し、エールを送った。

「誰か手伝おうって勇気のある人はいないの？　鷲羽ちゃん全面的にバックアップしちゃうわよ。対抗上あと一人二人欲しいんだけど、どう？　プリティサミーちゃん？」

「ええ～砂沙美!?　この前も言ったような気がするけどなあにプリティサミーって？　砂沙美、怖こわいのやだなー」

「あたしがリーダー!!」

　魎呼は阿重霞の向かいに立つと、鼻の穴を膨ふくらませてふんぞりかえった。

「おめーが隊長とか言ったら降おりるからな。神我巳をぶっとばしてくりゃいいんだろ？　簡単じゃん」

「暴力はいけません!!」

　阿重霞は敢かん然ぜんと受けて立った。

「単なる暴力なんてヤクザさんと一いつ緒しよですわ。わたくしたちは身も心も美しい乙おと女めなんですもの、愛の力で悪を懐かい柔じゆうするんですの」

「なんだ、懐柔って？」

「まあ、鷲羽ちゃん嬉うれしいわ。朝ごはんでも食べながらゆっくり相談したら？　ギャラクシーポリスのお二人さんも呼んであげると喜ぶかもよ」

　鷲羽はヒノマル扇子をひらひら振りながら研究室に退たい散さんして、ドアが閉まったとたん、涙が出るほど笑いこけた。

　階段の上では天地が手て摺すりにしがみついたまま、虚うつろな目をして階下を見下ろしているのだった。

「陰いん謀ぼうだ……これが陰謀じゃなきゃこの世は異次元になっちゃったんだ……鷲羽さん、今度は一体なにを考えてんですか!?」

　しばらく経たつとジョージが姿を現して、いつものようにごはんの支し度たくを始めた。

「天地さん！　今ワイドショーでモスモス団のことやってますよ。人気急上じよう昇しようだそうです」

「天にましますやおよろずの神よ！」

　天地は思わず柏かしわ手でを打って目を閉じた。

「俺、こんな人生が続くなら、もう人間やめます！」

　そのとたん、天地の脳裏に［大だい凶きよう］と書かれたおみくじが降ふってきた。








第十章　Ｍ・Ｏ・Ｓ団、通称モスモス団は……









　Ｍ・Ｏ・Ｓ団、通つう称しようモスモス団は正式に活動を始めた。

　奈々子の下宿（六畳一間にミニ・キッチン）から総社駅近くの雑ざつ居きよビルに本ほん拠きよを移し、制服も秘密結社のテーマも決まって実じつ働どう部隊組織も整ととのった。

　もちろん鷲羽のハエ型スパイアイも一いつ緒しよに引っ越したのだが、相変わらず誰だれも気づいていない。

　本当はそこに至いたるまでの道どう程ていがまた大おお騒さわぎだったのであるが、これだけ各方面から人が集まればやることも早い。

　制服やモスモス団のマーク、ステッカーやＴシャツなどが決定され、生産ラインに乗せられていく様子はまるで魔法のようだった。

「じゃ、奈々子先せん輩ぱい、あたしたち行ってきま～す♡」

　ペールブルーに銀と白抜き文字でモスモス団のマークとロゴの入ったチビＴを着た少女たちが声を揃そろえた。

　ボトムはシンプルに黒のミニスカ、足元は思い思いのハイテクスニーカーでどこかのキャンペーンガールのようである。

「はあい、行ってらっしゃ～い」

　奈々子はにっこり笑って手を振ふった。

「神我巳総そう帥すい、こっち向いてくださ～い……きゃ～～！　ス・テ・キ♡」

　少女たちは大騒ぎしながら本部を出て行った。

　実際彼女たちはキャンペーンガールなのであった。

　あちこちの商店街に行って、モスモス団のチラシを撒まいたりテーマ曲に合わせて踊おどったりするのである。

「ねえ忍、［どこでも踊りＭＡＸ］ってネーミング、ダサいじゃん？」

「彼女たちが勝手に決めたんだけど。いいじゃん、分かりやすくて」

　奈々子はふうっとため息をついて本部を見回した。

「これ、夢じゃないのよね？」

　ハイテク・オフィス風のデスクの後ろにはモスモス団の大きな旗が掲かかげられ、絨じゆう毯たんはふかふかで昼寝ができそうだった。

「奈々子さん、僕、何をしたらいいんでしょう？」

　窓際に立って、絵になりきっていた神我巳が振ふり向いた。

「あんまりいっぺんにいろんなことが起こったもんで……世界征せい服ふくって、これでいいんでしょうか？」

「うーん……それなのよねえ」

　奈々子はだらしなくデスクに片足を跳はね上げ、肘ひじつきチェアの背もたれに寄っかかった。

「ほら、あんまりいろんな人が来てさ、プロの人や企き業ぎようのおっさんや商店街のおやじや若いのから近所のじいちゃんばあちゃんまで集まって、どんどんいろんなこと決めてくんだもん。あたしがちょっとこんなのいいなーとか、こんな感じとか言うとあっと言う間にそれがホントになっちゃうの。で、はっと気づいたらこーんな広いとこで、こーんなふうになっちゃったわけ。今だって、下の事務所で何がどうなってんだかさっぱり分かんないし、電話番は勝手に受け付けて勝手に振り込み用紙送ってるし、なんかの会議とかなんかの企画とかワケ分かんないものが進行中なのよ」

「楽でいいじゃん。まわりがみんなやってくれるし、オレたち一いつ銭せんも出さなくてどんどんひとも金も集まってくるし」

「で、それはどこにどうなってるわけ？　あたしこんなのヤだ！　なんかみんなお祭りやって楽しんでるのにあたしたちだけぼんやり座すわってんのよ。このでーっかいイベントが終わったら、みんなお疲れさまでした～って解かい散さんして、あたしたちまた元の下宿に逆戻り？　それってイミないと思う！」

「資本主義に征服されちゃったのかな、オレたち」

「ううん、カモになってるの。最初ほら、みんな集まってくれたり声かけてくれたりした時はラッキー！　カモネギって思ったけど、よおく考えてみるとあたしたちダシなのよね。ねえ神我巳、あたしが言ったこと覚えてる？　どっかの雑誌の取材でさ、あたしたちもっともっとビッグになってグッズなんかバカ売れのちょー有名人目指したいと思いますって大おお風ぶ呂ろ敷しきこいたわけ。そしたらホントにそうなりかかってるじゃない？　ちょっとねー、イージーだと思うのよ。ヘン。嬉うれしくない」

「僕、世界征服ってもっと大変なのかと思ってました」

　神我巳は考え考え言った。

「父の言ったように一歩一歩まわりの町を征服して手中に収めて行って、やがてこの星すべてを手中に入れた時、初めて世界を征服したと言えるんじゃないかって」

「そんなことやってたらオレたち年とって死んじゃうぜ。オレの考えた世界征服っていうのはさ、オレたちファッションリーダーになって回り中みんなオレたちに夢中になって、金がじゃんじゃん入ってくるってやつ。でも、実際そうなってみるとつまんないな」

「所しよ詮せんサルよね、あたしたちって」

　奈々子はため息をついて天井を見上げた。

「なんかー、回されてる方は楽しくなくって、回してる方は笑いが止まらないってヤツ？　そうよ!!」

　奈々子はがばっと起き上がった。

「あたしたちが楽しくないとなんのイミもないのよ！　神我巳、あんたは敵かたき討うち。忍、あんたは作戦立てる。ホントの世界征服やるのよ。悪あく逆ぎやく非ひ道どうな作戦立てて、どうしたってあんたが言ってた樹雷の皇子様が出てこなきゃならない状況を作るの。盛り上がるわよお。血が凍こおるわよお。そう、ヒーローのいない世界征服なんてサルでもできるわ!!」

「奈々子……」

　忍は感動した。

　感動したついでに、いつもまわりに人がいたせいでこのところずっとできなかったことをした。

　忍は奈々子を引き寄せると、パールピンクの唇に一週間分の愛をこめてキスしたのである。

「いいなー……」

　神我巳が思わず呟つぶやいたとたん、ノックの音がした。

「はあい、Ｍ・Ｏ・Ｓの皆さ～ん。お手伝いにきたわよ」

　ドアが開いて顔を出したのは、いつぞやの黒マントの占うらない師しだった。

「今、悪逆非道な世界征服の話してなかった？　そういうことならこのわたし、謎なぞの占い師ＷＡＸちゃんにお任まかせ！　楽しい作戦立ててちょうだいな。メカから怪かい人じん、改造人間にロボット、秘密兵器や移動装置までな～んでも作っちゃうわよ。で、ご注文は？」

　謎の占い師はフードの下でにやりと笑った。

「で……出たわね、怪人!!」

　奈々子は忍の手をひしと摑つかんだ。

「失礼ね、怪人じゃなくって謎の占い師よ。ＷＡＸちゃんって呼んで♡」

「君……やっぱり人間じゃないな？　一体何者なんだ!?」と、神我巳。

「どうしても見たい？　どうしても？　ど～おしても??」

　占い師がフードを跳はね上げると、赤い髪の少女が現れた。

「神我巳ちゃん、地球にいる宇宙人は君だけじゃないのよ。わたしが元がん祖そプロフェッサー、宇宙一の天才科学者、鷲羽ちゃんなの！　もっとも君は知らないでしょうけどねえ」

「知らない……だけどなんだか聞き覚えがあるような気がする……ダメだっ、僕はメカ音おん痴ちなんだっ」
















「悩まない悩まない」

　鷲羽は素そ知しらぬ顔で神我巳を慰なぐさめた。

「大体君は悩み過ぎよ。あ～あ、親子二代に亙わたって面めん倒どう見るはめになろうとは……」

「え!?」

「あ、何でもないの。こっちの話……」

　鷲羽は後ろ手に手を組み、本部を見回した。

「もうちょっと秘密結社らしくなると思ったんだけど、まいっか。それじゃ、作戦会議を始めましょう」

「は、はい……」

　奈々子と忍は圧あつ倒とうされたまま、頷うなずいた。




　さて、天地の替かわりに悪を叩たたく！　と盛り上がった阿重霞たちは、揃そろいの衣い装しようや決め台詞ぜりふまで作って待っていたが、その後何にも事件が起きなかったのであっと言う間に盛り下がってしまった。

　盛り下がった替わりに何をやっていたかというと、雑誌を見たりグッズを買いに行ったりしてモスモス団の追っかけをやっていたのである。

「このチビＴ可か愛わいい！　今度シールとか世界征せい服ふく鉛筆とか出るといいなー」と、砂沙美。

「ふりかけとかオマケつきチョコとかカードなんかも出ると嬉うれしいですぅ」

「神我巳って、こうして見ると美形よねー。これで性格がこんなに変へん態たいじゃなかったら良かったのに」

　なぜかミホキヨもちゃんと参加しているのであった。

「こいつアホだぜ、単なるアホ。神我人そっくりなツラしやがって、頭痛くなるぜ」

「最近ホームページもできましたわよね。誰だれが作っていらっしゃるのか分かりませんけど、センスいいですわよ」

　阿重霞はほうっとため息をついた。

「ご商売ばかりしてないで、早く何かおやりになればいいのに」

「おンや？　樹雷皇家の姫君はこういう弱っちいのがお好み？」

　魎呼はにんまり笑った。

「おめー、ホントは神我巳に会いたいんじゃねーの？　カガミよカガミ、カガミさ～ん、なんちて」

　阿重霞は一言も言わずに魎呼の後ろ頭をぶん殴なぐった。

「そういう下品なダジャレは耳が腐くさりますわ！　魎呼さん、あなた何を誤ご解かいしてらっしゃるのか知りませんけどね、わたくしは天地様の替わりに……」

「ひと目～ひと目～、一目でいいから逢あいたいのォ～♪」

「魎呼さん!!」

　阿重霞は耳まで赤くなってふるふると震ふるえていたが、ぷいと立ち上がり、居間を出て行った。

「わたくし……天地様のことを思って……」

　胸の奥がきゅっと痛み、喉のどが詰つまった。

　情なさけないやら腹立たしいやらで、気持ちは混乱するばかりである。

「天地様ったら、この頃ちっともお声をかけて下さらないんですもの……そんなに避さけて通らなくても良いでしょうに」

　涙を見られぬよう、阿重霞はそっと玄関に降おりた。

　郵便物を取りに行くのはいつも阿重霞の役目なのである。

「あら？　差さし出だし人にんが……」

　阿重霞は火か美み猛だけから手紙を受け取ると、首を傾かしげた。

　何の変へん哲てつもない白い角かく封ぶう筒とうには表書きだけ、柾まさ木き天てん地ち様、とある。

　女の直感が働いて、阿重霞は考えるより先に封を切った。




「拝啓　柾木天地殿





我々Ｍ・Ｏ・Ｓ団はいよいよ世界征服に着手する。

本日夕刻、総そう社じや駅付近で誘ゆう拐かい大作戦だ！

謹つつしんでヒーローのおいでを願う。







Ｍ・Ｏ・Ｓ団総そう帥すい　神我巳　拝はい」






「んまあ……」

　阿重霞はたった今まで自分が涙ぐんでいたことなど、すっかり忘れ去ってしまった。

　慌あわてて玄関まで走る。

「大変ですわ！　モスモス団から挑ちよう戦せん状じようが届とどきましたわよ！」

「なに、挑戦状!?」

　間かん髪はつ入れず魎呼が顔を出した。

　やっぱりこの二人は息が合っているとしか言いようがない。

「面おも白しれえ……行ってやるから首洗って待ってな！」

　空間移動しようとした魎呼の髪を阿重霞がはっしとつかんだ。

「まだ午前中ですわよ。行くんなら畑にいらっしゃる天地様のところにこのお手紙を見せてきてちょうだい」

「よっしゃ、分かった」

　魎呼は封筒をつかむと今度こそ姿を消した。




「天地ィ～～」

　ニンジン畑に出現した魎呼は封筒を持ったまま天地の首に腕を回し、誰も見ていないのを幸い、ほっぺに派手なキスをお見み舞まいした。

「わッ……」

　山猫に襲おそわれたような気分である。

「魎呼、そういうのはナシだって言っただろ？　どうしたんだよ？」

「天地ィ……これっ、ラブレター」

　魎呼は中学生のようにもじもじと恥はじらいながら真っ白な封筒を渡した。

「ラブレター？　手紙も書いたことないクセに冗じよう談だんこくなよ」

　封筒が既に開封されているのを見て、天地は訝いぶかしげに眉まゆを寄よせた。

「ま、似たようなもんだとあたしは思うけどな」

　天地は中の挑戦状に目を通すと、何も言わずに元通り魎呼に返した。

「悪いけど、俺、これに関しては一切ノータッチ。どうせ阿重霞さん、開けて見たんだろ？　じゃ、俺の替わりに頼たのむよ」

「やっぱね。そう言うと思ったぜ。一いつ緒しよに遊んじゃえば怖こわくないのになー」

「いいの。俺はそういう遊びはダメなタチなの」

　天地は意い固こ地じに鍬すきを取り上げ、畑仕事を再開した。

「おめーってそういうとこ妙に意地っぱりなんだよな。でも愛してるぜ♡」

　魎呼はニパッと笑うと反対側の頰ほおにキスした。

「あたしも実言うとどーでもいいんだけどよ、お楽しみを見み逃のがすのはガマンならねえのさ。阿重霞にはよろしく言っとくよ」

「うん……あんまり派手にやるなよ。引っ込みつかなくなるから」

　付け加えた時にはもう魎呼は消えていて、天地はどっと疲れた気分だった。

「意地でも行かないからな。真まっ当とうな人生を死守するからな。猿回しの猿みたいに踊おどらされてたまるか」

　天地は意地になってニンジン畑と格闘していたが、突然鍬をほうり出すと土の上に腰を下ろした。

「鷲羽さん。裏で糸引いてんの、鷲羽さんだろ？　この前の俺の誕生日もそうだったよな。ヴァーチャル・なんとか・システムでおかしなことになったの覚おぼえてるぜ。聞こえてるだろ？　俺はね、そういうのイヤなんだ。機械の力でひとを思いどおりにして満足するなんて邪じや道どうだよ。俺、別に思いどおりにならなくていいから、自分の力でやりたいの。神我巳さんだってあいつ、真ま面じ目めそうないい奴やつだったのに、弄もてあそんでるとしか思えないぜ。あんまりやってると俺、神我巳さんにばらすからな。こんなこと早くやめてくれよ！」




「ご主人様もお人が悪い……」

　研究室の留る守すを預あずかるジョージは、サブモニターに向かって呟つぶやいた。

「元々マッドなお人ひと柄がらとは言え、世界征服のお手伝いをなさるなんて、鬼き畜ちくと呼ばれても知りませんよ。まあ、神我巳さんは神我人の息子さんですし、ご縁えんがあって放っとけないのは分かりますがね、そういうお人柄のせいで科学アカデミーを追放されたんじゃありませんでしたか？　まあ、契けい約やくを交わした時から諦あきらめましたけどね、私たちロボットには三原則というのがありまして、人間を傷つけたりしてはいけないんですよ。天地さんを見ていると私は胸が痛みます……端たん的てきに言えば、気が咎とがめるのです。ご主人様のヴァーチャル・リアリティ・システムには、地域限定とは言え現実を変へん貌ぼうさせる威い力りよくがありますからねえ……地球人にとってはまさしく魔法そのものですよ」

　ジョージは胸むな騒さわぎを覚え、鷲羽ちゃんのスーパートルネード占いでプログラムを確かく認にんした。

　本日の占いには悪魔の星を表わす晴せい明めい紋もんと、光の戦士を表わすらしい天使の輪が輝かがやいていた。

「まさか……ご主人様が悪魔の星ってことはないでしょうね!?　占いは本人に関することは分からないって言いますけど」

　だが、もしそうだったとしても、今さら何ができようか？

　ジョージはロボットらしからぬため息をついた。

「ご主人様……どうぞ、良き魔法使いになって下さいね」








第十一章　総そう社じや駅前は塾じゆくに向かう……









　総社駅前は塾に向かう小学生、中学生が小さな群むれをなして歩いていた。

　夕刻は主婦や勤め人や学生がブラウン運動のように交まじり合うひとときである。

「遅いわねえ……」

　ピンク、ブルー、イエロー、ホワイト、パープルのカクテルドレスを着た阿重霞たちは路ろ地じから顔を出して表通りを窺うかがった。

　カクテルドレスは膝ひざ丈たけで、ふわりとしたシフォン生地がサテンの生地の上に二枚合わせの花びらのように重なっている、レトロなスタイルだ。

　上はノースリーブだが、肘ひじの上まである純白の手袋をつけ、ドレスと同色のサテンのリボンを髪に結んで、60年代のバービー・ファッションのようである。

　もちろん、このドレスに決まるまで紆う余よ曲きよく折せつあったが反対意見は魎呼だけだったので押し切られてしまったのであった。

　ちなみにピンクが砂沙美、ブルーが魎呼、イエローが美星、ホワイトが清音、パープルが阿重霞である。
















「挑ちよう戦せん状じようだけ出しといて、すっぽかすつもりかしら？」

　と、雑ざつ踏とうの中に突然銃じゆう声せいが響き、モスモス団のテーマが流れ始めた。

　銃声はしたが、誰だれも倒たおれなかったところをみると、効果音だったようである。




　Ｍ・Ｏ・Ｓ　街角で交差点で　いま出会った

　君も知らないもうひとりの自分

　Ｍ・Ｏ・Ｓ　世界の隅すみで真ん中で　いま微ほほ笑えんでる

　誰も知らないもうひとつの真実リアル




　愛って言われても希望って言われてもピンと来ないけど

　自分でつかまえたモノは名前がなくても輝かがやくんだね

　名付けない　閉じ込めない　追いかけない

　でも信じてる　出会う日が来る　飛び込んでくる……




　ダンサーの少女たちと一いつ緒しよに神我巳と奈々子と忍が現れた。

　けっこう練習したらしく、ダンスはぴったり息が合っている。

「君にしようかな！」

　奈々子が塾のカバンを持った小学生を捕つかまえた。

「モスモス団でちょーカッコいい改かい造ぞう人間にしちゃうわよ」

「えっ、僕？　やったー！　これで塾行かなくていいや」

　男の子は大喜びでジャンプした。

「お嬢さん、Ｍ・Ｏ・Ｓにご招しよう待たいします」

　神我巳はＯＬらしき若い女に向かって一礼した。

「さあ、お手をどうぞ」

「えっ、私？　まあ……」

　女はうっとりと神我巳を見上げ、そっと手を預あずけた。

「他に誘ゆう拐かいされたいひと、いますか～？　Ｍ・Ｏ・Ｓで生まれ変わりたいひと、どんどん来ちゃってくれよ！　まとめて面めん倒どうみちゃうぜ！」

　忍が手を振ふったので、やじ馬がどっと移動しだした。

「今、この魔法陣じんの中に入ったひとには不思議なことが起こるんだ。Ｍ・Ｏ・Ｓ団の磁じ場ばの中では何でもできる！　奇き跡せきが起きちゃう！　目を閉じて、心を澄すませて、不思議を信じて。カウントダウン、スタート！」

「10・９・８・７・６・５・４・３・２・１……ブレイク！」

［どこでも踊りＭＡＸ］が声を揃そろえた。

　途端にしゅうぅぅぅッと光が螺ら旋せんを描き、魔法陣の中にいる人々を包み込む。

「おお～～!?」

　魔法陣の中にいた老ろう若にやく男なん女によはあっ、と思う間にモスモス団になってしまった。

　神我巳、忍、奈々子のスクランブル交差点である。

「僕、奈々子さんになっちゃった！」

　かん高い声が叫べば、嗄しわがれた声が答えた。

「ワシもこれでナイスバディじゃ！」

「あたしったら、美形だわ～」

「まあ、私もなんですよ」

「あら？　あらら？　あららら？」

　路地から飛び出した阿重霞たちは混乱して回りを見回した。

　どれが本物の神我巳たちか区別がつかないのである。

「モスモス団、卑ひ怯きようよ！　これじゃ誘拐作戦じゃなくて、攪かく乱らん作戦じゃないの。本物はどこなの？」

　三十人の奈々子と、三十人の神我巳と、三十人の忍が一いつ斉せいに笑った。

「あたしよ～あたしよ～あたし～」

「オレだぜ～、ここだぜ～、分かるかい～？」

「僕はここですですです……君たち一体何者～??」

　またまたどっと笑い声が起きた。

「わたくしたちは正義の戦士、プリプリキューティドールよ！　世界の平和を守るために一週間前から待たい機きしてましたの。モスモス団、悪あがきはおよしなさい！　世界征せい服ふくなんて絶対許しませんわ!!」

「ぷりぷりドールなんて知らねーなー！」

　見み得えを切った阿重霞にニセモノたちが叫び返す。

「そりゃ知らないですわよねぇ。私たち今来たばっかりなんですもん」

「あらら……」

　肝かん心じんなところで必ずボケる美星である。

「とにかく！　本当のこと言わないと、みんなタイホしちゃうわよ」

「おまえら、ケーサツか～～～！」

　30×３で計90人のツッコミが返ってきた。

「どうする、阿重霞お姉様？」

「どうしたらいいのか分かりませんわ」

「うっとおしい奴だな。端はしからみんなぶん殴なぐってみりゃ分かる……」

「正義の戦士が先に暴力ふるったら洒落しやれにならないですぅ」

「ああ、こんな時天地様がいてくれたら……」

　この場合、いても別にしょうがないと思うのだがそれはさておき。

「それじゃあこれからみなさんを誘拐しますので、私たちについて来て下さあい」

［どこでも踊りＭＡＸ］の誘ゆう導どうに従って、奈々子の一団と神我巳の一団と忍の一団がぞろぞろ歩きだした。

「ちょっと待って！　あなたたち、ホントにそれでいいの!?」と、清音。

「どうしていけないの？　憧あこがれの人になれて、あたしホントに幸せだわ。プリプリドールさん、邪じや魔ましないでね」

　神我巳の一団から女の声が返ってきた。

　モスモス団恐るべし。

　彼らは自ら望んでモスモス団の手中に堕おちたのである。もはやなす術すべのない阿重霞たちは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすのみであった。

「ねえお姉様、砂沙美たちもうやることないよ。帰る？」

　砂沙美は何となく羨うらやましそうに誘拐希望者たちを眺ながめた。

　きっと向こうの方が面おも白しろそうだと思っているに違いない。

「何なのよ!?　ひとがせっかく来てやったのに！」

　阿重霞はぷりぷり怒っている。

　と、いうわけで初戦は阿重霞たちの完かん敗ぱいなのであった。

「やっぱり出て来なかったわね、天地殿は」

　そんな阿重霞たちの様子を街の一角からじっと見ていた謎なぞの人物がいた。

　小さなテーブルと水すい晶しよう玉だまを前に、黒マントを着た占うらない師しである。

「まあ気長にやりましょうかね……」

「ねえねえ、あそこにヘンな人がいて、私たちのことじっと見てますぅ……」

　退たい屈くつした美星は小こ柄がらな占い師を指さしたが、清音に却きやつ下かされてしまった。

「占い師なんてどこにでもいるわよ。さ、もうバイトの時間だわ」

　プリプリキューティドールたちはぞろぞろ歩きだした。




　翌日。

　柾木家の郵便受けに二通目の挑戦状が届いた。




「拝啓　柾木天地殿





昨日は目の保養をさせて戴いただいて御お礼れい申し上げる。

だが我々の計画はこんなものではないぞ。

今度はお昼休みの商店街で人間浮ふ遊ゆうガスだ！







Ｍ・Ｏ・Ｓ団総帥　神我巳　拝」






「また来ましたわよ！」

「おう、来たか！」

　昨日の今日であるが、朝から柾木家の居間にたむろして待たい機きしていた正義の戦士たちは、挑戦状の［お昼休み］という言葉に色めき立った。

「もうあんまり時間がないじゃありませんの！　みなさん、急いで支度なさって下さいな」

　阿重霞たちがばたばたと総社市の商店街に駆かけつけた時には、神我巳たちのすがたも［どこでも踊りＭＡＸ］の姿も、ついでに市民の姿もなくて通りはがらんとしていた。

「あれ？　誰もいないよ？」と砂沙美。

「そんなはずありませんわ。挑戦状にはちゃんとお昼休みって……」

「やっほー！　みなさん、遅おそかったわね」

　頭の上から奈々子の声が降ふってきた。

　阿重霞たちがぎょっとして見上げると、電信柱より上の空間は空中散歩する人たちでごった返しているのだった。

「残念でした。ガスはもうなくなっちゃったわよ～。そこで指くわえて見物してなさいね～」

　奈々子は笑いながら［どこでも踊りＭＡＸ］の少女たちを引き連れて、空中を滑すべるように行ってしまった。

「おちょくりやがったな！」

　魎呼は憤ふん然ぜんと地面を蹴けって浮き上がった。

「待て、この女！　人間のくせに空なんか飛びやがって、許せねえ！」

　魎呼は空中を気持ち良さそうに漂ただよっている背広姿のサラリーマンを突き飛ばして後を追った。

「あっ、あのお姉ちゃん、空中浮遊ガスもないのに飛んでる！」

「いけないんだー。ズルしちゃいけないんだー」

　近所の幼よう稚ち園えんから来たらしい子どもたちが口々に叫さけんだ。

「みなさん、危ないからこっちにいらっしゃい」

　幼稚園の先生らしい若い女は、おにぎりを片手に魎呼を追いかけようとした園児二人をつかまえると、輪の中に連れ戻した。

「魎呼さん、行っちゃいましたねー」

　美星は本当に指をくわえながらお弁当を食べている園児たちを見上げていたが、思いついたように振ふり向いた。

「で、どうします？　私もオナカ空いたんですけどぉ……」

「あんたって子は！」

　清音はツッコミを入れようとしたが、いまいち迫力が欠けている。

「魎呼さんに任まかせてお弁当でも買いに行きましょう」

　阿重霞はとぼとぼと歩きだしたが、あいにくスーパーもお総そう菜ざい屋さんもほかほか弁当も、店員がいないので何も買えないのだった。

　飲食店は開いていたが、客も店員もみな空の上で、注文を取りに来る人間も残っていなかった。

「お姉様、さっきのスーパー行ってお弁当もらってこようよ。お金はあとで払えばいいじゃん」

「そんなことしたら、ドロボーって言われるに決まってますわ！　結構です、わたくし、みなさんが降おりていらっしゃるまで待ちますから」

　阿重霞は眉み間けんに皺しわを寄せて言い返したが、考えているうちにどんどん腹が立ってきた。

「あなたがた、恥はずかしくないんですの？　まっとうな人間なら空を飛んだりしないでちゃんと地面に足をつけて立ってるべきですわ！　モスモス団の言いなりになったりして、後で恐ろしいことになっても知りませんわよ！」

「君たち、何を怒ど鳴なってるんだね？」

　上うわ着ぎを脱ぬいで昼寝中だった不動産屋のオヤジが目を覚さました。

「空中浮ふ揚ようは三十分でおしまいだそうだ。いいじゃないか。別に実害があるわけじゃなし。俺は子どもの頃から空を飛ぶのが夢だったんだ。二番目の夢は雲の上で昼寝することだった。モスモス団は偉大だよ！　君たちもお願いしてみたらどうかね？」

「放っといて下さいな!!」

　阿重霞はぷりぷりしながら怒鳴り返した。

「いいなー……砂沙美も空、飛びたいなー。魎呼お姉ちゃんだけ、ずるいよ」

「砂沙美！」

　ミホキヨは顔を見合わせた。

「確かにアタシたち、こんなところで怒鳴ってても間抜けに見えるだけだわ」

「この街のひとたちって、みーんなモスモス団の味方みたい」

「征服大だい歓かん迎げいってわけ？」

「そうそう。きっと、私たちのこと邪じや魔まだと思ってるんじゃない？」

　空の上ではまさしくその通りのことが起こっていた。

「どういうつもりなんだよ、神我巳!?　おめーの世界征服って、おちゃらけてるだけか？」

「僕は真ま面じ目めにやってるつもりなんですが」

　神我巳は不思議そうに魎呼を眺めた。

「どうして浮遊ガスもないのに飛んでるんです？　もしかして君も地球人じゃないんですか？」

「ったりめーよ。おめー、宇宙海かい賊ぞく魎呼の名を知らねーのか？」

「知りません」

　神我巳があっさり答えたので、魎呼は空中でコケそうになった。

「邪魔だぜ、ねーちゃん。うるさいからあっち行ってくれよ」

　魎呼たちのそばでラジオを聞いていたどこだかのオヤジが怒鳴った。

「そうよそうよ。あなた、プリプリドールとか言うんでしょ？　わたくしたち、好きでやってるんですから放っといてちょうだい！」

　中年のご婦人方がポットとサンドイッチを持ってピクニックしているのだった。

「るせえっ。あたしは今大事な話をしてんだ！　てめーらこそどっか行きやがれっ」

　中年のご婦人方は色めき立った。

「まあッ、下品ですこと！　モスモス団の方がよっぽど紳しん士し的ですわ！」

「やあねえ、言い掛がかりつけちゃって」

「見てごらんなさい、あのみっともない髪！　逆立っちゃって」

「……うるせーからあっち行こうぜ、神我巳」

　地球暮らしが長い魎呼は経験上、この手の集団に対抗するとコテンパンにされるのを知っているのである。

　魎呼と神我巳はビルの屋上に移動した。

　途と中ちゆうでやってきた奈々子と忍も一いつ緒しよである。

「あたしゃ別に好きでこんなカッコしてんじゃねーけどよ。阿重霞のヤツが盛り上がっちまってよォ、行きがかり上ってヤツ？　だけどおめーらがマジメにやらねえから戦いようがないじゃん。悪の秘密結社で世界征服っつったらフツー、無差別殺人とかテロとか、ダムに毒入れるとかすんじゃねえの？　どっかの誰かさんみたいによお。タレントみたいにキャンペーン張ってイベントやってんじゃねえよ。女子ども喜ばしてどーすんだよ？」

「ええー、好かれちゃいけないの？　あたしたちだってここで暮らしてんのよ。爪つま弾はじきにされたらやって行けないじゃん。それよかみんなに楽しんでもらって、協力してもらった方がお得だわ。ちょっとアンタ、そのダサいカッコどうにかなんないの？」

　奈々子は鼻に皺しわを寄せて魎呼の衣い装しようを眺ながめ回した。

「オレたちバカじゃないもんね。家電だって何だって決定権を握ってるのは女子どもなんだぜ。好こう感かん度ど上げとけば受け入れ方が違うだろ？　オレたち、もうこの街は征服しちゃったと思うね。で、これが段々口コミで広がってくってわけ。ここでしかイベント見れないとか、グッズ買えないとかすれば、街起こしにもなるしね」

　忍は鷹おう揚ように手を広げ、商店街を見下ろした。

「だけど、おまえのとこにいる天地ってヤツ、いつ出てくんだよ？　光こう鷹おう真しん剣けんとかいうスッゲエ技わざが使えるっていうから、オレたちわざわざ挑戦状送って待ってんだけどなー。それとも女のスカートに隠れて、自分は見てるだけってヤツ？」

「う……」

　魎呼は詰つまった。

　このままいけば天地を連れてくるハメになるのは目に見えている。

「あのなー、天地はな、今までハンパじゃない戦いしてんだぜ。こんな遊び付き合うほどヒマじゃねえんだ。おめーら、天地のこと引っ張り出してどうしようってんだよ？」

「さあな、オレたちなんたって世界征服目指してるんだからな。早く来ないと挑戦状公開しちゃうぜ。そしたら笑われるのはどっちかなー？」

「……くそッ」

　魎呼はとうとうハメられてしまった。

「じゃあ連れてきてやるよっ。挑戦状叩たたっ返してやるぜ。みんなの目の前でどっちが勝つか勝負してやろうじゃないか！」

「じゃ、決まりだな。三日後の日曜、大イベントやるぜ。［知られざるヒーロー天地ＶＳみなさまのアイドル、モスモス団］！　しっかり伝えとけよ」

　忍はそこで時計を見ると、ふわりと浮き上がった。

「みなさーん、そろそろ昼休みも終わりだぜ。今からカウントするから心の準備しとけよ。じゃあ、行ってみようか～？」

「10、９、８、７、６、５……」

［どこでも踊りＭＡＸ］が拡かく声せい器きでカウント・ダウンを始めた。

「４、３、２、１……ブレイク・アウト！」

　その瞬間、浮遊していた人々が石ころのように落下し始めた。

「きゃ～～～～～～!!」

　悲鳴の大合唱が起こり、街は大だい惨さん事じになるかと思われた。

　もちろん、その悲鳴の中には空を見上げている阿重霞たちの分も含まれている。

「モスモス団、助けてぇ～～～～!!」

　と、地面に激突する寸前、人々の体がぴたりと止まった。

　一瞬遅れてふわりと足がついた。

　嵐あらしのような拍はく手しゆと歓かん声せいが上がり、忍と奈々子と神我巳はビルの屋上から手を振って答えた。

「今度は三日後、日曜に大イベントだぜ～～。おバカなプリプリキューティドールズと、もうひとり、すっげえゲスト呼んじゃうぜ。みんな、モスモス団事務所前の掲けい示じ、しっかりチェックしてくれよな～～」

「オッケーさ～～～!!」

　いつの間に結成されたのか、神我巳たち三人のコスプレをした親しん衛えい隊たいが阿重霞たちの目の前で怒鳴り返した。

「行こうぜ、阿重霞」

　険けわしい顔の魎呼が現れた。

「チクショー、あいつらにうまくハメられちまったぜ」

　こうして二戦目の戦いもモスモス団の圧勝に終わり、阿重霞たちは空すき腹ばらを抱かかえたままとぼとぼと帰路についたのであった。

「ふっふっふ……どうやらうまくやったみたいだわ」

　小さなテーブルと水晶玉を前に、黒マントを着た鷲羽は密ひそかにほくそ笑んだ。

「作戦勝ちって奴ね。やっぱ鷲羽ちゃん、天才だわ」

　その様子を目に留とめたのは、またまた美星であった。

「ねえねえ清音ちゃん、あの占い師さん、またいるよ？」

「いたっていいでしょ？　どうしてそんなに気になるのよ？」

「だってあの赤い髪、どっかで見たような気が……」

　清音がはっと振り返ると、テーブルも水晶玉も、占い師ごと消え失せるところだった。








第十二章　柾まさ木き家に戻った阿あ重え霞かたちが……









　柾木家に戻った阿重霞たちがやったのは、取り敢あえず昼ごはんを食べることだった。

　ジョージがカレーを作っておいてくれなかったら、飢うえて不ふ機き嫌げんになったプリプリキューティドールたちは大変なことになっていたに違いない。

　それでなくても阿重霞たちは、二日間バカにされたせいで怒いかりまくっているのだった。

「天地様！　わたくしもう、モスモス団におちょくられるのはうんざりですわ！」

　阿重霞が喚わめいた。

「やっぱ、おめーが出ねえからコトが収おさまんないんだよ」と、魎呼。

「砂沙美、毎日お出で掛かけできて嬉うれしいけど、家か事じがたまるのヤだなー」

「アタシたちもバイトがあるし……」

「でもでも、面おも白しろくていいんですけどぉ」

　清音に変なフォローを入れたのはもちろん美星である。

「俺おれ、代わりに行ってくれなんて頼たのんでないぜ。そんなにイヤなら行くのやめればいいだろ？」

「天地～～～～」

　語尾は様、さん、兄ちゃん、呼び捨すてなど様々だが、全員が恨うらめしげな声を上げた。

「そういう言い方ってないと思いますわ。わたくし、天地様がお気の毒だと思ったから引き受けて差し上げましたのに……」

「めんどくせえからまとめてぶっ飛ばして来よっかなー。大体、モスモス団とかプリプリキューティドールとか、どうして名前までみんなおちゃらけてんだよ？　帰ってきた恐怖、宇宙海かい賊ぞく魎呼さまがいりゃあ世界征服なんて一発なんだけどな」

「そういうこと言うとアタシたち、ギャラクシーポリスの敏びん腕わんコンビが黙っちゃいないわよ！」

「ああ～もう、お姉ちゃんたちケンカしてどうするの？　なんか砂沙美たち、チームワークめちゃくちゃだよお……」

「で、俺にどうして欲しいんだよ？」

　天地はため息をついた。

「正義のヒーローになって悪を倒せってか？　冗じよう談だんこくなよ。みんな喜んでるとこに出てって、恥はじかくのはゴメンだね。俺、絶対出て行かないからな。鷲羽さんにでも頼たのんでみたらどうだ？」

「それが、そーいうワケにも行かねえんだな」

　魎呼はムスッとして言い返した。

「あたし、あいつらと言い合ってて約束しちまったんだ。おめー連れてって挑戦状叩たたっ返してやるってさ。それでよ、それが三日後の日曜なんだ。これで行かなきゃ、ホントに笑いものになっちまうぜ。な、天地、あたしを助けると思って、行くだけ行ってくれよ。何ならあたしがあいつらぶっ飛ばしてやるからさ、な？」

「魎呼……」

　天地は進しん退たいきわまった。

　誰だか知らないが、俺が出なきゃ収まらないように陰かげで操あやつってる奴やつがいる。

　そしてそれは、この一連の出来事に全く無関係な顔で話にも加わってこない人物、即すなわち柾木家の天才科学者なのだ。

「鷲羽さん！」

　天地は立ち上がると、研究室のドアをノックした。

「いるんだろ？　俺たちの話、聞いてるんだろ？　出てこいよ」

「あの～～、鷲羽さんなら今、いないと思いますけど……」

　美星が恐る恐る口を挟はさんだ。

「さっき商店街の近くで黒いマント着て私たちのことじいっと見てましたもん」

「なにっ!?」

　魎呼がすっ飛んできた。

「美星！　てめーいいかげんなこと抜かしてると歯ァへし折るぞ」

「だってだって……絶対そうだと思ったんですもの。髪の毛赤くてカニの足みたいにぴんぴん撥はねててこのくらいの背せ丈たけって、鷲羽さんですよね？　ほかにそういうひといませんよね？」

　美星はうるうるしながら抗議した。

「待って！　じゃ、あれ、やっぱり鷲羽さんだったのね？」

　清音が割って入った。

「アタシも見たの。ううん、見たって思った瞬間、黒マントごと消えちゃったの。あれが鷲羽さんなら、やっぱりアタシたちのこと、見張ってたんだわ」

「どうして？　なぜ鷲羽さんがわたくしたちのことを……？」

　阿重霞たちは顔を見合わせた。

　それぞれ心の中で様さま々ざまな断片をつなぎ合わせたり、切り離したりして吟ぎん味みしている。

「最初に、悪魔の星が……って言い出したの、鷲羽さんでしたわね？」

　阿重霞が呟つぶやいた。

「そういえば鷲羽ちゃん、研究室こもりっきりだよね。こういう話、いっつも大好きなのに……」

　砂沙美が受けて付け足す。

「ジョージさん、鷲羽ちゃんと交こう替たいでしか出て来ないし、時々研究室にごはん持ってくし」

「神我巳さんって、神我人の息むす子こさんでしたよね。神我人は鷲羽さんの一番弟で子しでしたよね……？」

　美星が珍めずらしく考え考え言った。

「変へん装そうしたりするのは、普通、何かひとに知られたくないことがあったり、正しよう体たいを知られたらまずいことがある場合だわ」

　清音は一般論で受けた。

「神我巳のヤロー、歩いて帰ったぐらいだから何にも特とく殊しゆ能力とかないはずだよな。ひとのこと変身させたり、浮かべたりできるぐらいなら敵かたき討うちに来た時やってるはずだよな」

　魎呼が険悪な顔で拳こぶしを開いたり閉じたりし始めた。

「鷲羽さんの研究室にはヴァーチャル・リアリティ・システムがある。みんな忘れてるかも知れないけど」

　天地が後を引き取った。

「ヴァーチャル・リアリティ・システム？」

「俺の誕生日に使ってたじゃないか。ほら、おまえと阿重霞さんが妙にラブラブになって、愛と平和で異様な誕生日になっちゃったやつ」

「……思い出した」

　魎呼は拳を握にぎり締しめた。

「……ってことはまさか、鷲羽がモスモス団の手助けしてるってか!?　くそッ！　締しめ上げてやる!!」

　魎呼は席を蹴けって立ち上がった。

「ふざけたことやりやがって！　なにが悪魔の星だよ？　自分が陰で糸引いてるんじゃないか」

「そうとしか思えないんだ」

　天地の声は苦々しげだった。

「鷲羽さん！　俺は死んでも行かないぞ～～～～～!!」




　さてその頃、噂うわさの黒マントの占うらない師し、鷲羽は、モスモス団の本部を行ったり来たりしながら神我巳たちを相手に檄げきを飛ばしているのだった。

「いよいよ決戦ね。あんたたち悪のトリオらしく、カッコ良くやらなきゃダメよ。巨大メカとか怪人とかは鷲羽ちゃんが用意するからね。神我巳、あんたはもっと亜空間移動とか剣さばきとか練習しなきゃ。天地殿は本気で強いわよ。なんてったってあんたの父親を倒したぐらいなんだから。今のあんた見てると、ちょろっとでも擦かする確率が０、０１パーセント。勝つなんてとてもとても、五ご劫こうの擦すり切れが十じつ劫こうしたってとんでもないって感じだわ」

「ゴコーのスリキレ!?」

　神我巳は眉を寄せて聞き返した。

「ジュゲムジュゲムっていう、昔から伝わる長い長い呪じゆ文もんの一部なの……なんて説明してるヒマはないのよ。早くそこのドア入って、練習してきなさい。中はシミュレーション空間になってて、天地殿の動きが全すべてインプットされたヴァーチャル・ボディがあるからね。何度も何度も練習すればやがて動きがつかめてくるわ。勝とうなんて思わなくていいわよ。どうやったらスキを突けるか、それだけを考えなさい。ドリンクやフードは全部中のフード・バーに用意してあるからね。五分休きゆう憩けいすれば体力がＭＡＸまで回復するように調合してあるの。後は精神力の勝負。練習あるのみよ。さあ、がんばりなさい！」

「はいっ」

　神我巳は高校球児のように返へん答とうした。

「だけど鷲羽さん、どうしてここまでやってくれるんですか？　僕、鷲羽さんのこと全然知らないのに」

「そりゃ、あんたたちがあんまりサルだからよ！」

　鷲羽はちょっとの間、目を逸そらせて別のことを考えているふうだった。

「長い人生、やることみんなやりつくしちゃった鷲羽ちゃんだけど、あんたたちみたいな子どもたちと遊ぶのはおさなごころに帰ったみたいでなかなか楽しいわ」

　奈々子と忍は顔を見合わせた。

「オレ、イミが良く分かんないんだけど」

「あたしも」

「だからサルだって言ってるのよ」

　鷲羽はにっこり笑った。

「でもその辺へんのつまんない連中に比べたら、よっぽどステキなサルね」

「どうせオレは頭悪いよ」

　忍はむくれて言い返した。

「サルサル言わないでよねっ。これでもあたし、モード系で通ってるんだから」

「褒ほめたのよ」

　鷲羽は平然と言い返した。




　それから三日後……。

　市役所前の駐車場には特設ステージが組まれ、［決戦！　知られざるヒーロー天地ＶＳみんなのアイドルＭ・Ｏ・Ｓ団］と書いた横おう断だん幕まくが張り巡らされていた。

　日曜だというのに市職員はみんな休日出勤してきている。

　午前中からどんどん観客が押しかけ、模も擬ぎ店は出るわ、金魚すくいが出るわでまるで縁日のような騒ぎだった。

　商店街の方も負けずに出店を出し、全面車両通行止めになったメイン・ストリートの方にもお祭り気分の市民たちがビール片手に今か今かと開幕を待っているのだった。

　午後三時。

　特設ステージの巨大スピーカーから耳をつんざくような銃声が響いたと思うと、Ｍ・Ｏ・Ｓ団のテーマが流れ出した。





Ｍ・Ｏ・Ｓ　街角で交差点で　いま出会った

君も知らないもうひとりの自分

Ｍ・Ｏ・Ｓ　世界の隅すみで真ん中で　いま微ほほ笑えんでる

誰も知らないもうひとつの真実リアル







愛って言われても希望って言われてもピンと来ないけど

自分でつかまえたモノは名前がなくても輝くんだね

名付けない　閉じ込めない　追いかけない

でも信じてる　出会う日が来る　飛び込んで来る……






　いつものように［どこでも踊りＭＡＸ］がセクシーなダンスを披ひ露ろうした。

「はあい、Ｍ・Ｏ・Ｓ、人呼んでモスモス団よ。今日は大おお勢ぜい来てくれちゃってありがとう！」

「みんな、待ちくたびれたかい？　今日はいよいよ決戦の日だぜ。プリプリキューティドールたちは来てるかい？　待ちくたびれて帰っちゃったなんて言わないでくれよ～」

　忍が口こう上じようを叫ぶと観客たちがどっと笑った。

　忍も奈々子もだいぶ手て慣なれてきたようである。

「Ｍ・Ｏ・Ｓはやるぜ！　今日のＭ・Ｏ・Ｓは一ひと味あじ違う、テイスティな作戦だ。みんな、ハッピーでラブラブになりたいか？」

「なりた～～い!!」

　観客の方もだいぶノリが良くなった。

「何があってもモスモス団をアイ・ビリーヴ？」

「いぇ～～～～!!」

「決戦はどっちが勝つ？」

「Ｍ・Ｏ・Ｓ!!」

「それじゃ早速行ってみようか。第一弾はハッピー・ラブラブ・ファントム！」

　声とともに会場のそこかしこから黄色いニコニコフェイスに目の部分がハートになっているマスクの怪かい人じんが現れた。

　怪人たちは会場を回りながら人々に息を吹きかけ、吹きかけられた人たちは見る間にハッピーな目付きになって手て近じかの人たちと抱だき合った。

「あはは、なんか面おも白しろ～い」

　美星はラブラブになった大学生を指さした。

　本当に目がハートになって、誰だれ彼かれかまわず抱きついている。

　と、抱きつかれた人の胸のあたりからすうっとピンクのハートが飛び出した。

　大学生は大きな口を開けてそのハートを飲み込むと、また別の人間に向かっていった。

「美星……なんだかヘンよ！」

　ハートを抜かれた人の顔がどんどん変わって、黄色いニコニコフェイスになっていく。そして、まだ変身していない人間に息を吹きかけると、出てきたハートを飲み込んだ。

「やだっ。魎呼お姉ちゃん、砂沙美、怖こわい……」

　砂沙美は魎呼にしがみついて、ぎゅっと目をつぶった。

「クソぅ……いつものおちゃらけモスモス団じゃないぜ」

「怖いわよぉ～！　今日はオカルトよぉ～！」

　ステージの上から奈々子が囁ささやきかける。

「阿重霞！　砂沙美のこと、頼たのんだぜ！」

　魎呼は言うなり、だっと飛び出した。

　ハッピーマスクのラブラブ・ファントムに回し蹴げりを叩たたき込む。と、ラブラブ・ファントムは空気が抜けるようにしぼんで消えてしまった。

「こいつら人間じゃないぞ！」

　魎呼の声に阿重霞はハッと顔を上げた。

「でも……どれが本物のラブラブ・ファントムですの!?」

　飛び出そうとしたミホキヨが顔を見合わせた。

「アー・ユー・ハッピー？」

　そのスキにラブラブ・ファントムが近づいてくる。

「ノーノー、やめて下さぁい！」

　美星は思わず往おう復ふくビンタ→膝蹴り→大キックの三段コンボを叩たたき込んだ。

　ラブラブ・ファントムはバタンキューで伸びてしまった。

　その姿が揺れたかと思うと、ふっと元の人間に戻る。

「あらあら……市民の方でした」

「プリプリキューティドールたち、暴力は良くないな～」

　忍がステージから声をかけた。

「早く君たちのヒーロー、天地君を呼んできなよ。そうしないと第二弾、行っちゃうぜ！」

　と、市役所の裏から巨大メカが立ち上がった。

　リベット打ちのブリキ・ボディに踏ふみ潰つぶした下げ駄たみたいな平べったい足のレトロでチープなロボットである。

　ロボットは巨大なゼンマイをギーギー言わせながら、ガシャンガシャン歩いてきた。

「アー・ユー・ハッピ～～～～!?」

　人々はどっと逃げ出したが、半分以上がラブラブ・ファントム化していたのでいまいち迫力に欠けるのであった。

　ギリギリギリ……ギー、ガシャン、ギー、ガシャン。

　レトロでチープなロボットは無口な性格らしく、ひたすら人々を追って歩き回るのだった。

　それともシャイなだけなのかも知れないが。

「ほらほらキューティドールたち、天地君はまだなのかい？」

「モスモス団、卑ひ怯きようですわ！」

　阿重霞が砂沙美を庇かばいながら叫んだ。

「天地様はここにはおりません！　だからいくらこんなことをなさってもムダですわ！」

「ああら、残念。じゃあ、モスモス団の不戦勝ね」
















　奈々子がにっこり笑いながら手を振ふった。

「でもあたしたち、第三弾行っちゃうのよ！」

　声とともにピタリとロボットの動きが止まった。

「第三弾はこれ、自爆スイッチ！　あたしの手の中にあるちっちゃなちっちゃなリモコンのスイッチをポン！　って押すと、このロボットちゃんが大爆発するの。ちょうどラブラブ・ファントムたちのど真ん中ね。……て、ことは？」

「カウント・ダウン、オッケーかい？」

　忍が叫んだ。

「キューティドールたちも一いつ緒しよにカウント・ダウンしてくれよ。いいかい？」

「10、９、８、７、６……」

［どこでも踊りＭＡＸ］が声を揃そろえた。

「５、４、３、２、１……」

　忍と奈々子が加わる。

「ブレイク・アウト、オッケーかい？　ホントのホントにオッケーかい？」

「やめろっ!!」

　その瞬間、ひとつの声が駐ちゆう車しや場を貫つらぬいた。

「天地!?」

　ステージの下で奈々子のスキを窺うかがっていた魎呼が振り返る。

　ラブラブ・ファントムたちの群れが別れて、作さ務む衣え姿の少年を通した。

「天地様!!」

「天地兄ちゃん!!」

　阿重霞は砂沙美を抱だき締しめた。

「モスモス団！　こんなことはやめるんだ！」

「来たな、天地……。おまえを待っていたよ」

　スモークが焚たかれ、フルオーケストラが鳴り響く中、別人かと思うほど冷たく険けわしい顔をした神我巳が迫せり上がってきた。

「我が父の敵かたき！　樹雷の皇子、天地。今日こそおまえを倒してやるぞ！」

「普通の喋しやべり方しろよ、神我巳。俺は君と遊ぶつもりで来たんじゃないんだ」

　天地はステージの下で立ち止まると、普段どおりの声で話しかけた。

「こんなことやめろよな。君は踊おどらされてるだけだよ。冗じよう談だんこいてないで、スイッチを渡してくれ」

　天地はあくまでも淡たん々たんと話しながら、友人にするように手を差し出した。

「…………」

　神我巳は何も答えなかった。

　忍も奈々子も、会場のラブラブ・ファントムたちも何も言わなかった。

「天地様……!?」

「シッ」

　魎呼は阿重霞の肩をつかむと、静かにしろと言うように首を振った。

「渡すんだ、神我巳」

「……奈々子さん、スイッチを貸して下さい」

　神我巳の表情が苦しげに歪ゆがんだ。

「え？　うそォ……ホントにいいの？」

「天地。僕と戦わないなら、このスイッチを入れる」

　スイッチを受け取った神我巳は、再び冷たく険しい表情になると片手を差し上げた。

「神我巳!?　……このバカ野郎っ」

　天地はステージに駆かけ上がると、神我巳の手からスイッチをもぎ取ろうとした。

「戦え、天地!!」

　神我巳は叫ぶと忍の手にスイッチをパスした。

「一対一だ。誰も手を出さないで下さい！」

　神我巳の手にぼうっと青く光を放つライトサーベルが現れた。








第十三章　ステージの上は息詰まるような……









　ステージの上は息詰まるような緊張が続いていた。

　神我巳と天地は向き合ったまま、お互いのスキを狙ねらって小こ刻きざみに一進一退を繰くり返している。

「かかって来るんだ、天地！」

　神我巳はライトサーベルの切っ先を僅わずかに逸そらせた。

　天地は光こう鷹おう真しん剣けんを下げたまま、思わず踏ふみ込むところだった。

　できる……初めて会った時と比べたらまるで別人のようだ。

　スキを見せて相手を誘さそう、そのタイミングがいかにも自然で考えるより先に体が反応してしまったのである。

「僕は見てのとおり、剣はまったく素人しろうとだ。少しばかり練習したところで君にかなうはずがない。何を戸と惑まどっているんだ、天地？　僕のような下へ手たくその相手はできないって言うのか？」

「…………」

　天地はまだ迷っていた。

　この光鷹真剣で戦えば、そして神我巳がこの腕ならば、この前のようなフェイントは使えない。

　一体どうやって練習したのか知らないが、今の神我巳はあの神我人にも似た気迫があった。

　手元の動きに精神を集中しながら全体を見るやり方、僅わずかな変化にも対応できるよう、全身を楽に保たもちながら緊張を失わないやり方、こういうものは何千回も修しゆ行ぎようしてこないと身につかない。

　神我巳は知ってか知らずか、まったく自然体で立っていた。

　圧倒的に力の違うと分かっている相手の前でこのようなことができるのは、同じように修行をしてきた者だけだ。

　剣もろくに握にぎったことのない素人ができる技わざではない。

　鷲羽がなにか力を授けたんだろうか？

　天地は思ったが、すぐにそれを打ち消した。

　子どもの頃から修行してきた身なので、相手がどのくらい修行してきたかは構え方ひとつで分かるのだ。

　もちろん神我巳が俺に勝てるはずはない。

　剣には場ば数かずというものがあり、一度も実戦をやったことのない神我巳が光鷹真剣に対応できるはずはないのだった。

　だが……このまま戦うと、神我巳を傷つけることになる。

　神我巳は防ぼう御ぎよをまったく捨てているからだ。

　タイミングを読んだ瞬間、神我巳は捨て身で攻撃をかけてくるだろう。

　それだけのスピードと技があることはさっきの挑ちよう発はつで分かった。

　どんな動きをするか分からないとなると、俺は自分の腕に頼たよらざるを得ない。

　神我巳が俺と同じように防御できればいい、だができなければ多分、腕一本では済まないだろう。

　殺してしまうことになるかも知れない。

　そう思うと天地は切っ先を上げる気になれないのだった。

「できないと言うのなら、僕は行くよ」

　神我巳は剣を構えたまま無む造ぞう作さに一歩踏ふみ出した。

「どうしても君を倒さなくてはならない。僕は胸の内に誓ちかったんだ。父の遺い影えいを抱かかえたまま生きるなんて、不ぶ器き用ような僕にはできない。僕は父を葬ほうむってやりたいんだ」
















　一歩、また一歩。

　言葉が切れた瞬間、神我巳は至し近きん距きよ離りから稲いな妻ずまのような早さで突っ込んできた。

　反射的に天地の腕が動き、切っ先を跳はね上げようとする。

　その刹せつ那な、神我巳の手から剣が消えた、と同時に天地の首の皮一枚の距離、真ま一いち文もん字じに神我巳のライトサーベルがあった。

　天地の剣が神我巳の剣を跳ね上げる一瞬前、神我巳は右手に剣を持ち替かえざま思い切り横に引いたのである。

「勝った……」

　神我巳は掠かすれた声で呟つぶやいた。

「僕は勝ったのか？　そうなんだな？」

　天地の手から光鷹真剣が消えた。

　負けた、という驚きを大波のような安あん堵ど感が柔らかく包み込んでいく。

　天地は笑った。

　笑いながら心の奥で神我巳を称たたえた。

「そうだよ、神我巳。君は俺に勝ったんだ」

「やっ……た……」

　ライトサーベルから青い刀身がふっと消え、柄つかだけになった剣が固い音を立ててステージの床に落ちた。

「ありがとう、天地」

　神我巳は目を閉じ、俯うつむくように一礼した。

　何百回、何千回と練習を繰り返した策だった。

　天地の太た刀ち筋すじに僅わずかな癖があるのを読み、そのタイミングだけを突いた技わざだった。

　一瞬でも動作が遅れれば、その次の瞬間に命を失っていたかもしれない技だった。

　神我巳はこの技だけに三日間を賭かけたのだから……。




　と、ラブラブ・ファントムたちの姿が一瞬にして消え去った。

　巨大ロボットの姿も消え、骨こつ董とう屋の店先にあるような小さなブリキのロボットが、ゼンマイが切れたまま地面に転がったが、やがてそれも消えてしまった。

　この戦いの間、微動だにしなかった人々が目を覚さましたように動き出し、お互い不ふ審しんげな顔で辺あたりを見回した。

　特設ステージも横断幕まくも、Ｍ・Ｏ・Ｓのマークも消え、［どこでも踊りＭＡＸ］の少女たちは思い思いの服を着た、どこにでもいるような中学生に戻った。

「あたしたち、なんで市役所なんか来たんだっけ？」

「さあ……？」

　少女たちは首を傾かしげながら歩きだした。

「どうして日曜なのにこんなところまで来ちゃったのかしら？」

「休日出勤でもないのに、おかしいな……」

　市職員たちは少女たちと同じようなことを言い合いながら駐車場を出て行った。

「なにかあったような気がしたんだけど、夢だったのかねえ？」

「こんなところで何もあるはずないよ」

「古こ墳ふんと神社と雪せつ舟しゆうもなかだけの静かな街ですもの、ねえ？」

「来週のバザーと間違えたのかな……」

　老夫婦はお互いをいたわりながら歩きだした。

　子どもたちはさっそく駐車場のモニュメントの方に駆かけ出して行き、親たちは首を傾げながらその後について歩きだした。

　五分も立たないうちに駐車場は空っぽになり、商店街は普段の顔を取り戻した。

　忍と奈々子は普段着を着てステージのあった場所に立っていた。

　奈々子は神我巳と初めて会った時と同じブルーのミニワンピにブーツ、忍はアルゼンチン・カラーのトレーナーにナイキのスニーカーである。

「なんにもなくなっちゃったわ」

　奈々子は泣き笑いしながら怒ど鳴なった。

「一体何だったんだ……!?　やっぱオレたち、夢見てたってか!?」

　忍は呆ぼう然ぜんと奈々子を抱き寄せた。

「神我巳ちゃん、どうしてあんたは消えないのよ!?　それに天地君って言ったっけ、君も」

「どうしてって言われても……」

　天地は困ったように笑みを浮かべた。

「はあ～～～～～……」

　阿重霞と砂沙美とミホキヨは、空気が抜けてしまったかのように揃そろってしゃがみこんだ。

「一体何だったんですの、この騒ぎは？」

　奈々子たちの衣装は消えてしまったが、阿重霞たちはまだしっかりプリプリキューティドールズのドレスを着ているのだった。

「どうしてあんたたちだけそんな間抜けなカッコしてるのよ!?」

「間抜けで悪かったなっ」

　魎呼はふわりと浮き上がると、空中で足を組んだ。

「鷲羽が手伝ってくれないから、天地のおばさんに頼んだんだよ！」

「おや、そうだったの？　妙にうまいと思ったら」

　駐車場に一台だけ、忘れられたように残っていたセダンの陰から黒マントを羽は織おった鷲羽が現れた。

「出たわね、怪人!!」

　奈々子は眉まゆをしかめて怒鳴った。

「あたしたちの世界征服、どうしてくれんのよ!?」

「ここはもう、隅すみ々ずみまで征服したんじゃなかったっけ？」

　鷲羽はにっこり笑い返した。

「プライマリー・レッスンはこれで終了なの。後は君たちがやるのよ。ほら、そこらへんに何人か、漏もれてるのが残ってるでしょ？」

「なんてひどい占うらない師しなの!?　あたしがケーサツだったら詐さ欺ぎ罪ざいでタイホだわ。ねえ、忍？」

「オレがサルだったらとっくに引っ搔かいてるな」

　忍は眉を寄せて鷲羽を睨にらみつけた。

「だけどオレは頭のいい人間様だから、許してやるぜ」

「あはは、あんたってサイコー!!」

　奈々子はヤケになって忍を引き寄せた。

「キスしちゃうわよ」

「あ、いいなー」

　奈々子と忍がとろけるような人前キスをしているのを見、砂沙美は姉の肘ひじをつついた。

「お姉様もああいうふうにしたいでしょ？」

「したいに決まってるでしょ！」

　阿重霞は怒鳴り返してからはっとしたように耳まで赤くなった。

「ウソよ、ウソですわ」

「いいですね……」

　神我巳は赤くなって目を逸そらしたとたん、阿重霞の視線とぶつかった。

「あの……お名前は？」

　神我巳はますます赤くなり、目のやり場に困ったように俯うつむいた。

「僕、考えてみれば、皆さんのお名前も伺うかがっていませんでした」

「あの……わたくし、阿重霞と申します」

　阿重霞はつられるように立ち上がった。

「樹雷皇家の第一皇女ですの。こちらは妹の砂沙美」

「ギャラクシーポリスの美星でぇす！」

「同じく、ギャラクシーポリスの清音です」

　ミホキヨも元気に立ち上がった。

「あっ俺、尋森忍。こっちは瀬和奈々子」

「知ってるわよ～!!」

　阿重霞たちが一いつ斉せいに振り向いた。

「毎日雑誌見てたんだもん」

「なんだ、じゃオレたちの追っかけじゃん？」

「追っかけとは失礼な。捜そう査さ活動と言って欲しいわね」

「ねえねえ、鷲羽ってなんなの？　どういう関係なの？」

　奈々子たちと柾木家の女たちは早さつ速そく情報交換を始めた。

「さっきまで敵どうしだったのにな」

「そうですね……」

　天地と神我巳はどちらからともなく近づいて、話し始めた。

「天地さん、僕もうちょっと……この星にいようかと思ってるんです」

　神我巳は緑の木々を見回して目を細めた。

「地球って、美しい星なんですね。僕が住んでいたのは砂さ漠ばくと鉱物資源しかない星でした。僕は宙港近くの酒場でピアノを弾ひいていたんです」

「ピアノ？」

「ええ……もう二度と弾くこともないだろうと思っていたんですが……」

　神我巳は遠い目をした。

　二度と持たなくていいのは、ライトサーベルの方だ、と思った。

　ここならやっていけるかも知れない。

　古い愛の歌を捨て去って、出会ったばかりの愛をメロディーに乗せよう。

　新しい楽譜が少しずつ指に馴な染じんで行くように、僕はこの星を弾いてみたい……。

「天地さん、この街にも酒場はあるでしょうか。住むところも決めなくてはなりません。いつまでも奈々子さんたちのお世話になっているわけにも行きませんしね」

「神我巳……」

　家に来いよ、そう言いそうになって天地は危うく言葉を飲み込んだ。

「そうだね。きっと見つかるよ。俺の家はどうせ宇宙人だらけだから気軽に遊びに来てくれよ」

「はい、そうします」

　神我巳は笑った。

「父も許してくれそうな気がします」

　と、胸の奥で父の遺い影えいが微ほほ笑えんだような気がした。








エピローグ









　それから半年後……。




　季節は巡り、春の日ひ差ざしが微ほほ笑えんでいた。

　小さな教会のチャペルは善男善女が集つどい、異様な熱気に包まれている。

　本日の主役の到着を今か今かと待っているのだ。

「二人ともどうしたのかなあ？」

　礼服を着込んだ信幸が心配そうに呟つぶやいた。

「まさか、まだ寝てるんじゃないだろうな……？」

　信幸は今日、花嫁のエスコートという重大な役目をすることになっているのである。

　花嫁は母子家庭なので、父親役を買って出たのだった。

「あの二人に限って……」

　樹雷皇家の正装に身を包んだ阿重霞が呟いた。

「十分あり得るよな！」

　魎呼は白のロングタイトという掟おきて破りなカッコであるが、着ているのが魎呼なので誰も文句を言えないのであった。

「花嫁さんが来ないと式が始まらないよお……」

　砂沙美は姉と同じく樹雷皇家の正装であるが、頭の上に魎皇鬼が乗っかっているので、見み事ごとな衣装も仮装のようにしか見えないのだった。

「きっとどっちも相手が目め覚ざましかけたと思ってて、実はかかってなかったんだわ」

　菜なの花のような黄色のドレス姿の美星が囁ささやいた。

「まさか。今日みたいな大事な日に……」

　シトラスグリーンのスーツを着た清音は、美星の隣となりにいるとちょうど菜の花の葉っぱのように見える。

　やっぱりこんなところでも美星のダシになっているのだった。

「俺、もう一回見て来ようか？」

　さっきも見に行ったばかりの天地が入り口の方を窺うかがった。

「それがいい。神父さんもお待ちじゃ」

　紋もん付つき袴はかま姿の勝仁は、鷹おう揚ように頷うなずいた。




　その頃奈々子と忍はタクシーの中で三度目のケンカの真っ最中だった。

「だからあたしが何回も何回も、目覚ましかけた？　って聞いたじゃない？」

「おまえこそ、あたしがかけたから大丈夫って言っただろ？」

「お客さん、結婚式なんですか？　主役がいないんじゃ向こうも困ってるでしょうねえ」

　タクシーの運ちゃんは呆あきれた顔でバックミラーを覗のぞいた。

　白のタキシード姿の男は長髪を後ろでひとつに束たばね、ウエディング姿の女はコンパクトを覗き込んで最後の点てん検けんに余念がなかった。

「お……っと、工事中だ」

　タクシーは急停車した。

「ここが行けないとなると……Ｕターンしてぐるっと回って行くよりしょうがないですねえ」

「え、そうなの？　参ったなー」

「ちょっと待って」

　奈々子は眉をしかめて通行止めの看板を睨にらみつけた。

　教会はこの先、坂を上がったところなのである。

「忍、降りるわよ！　運転手さん、ここでいいわ」

「ええ～!?　おまえこの坂走るつもりか？」

「うるさいわね！　坂ぐらいマラソンでも走るじゃないの」

　奈々子と忍はタクシーを降りて小走りに走りだした。

　と、十歩も行かないうちに真っ白なオープン・カーが出現した。

　運転席に座っているのは、大学教授ふうの黒いガウンを着た小柄な女である。

「ちょっと、そこ行くおにーさん、おねーさん。教会までお送りするわよ」

　教授は赤いカニ頭を振り立ててにっこり笑った。

「またまた出たわね!!　怪人カニ星人！」

　奈々子はカニ星人を睨にらみつけた。

「せっかく迎えに来てもらって何だけど、あたしたち自分の足で走るから結構よ。教会についたとたん何もかも消え失せちゃって、はっと気づいたらまだ布ふ団とんの中でしたなんてごめんだわ」

「疑り深いわねえ」

　鷲羽は必死に坂を駆かけ上がっていく、ドラマな二人を見送りながら呟つぶやいた。

「ま、いっか。これも元々はオモチャ屋さんの店先にあったんだし」
















　鷲羽はギアを入れるかわりにパネルのボタンをポン、と押した。

　オープンカーは勝手に走り始め、坂の途中で二人の主役を追い越して優ゆう雅がに教会の前に止まった。




「尋森忍、あなたは健すこやかなるときも病やめるときも、生しよう涯がいこの女を愛すると誓いますか？」

「誓います」

「瀬和奈々子、あなたは健やかなるときも病めるときも、生涯この男を愛すると誓いますか？」

「誓います」

「では、指輪の交換を」

　忍は奈々子の指に小さなダイヤのリングを嵌はめた。

「神が結びたもうた手を、人が離してはなりません」

　神父はほっとしたように頷うなずいた。

「行くわよ、忍」

「いつでもオッケーさ、奈々子」

　奈々子はベールを跳はね上げると、忍の首に腕を巻き付け、十字架上の神の子でさえ顔を赤らめるようなガッツの入ったキスをした。

「奈々子さん、きれい……」

　砂沙美は奈々子の相当リキの入ったウエディングドレスをうっとり眺ながめた。

　普段はモード系の奈々子だが、この日ばかりはクラシカルなスタイルに長く裾すそを引いた、ジバンシィのプレーンなドレスなのだった。

　忍の後ろで束たばねた長髪には色つき素そう麵めんみたいなブルーのアクセントカラーが入っているし、奈々子の肩にはレース越しに舌を出したキューピットの入いれ墨ずみシールが見えているところがいかにもであるが。

「まあ、一度は世界を征服した二人だからねえ……」

　鷲羽は満足げに呟つぶやいた。

　誰も知らないことであるが、実は結婚式が大好きなのである。

　栓せんを捻ひねりっぱなしのシャワーのような、無む尽じん蔵ぞうな幸福のエネルギーが跳はね回っているのがいいらしい。

　だが柾木家の住人は当分誰も結婚しそうにないので、鷲羽としては不ふ本ほん意いなのだった。

「神か我が巳みさん、やっぱり来なかったね……」

　砂沙美が鷲羽の袖そでを引いた。

「今、どこにいるか分からないんだって？」

「放ほう浪ろうのピアノ弾ひきになって、あちこち回ってるって話だけど……」

　清音は気き遣づかいながら小声で囁ささやいた。

「ここに神我巳さんがいれば、ジグゾーパズルが完成するのにね」

　と、チャペルの片かた隅すみに置かれたピアノがひとりでに鳴り出した。

　オーソドックスなウエディング・マーチである。

「え!?」

　忍と奈々子は顔を見合わせた。

　ウエディング・マーチはリストの愛の夢第三番に変わり、展開部に移ったところでふっとメロディーが切り替かわった。

　この星では誰も聞いたことのない、銀河の星をちりばめたような不思議なハーモニーである。

「まさか……神我巳ちゃん……!?」

　と、ピアノの前に銀色の髪を背に流した美しい青年の姿が現れた。

　文字通り、魔法のように現れたのである。

「神我巳!?」

「遅くなってすみません。忍さん、奈々子さん、ご結婚おめでとう」

　神我巳はちょっと振ふり返ると、ピアノに向き直り、新しい愛の歌を弾き始めた。

　この地上では誰も聞いたことのないメロディーだった。

　だが、どこか懐なつかしいような、春の日ひ差ざしに包まれるような、そんな暖かいメロディーだった。

　神我巳の指先から光が生まれ、花が咲き乱れ、木こ漏もれ日のきらめきがチャペルを彩いろどった。

　この地上の美しいものを丹たん念ねんに集めてきて、今そっと箱を開いたようだった。

「神我巳ちゃん!!　どうして一言ぐらい言ってくれなかったのよ!?」

　花嫁と花はな婿むこはヴァージンロードを走り抜けて銀髪の青年の後ろから襲おそいかかった。

「あっ、奈々子さん……もうちょっとですから」

　神我巳は右腕を捕とられてしまったので、仕方なく左手一本で弾き出した。

「後で擦すり切れるまで弾いてもらうぜ」

　忍は神我巳の左腕を捕らえ、椅い子すから引っ張り上げた。

「オレたちやっぱり、三人揃そろってなくちゃ！」

「総そう帥すいがいなきゃ世界征せい服ふくはおじゃんだわ！」

　忍と奈々子に両側から抱だき締しめられ、神我巳はトマトみたいに赤くなった。

「あ……お二人とも……僕、邪じや魔まじゃないですか？」

「Ｍ・Ｏ・Ｓバンザーイ！」

「モスモス団、グレート!!」

　柾木家の元追おっかけたちは目め配くばせを交かわし、声を合わせた。

「そんなことで世界を征服したなどと言ってもらっては困るな」

　張はりのある深い声がチャペルに響いたと思うと、銀髪をひとつに束たばね、深緑のマントを羽は織おった長身の男が現れた。

「神我巳！　この出で来き損そこないが。こんなところで一体なにをしているのだ？」

「神我人!?」

　天地は思わず席を立った。

「プロフェッサー!!」

　神我巳は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「どうして……あの時死んだと……」

「わたしが死んだと思っていたのか？」

　神我人は金色の瞳で静かに息子を見下ろした。

「おまえはなにも分かっていないのだな。だが、ピアノの腕は褒ほめてやろう。よく修しゆ行ぎようした」

　神我人の瞳ひとみに愉ゆ悦えつの色が躍おどった。

「来るがいい。その胸の遺い影えいはもらって行くぞ」

　神我人は息子を引き寄せると、両手で頰ほおを挟はさみ、銀髪を指で梳すいた。

「おまえの音がわたしを呼び覚さましたのだ。成長したな、神我巳」

　神我人はふっと微笑むと、一瞬チャペルを強い光で満たして消え失せた。

　神我巳が駆かけ寄った時にはもう、父の姿はどこにもなかった。

「鷲羽さん、まさか……」

「いいえ、私じゃないわ。今のは正しよう真しん正しよう銘めい、本物の神我人よ」

　鷲羽は仰ぎよう天てんした天地に囁ささやき返した。

「やっぱり父親ね。超次元からわざわざやって来るなんて……」




　神我巳はまだ呆ぼう然ぜんと佇たたずんだままだった。

「プロフェッサー……」

　父によく似た金色の瞳から涙がこぼれ落ちて頰を伝った。

　初めて出会った時に奈々子が見た幻まぼろしのように、水すい晶しようのような涙はこぼれ落ちて聖堂に小さな虹にじを作り出した。

「見てて下さい。僕はこの星で生きていきます」

　神我巳は胸の中を探さぐった。

　父の遺影は持ち去られた後で、その替かわりに生まれたばかりの小さな星が輝いていた。





［完］　　










あとがき









　お待たせ＆ご無ぶ沙さ汰たしました。

　ようやく七冊目の「天地」をお届けいたします。

　連載の方では毎月コンスタントにお目にかかっておりましたけど、書き下ろしは久しぶり……ですね？




　さあて、このタイトルの「サルでもできる世界征服」、確か思いついたのはまだ春にならない辺あたりでした。

　うん、これだわ！　これで書かなきゃアタシは作家じゃない!!

　話の中身がなーんにもできてなかったのにもかかわらず、長谷川はひとり盛り上がっていたのでした。

　わりとタイトルを先に思いつくタイプです。

　だから、最初は「ああっ、タイトルだけできて話が霧きりの彼方かなただ!?」……。

　霧の彼方からキャラクターたちを呼び起こし、大道具小道具を集めて回り、台本持たせてさあ、アクション！　となるまでに結構時間がかかるのでした。

　それもこれも、やっぱり思いつきだけで考えなしに走りだしてしまう監督が悪いわけですが、今回は正にそのとおりで、クランクアップまでけっこう時間がかかってしまいました（実質、書いた期間はそれほどではありませんでしたが）。




　さて、話は世界征服に戻ります。

　特とく撮さつものや一昔前の巨大ロボットもの、ヒーローものの世界では、怪かい人じんたちや首しゆ領りよう、総そう統とうたちが性しよう懲こりもなく世界征服を叫んでは、ヒーローたちにコテンパンにされていました。

　ホントに「性懲りもなく」というのがぴったり当てはまるほど、作戦は失敗するためにやってるとしか思えないわ、秘密基き地ちは誰でも知ってるわ、ヒーローは必ず計画を嗅かぎ付けるわで、こんな苦労するわりには全然報むくわれない「世界征服」って、一体なに？　と長谷川は思ったのでした。

　どうせやるなら気楽にナニゲに世界征服。

　オシャレに可か愛わいく世界征服。

　じーちゃんばーちゃんかーちゃんとーちゃん、誰からも愛されて世界征服。

　なんかもぉ、わざわざ阻そ止しするのもバカらしいってワケで。

　で、今や光の皇おう子じというよりはニンジン畑のプロと言った方がしっくり来るかもしれない天地君は、やっぱり悩むんですよね。

　こんな非常識な事態をほっといていいのか！　と……。




　まあその、世界征服の中身については賛さん否ぴ両りよう論ろんありましょうが、今回もうひとつ考えていたのは、「柾まさ木き家の人々、世間に顔を出す」。

　今まで宇宙や別世界や異次元空間に行ってるわりには、隣となりの駅にすら足を運ばなかった柾木家の住人たちが、いよいよ世間と渡わたり合う。

　地球暮らしもだいぶ板について、そろそろ退たい屈くつしだすお年頃。

　ヒナが巣から顔を出すように、広い世間も覗のぞいてみたいし、お友だちもできたらラッキー。

　結界みたいにきっちり閉とじていた柾木家が開いて、世間の風と触ふれ合う瞬間です。

　とは言え、それはもっと大きな結界に守られてのことなのですが……。




　さて今回新キャラの神か我が巳み君。

　あんたねえ、それだけ容よう姿しに恵まれてて、ピアノがうまくて、何をそんなに悩むことがあるの？

　神我人の息子だからって、そんなの地球じゃ誰も知らないんだからさっさと音楽方面にプロデビューするのが一番！　って思うけど。

　今回書いてて一番楽しかった忍しのぶ＆奈な々な子このおサルコンビ。

　この二人のお年頃には、わりと暗めの青春だった長谷川は、こんな楽しい毎日だったら良かったのにな～……と思いつつ書いてました。

　今は夕方になると、娘と一いつ緒しよに飢うえたハゲタカのような小学生どもが襲しゆう来らいして、電でん気き釜がまのゴハンを空からっぽにしちゃうような日々ですが。

　いやー、それにしても育ち盛りの子どもとカレーは切っても切れないコンビなのね。

　この夏はそんなワケでしょっちゅうカレーばっか作ってたような気がします。

　キャンプでカレー、プールの後でカレー、子ども会でカレー……。

　このお話の中でもジョージさんがお昼にカレーを作っておいてくれるシーンがちょこっと出てきますが、舞ぶ台たい裏うらではそういう作者の実体験が……って、さっさと仕事せんかい!?　長谷川。




　またもや夏の殆ほとんどを世界征服に捧ささげてしまった長谷川は、公園を自転車で走り抜けながらこう思うのでした。

　ああ、まだセミが鳴いてるわ！　まだ間に合う！　アタシの夏はこれからよっ。

　バーゲンも見み逃のがしたし、新作の水着も買い損そこねたけど、ちょっと遅めの夏休みを八はち丈じよう島じまあたりで過ごしていることでしょう。

　この本が出る頃にはもう、次のお仕事をやっていることと思いますが。




　ドラゴンマガジン誌上では、「天地」はちょっと「プリティサミー」にバトンタッチです。（黒田さん、がんばってね！）

　柾木家は永遠に不滅!?　な気がします今日この頃ですので、また次回お目にかかれることになるかと思います。

　誰だれかと誰かにウエディングベルが鳴るのは遠い遠い未来の話になりそうですが、柾木家の住人たちは今日も元気！　に永遠のロング・バケーションを過ごしていることでしょう。




　おカネはなくとも愛と勇気に溢あふれているたくさんの忍＆奈々子たちに、それぞれ世界征

　服の夢を抱いだいたたくさんのシングルたちに、この物語を捧げます。

　いつか小さな子どもたちに、お父さんとお母さんは昔ね……と、胸むね躍おどる冒険を話せる日が来ることを願って……。




　ゲットしただけで未み読どくのまま積んである本の山を整理しながら。





長谷川菜穂子　　












天てん地ち無む用よう！ 魎りよう皇おう鬼き




サルでもできる世せ界かい征せい服ふく








長は谷せ川がわ菜な穂ほ子こ
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